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表
紙

春
を
呼
ぶ「
お
ぢ
や
風
船
一
揆
」

特　集 テレワークを活用した関係人口の創出

2２０２１-

1 巻頭エッセー／和歌山県から全国へ発信するワーケーションの可能 性 仁坂吉伸（和歌山県知事）

（
新
潟
県
小
千
谷
市
）

新
潟
県
小
千
谷
市
は
、
日
本
一
の
大
河
・
信
濃
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
が
特
徴
的
な
田
園
工
業

都
市
で
す
。
雪
深
い
地
域
で
も
あ
り
、
信
濃
川
や
雪
の

恩
恵
か
ら
得
ら
れ
る
水
資
源
を
利
用
し
た
錦
鯉
や
小
千

谷
縮
は
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
市
の
特
産
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
に
開
催
さ
れ
る
お
ぢ
や
ま
つ
り
、
９
月
に
開
催

さ
れ
る
片
貝
ま
つ
り
で
は
多
く
の
花
火
が
上
が
り
、
特

に
片
貝
ま
つ
り
で
は
、
世
界
最
大
級
の
四
尺
玉
を
打
ち

上
げ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
で
45
回
目
を
迎
え
る
冬
の
小
千
谷
の
名
物

「
お
ぢ
や
風
船
一
揆
」
は
、
小
千
谷
に
春
を
呼
ぶ
風
物

詩
で
す
。
今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
無
観
客
に
よ
る
競
技

フ
ラ
イ
ト
の
み
の
縮
小
開
催
（
２
月
20
、
21
両
日
）
と

な
り
ま
す
が
、
競
技
大
会
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
配
信
い
た

し
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
フ
ラ
イ
ト
の
様
子
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
天
候
や
積
雪
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
小
千
谷
観
光
協
会

（
０
２
５
８
‐
８
３
‐
３
５
１
２
）

（
写
真
提
供
＝
小
千
谷
観
光
協
会
）

レギュラーリポート

2 関係人口を生み出すワーケーション 2.0 に向けて 松下慶太（関西大学
社会学部 教授）

6 三重県伊勢市 クリエイターの感性で魅力を発見・発信 谷川槙菜

8 長崎県壱岐市 テレワーク活用し人と企業が集まる島に！ 篠原一生

10 ワーケーションを活用した関係人口創出の可能性と課題 田中　敦（山梨大学大学院生命環境学域　社会科学系長
生命環境学部地域社会システム学科長　教授）

基調論文

基調論文

地域づくりの現場から
NPO法人アレルギーを考える母の会　神奈川県横浜市
アレルギー疾患対策通して地域づくり

園部まり子

“ がんばる地域 ”応援事業　沖縄県久米島町
島の仕事は、島内で受ける

島袋陽子

地方創生実践塾　京都府宇治市
つながりをデザインする方法

森　正美

地方創生実践塾　福島県会津若松市
ＩＣＴを活用したスマートシティの推進

藤井靖史

地域づくりは人づくり
チャレンジ精神、リーダーシップ、
デザイン力を持った職員に

三和田智子、出石直史

第２回 地域プロモーション大賞

首長の思い

“わくわく”する喜多方の創造に向けて
 遠藤忠一（福島県喜多方市長）

●北海道北見市 人材回帰の「サケモデル」でＩＴ企業誘致 松本　武
●秋田県仙北市 プロの俳優陣による人材育成プログラム 今村晋介
●宮城県女川町 地方課題を解決する活動人口創出事業 後藤大輝
●新潟県妙高市 ワーケーションによる人の流れの創出 柳内陽子
●長野県富士見町 テレワーク施設からコネクティブ・ワーク・スペースへ 雨宮陽一
●和歌山県 和歌山県におけるワーケーションの推進 桐明祐治
●島根県松江市 「松江にしかない魅力」を徹底的に追求 田窪大樹
●徳島県美波町 様々な「人財」が集う町に 鍜治淳也
●福岡県うきは市 遊休施設活用からワーケーション推進へ 大久保翔
●沖縄県 沖縄が目指すワーケーションの世界 鶴見有衣

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】
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 表3 手前みそですが… 【鹿児島県錦江町】

色とりどりのバルーンが
冬の空を彩る

錦江町

鹿
児
島
県

264

錦江町は鹿児島県の大隅半島中南部に位置し、西側は鹿児島湾
（錦江湾）に面しており、南側には九州本島最南端の佐多岬

（南大隅町）があります。
大隅海峡を流れる黒潮の影響を受け、高温多湿の気象条件にある

一方、沿岸部と内陸部では大きな標高差があり、南国的な気候（無
霜地域）の海浜地域から、積雪がみられる内陸部の山間地域まで存
在し、一つの町で山から海までそろうところから、日本の縮図と呼ば
れることもあります。
起伏に富んだ地形には、雄川（花瀬川）と神ノ川の二つの２級河
川が流れ、四季折々の豊かな景色を楽しめます。また、稲尾岳周辺
の照葉樹林は、国の天然記念物として自然環境保全地域等の指定を
受けています。
春は花瀬公園での桜まつり、夏は神川海岸でのレゲエ、冬は宿利
原での大根やぐらライトアップなど、多彩なイベントも魅力です。

█照葉樹の森
稲尾岳、木場岳一帯の、タブノ
キ、イスノキ、アカガシが原生
の姿をとどめている西日本最大
級の照葉樹林。希少な生き物や
植物の宝庫

海
と
川
と
照
葉
樹
の
町

█竹皮弁当
高菜のおにぎりや煮しめなど素朴な昔な
がらの料理を竹皮に包んだお弁当

█花瀬川の石畳
島津のお殿様が愛した地。川床はおよそ
２㌔にわたって千畳敷の石畳が敷かれ景
観は壮大。春には川沿いの桜が咲き誇り　
花瀬公園まつりの会場となる

█道の駅「錦江にしきの里」
地元で生産した野菜、加工グループが作る
惣菜など新鮮な特産品を取りそろえている

█神川大滝
落差25㍍幅30㍍で水量が多く迫力満点！
瀑布からの自然のミストが心地良い

█神川キャンプ場
錦江湾越しに桜島と開聞岳が同時に眺望
できる。目前の神川海岸での影絵アート
はインスタ映え間違いなし

█宿利原大根やぐらライトアップ
高さ７㍍、長さ50㍍の巨大な大根やぐら
は錦江町の冬の風物詩。白い大根やぐら
が色鮮やかなライトアップに照らされ幻
想的
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現
在
、
和
歌
山
県
が
平
成
29
年
度
か
ら
全
国
の
自
治
体
に
先
駆

け
て
推
進
し
て
き
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
社
会
全
体
で
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
こ

れ
ま
で
の
社
会
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
る
中
で
、
新
し
い
働
き
方

と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

ま
ず
都
市
部
企
業
の
現
状
に
目
を
向
け
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
必
要
に
迫
ら
れ
る
形
で
在
宅
勤
務
制
度
が
整
備
さ
れ
、
テ
レ

ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
将
来
が
見
通
せ
な

い
日
々
が
続
き
、
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
化

す
る
こ
と
で
、「
在
宅
う
つ
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
る
な
ど
、

社
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
等
の
非
日
常
の
中
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
な
が
ら
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
単
な
る
超
過
勤
務
の
削
減
に
留
ま
ら
な
い
真
の
意
味
で

の
働
き
方
改
革
に
資
す
る
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
分
散
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
で
、大
き
な
「
関
係
人
口
の
創
出
」
の
機
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
誘
客
を
進
め
る
こ

と
で
、
平
日
や
閑
散
期
を
含
む
旅
行
者
数
の
平
準
化
を
図
り
な
が

ら
地
域
で
の
消
費
喚
起
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
地
域
で
は
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
観
点
か
ら
も
、
企
業
が

東
京
の
オ
フ
ィ
ス
に
全
機
能
を
集
約
さ
せ
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
避

け
、
機
能
を
地
方
に
分
散
す
べ
き
だ
と
の
議
論
も
聞
こ
え
て
き
て

お
り
、
こ
の
流
れ
は
、
地
方
へ
の
企
業
誘
致
や
移
住
定
住
に
も
繋

が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
全
国
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
取
組
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
和
歌
山

県
の
魅
力
や
強
み
を
御
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
は
、
首
都
圏
や
京
阪
神
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

で
す
。羽
田
空
港
〜
南
紀
白
浜
空
港
間
の
移
動
時
間
は
約
70
分
で
、

南
紀
白
浜
空
港
か
ら
白
浜
町
の
中
心
ま
で
は
車
で
約
５
分
で
す
。

飛
行
機
に
乗
り
非
日
常
を
感
じ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
気
が
付
け

ば
全
国
有
数
の
観
光
地
に
着
く
こ
と
が
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

良
さ
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
す
。
ま
た
京
阪
神
か
ら
も
Ｊ

Ｒ
特
急
を
使
い
約
２
時
間
半
で
到
着
し
ま
す
。
２
点
目
は
、
通
信

環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
災
害
時
で
も
途
切
れ
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「N

erveN
et

（
ナ
ー
ブ
ネ
ッ
ト
）」
の
整
備
や
、

人
口
あ
た
り
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
普
及
率
が
全
国
２
位
な
ど
、
ス
ト
レ

ス
フ
リ
ー
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。
３
点
目
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
多
数

進
出
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
当
県
に
進
出
さ
れ
た
企
業
は
、
県
内

で
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
、
自
治
体

と
連
携
し
た
実
証
実
験
な
ど
様
々
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
来
ら
れ
る
方
々
も
彼
ら
と
の
意
見
交
換

を
通
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
４
点
目
は
、
世
界
に
誇
る
観
光
資
源
で
す
。
熊

野
古
道
や
高
野
山
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
」
を
は
じ
め
、
青
い
海
と
綺
麗
な
川
な
ど
心
を

解
放
す
る
豊
か
な
自
然
、
日
本
最
多
の
パ
ン
ダ
（
令
和
２
年
11
月

に
２
年
ぶ
り
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
！
）
な
ど
非
常
に
多

く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
方
の
心
を
つ
か
ん
で

離
し
ま
せ
ん
。

和
歌
山
県
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
令
和
元
年
に
は
長
野
県
と
共

に
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
」
を
創
設
し
、
私
が
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
自
治
体
同
士
の
情
報
共

有
や
対
外
的
な
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
に
は

政
府
に
対
し
て
、
省
庁
横
断
の
政
府
推
進
組
織
の
設
置
や
自
治
体

へ
の
財
政
支
援
、
周
知
広
報
な
ど
を
求
め
る
要
望
活
動
も
行
い
、

菅
内
閣
総
理
大
臣
が
所
信
表
明
演
説
の
中
で
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
新
し
い
働
き
方
も
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

た
よ
う
に
、
政
府
も
普
及
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
、全
国
の
自
治
体
を
代
表
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
社
会
へ
浸
透
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
は
今
、大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
に
す
る
こ
と
な
く
、
企
業
と
地
域
が
繋
が

り
、
共
に
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
和
歌
山
県

は
そ
の
た
め
の
環
境
を
整
え
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

仁坂　吉伸和歌山県知事

和歌山県から全国へ発信する
ワーケーションの可能 性
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特 集
広
が
る
テ
レ
ワ
ー
ク
と
Ｗ
Ｆ
Ｘ

２
０
２
０
年
初
頭
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の
働
き
方
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
と
り
わ
け
４
月
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で

は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
除
い
て
オ
フ
ィ
ス
に

出
勤
せ
ず
に
自
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
Ｗ
Ｆ
Ｈ
（W

ork 
from

 H
om
e

）
が
急
速
に
広
が
っ
た
。
パ
ー
ソ
ル
総
合
研

究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
同
年
３
月
の
時
点
で
正
社
員
の

テ
レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）の
実
施
率
は
13
・２
％
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
初
め
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
人
は
47
・
８

％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
以
降
で
は
テ
レ

ワ
ー
ク
実
施
率
が
27
・
９
％
、
そ
の
う
ち
初
め
て
テ
レ
ワ

ー
ク
を
実
施
し
た
人
は
68
・
７
％
と
な
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
オ

フ
ィ
ス
へ
の
通
勤
も
戻
っ
て
い
っ
た
。
今
後
は
感
染
の
状

況
を
考
慮
し
つ
つ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
オ
フ
ィ
ス
勤
務
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
働
き
方
が
存
在
感
を
増
し
て
く
る

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
働
き
方
は
自
宅
・
オ
フ
ィ
ス
だ

け
で
は
な
く
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
そ
し
て
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
地
域

も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
働
く
Ｗ
Ｆ
Ｘ

（W
ork from

 X

）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
展
開

こ
れ
ま
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な
ど
働
く
場
所

に
合
わ
せ
て
働
き
方
が
規
定
さ
れ
る
Ｐ
Ｂ
Ｗ
（Place 

Based W
orkstyle

）
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し

２
０
０
０
年
代
半
ば
以
降
、
モ
バ
イ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

発
展
に
よ
り
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
働
く
場

所
を
選
ん
だ
り
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
り
で
き
る
Ｓ
Ｂ
Ｗ

（Style Based W
orkplace

）
の
時
代
へ
と
変
容
し

つ
つ
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
も
Ｓ
Ｂ
Ｗ

の
視
点
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
関
係
人
口
の
創
出

関
係
人
口
を
生
み
出
す
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
２・０
に
向
け
て

―
地
域
間
の
「
競
争
」
か
ら
、
特
色
活
か
し
た
「
共
創
」
へ
―

দ
Լ
　
ܚ
ଠ

ؔ
੢
大
学
ࣾ
会
学
෦
教
授

筆者プロフィール

松下 慶太氏
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本
来
で
あ
れ
ば
２
０
２
０
年
７
月
か
ら
始
ま
る
予
定
で

あ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め

に
都
心
部
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
通
勤
を
避
け
る
よ
う
に

要
請
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
期
間
は
各
企
業
が
可
能

な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
対

応
す
る
想
定
で
あ
っ
た
。

実
際
に
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、
国

土
交
通
省
な
ど
の
省
庁
と
民
間
企
業
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
11
月
を
テ
レ
ワ

ー
ク
推
進
月
間
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
よ
り
内
閣
官
房
、
内
閣
府
、

東
京
都
お
よ
び
関
係
団
体
も
加
え
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

越
し
た
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
７
月
に
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ

ズ
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
政
府
・
省
庁
は
積
極
的
に
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
・
普
及
に
努
め
た
。

こ
う
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
流
れ
は
情
報
化
の
文
脈
か
ら

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
０
０
３
年
の
「
ｅ-

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
戦
略
Ⅱ
」
で
は
２
０
１
０
年
ま
で
に
テ
レ
ワ
ー
ク
人

口
を
就
業
者
人
口
の
２
割
に
す
る
こ
と
が
数
値
目
標
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
。
２
０
１
３
年
の
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国

家
創
造
宣
言
」
で
も
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
数
が
雇
用
形
態
の

多
様
化
と
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
状
況
を
測
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
①
テ

レ
ワ
ー
ク
導
入
企
業
を

２
０
１
２
年
度
比
で
３

倍
（
２
０
１
２
年
度
は

11
・
５
％
）
②
週
１
日

以
上
終
日
在
宅
で
就
業
す
る
雇
用
型
在
宅
型
テ
レ
ワ
ー
カ

ー
数
を
全
労
働
者
数
の
10
％
以
上
、
と
設
定
さ
れ
た
。

２
０
１
７
年
に
は「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
・

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
テ
レ
ワ

ー
ク
の
普
及
に
つ
い
て
新
た
に
雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の

割
合
を
２
０
１
６
度
比
で
倍
増
（
２
０
１
６
年
度
は
７
・

７
％
）
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。

関
係
人
口
へ
の
注
目

テ
レ
ワ
ー
ク
は
地
方
創
生
に
と
っ
て
も
有
効
な
ア
プ
ロ

ー
チ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
よ
る

地
方
の
疲
弊
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
は
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
よ
り
地
域
創
生
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。同
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
基
本

的
な
視
点
と
し
て
①
「
東
京
一
極
集
中
」
の
是
正
②
若
い

世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
③
地
域
の

特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
―
の
３
点
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
政
策
の
方
向
と
し
て
①
地
方
に
お

け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
②
地
方
へ
の
新
し
い
人

の
流
れ
を
つ
く
る
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携

す
る
―
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
文
脈
か
ら
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
」
も

展
開
さ
れ
た
。
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
「
地
方
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
に
お
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
都
市
部

の
仕
事
を
行
う
働
き
方
」と
定
義
さ
れ
て
い
る（T

elew
ork 

N
et

：https://telew
ork.soum

u.go.jp

）。
そ
れ
に
よ
り

「
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
や
仕
事
の
流
れ
を
創
出
し
、
地

方
創
生
の
実
現
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
方
に
お
け
る

時
間
や
場
所
を
有
効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
を
促

進
し
、
働
き
方
改
革
の
実
現
に
も
貢
献
」
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
５
年
よ
り
和
歌
山
県
白
浜
町
、
長
野
県
塩

尻
市
・
富
士
見
町
・
王
滝
村
な
ど
15
の
地
域
で
ふ
る
さ
と

テ
レ
ワ
ー
ク
の
地
域
実
証
事
業
を
展
開
し
、
２
０
１
６
年

か
ら
は
補
助
事
業
を
開
始
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
「
関
係
人
口
創
出
事
業
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
関
係
人
口
と
は
「
移
住
し
た
『
定
住
人
口
』
で

も
な
く
、
観
光
に
来
た
『
交
流
人
口
』
で
も
な
い
、
地
域

と
多
様
に
関
わ
る
人
々
」（
関
係
人
口
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
：

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/kankeijinkou/

）
で
あ

り
、
関
係
人
口
と
地
域
と
の
協
働
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
事

業
採
択
団
体
と
し
て
２
０
１
８
年
度
は
30
団
体
、
２
０
１

９
年
度
は
44
団
体
、
２
０
２
０
年
度
に
は
25
団
体
が
採
択

さ
れ
て
い
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
盛
り
上
が
り

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
国
内
の
外
出
自
粛
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
消
滅
に
よ
っ
て
観
光
業
界
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
落
ち

込
む
観
光
業
界
へ
の
支
援
策
の
一
環
と
し
て
「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
２
０
２
０
年
７
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
の
活
用
と

と
も
に
新
し
い
観
光
や
働
き
方
の
あ
り
方
の
ひ
と
つ
と
し

て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ
れ
た
結
果
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
も
大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
環

境
省
も
「
国
立
・
国
定
公
園
、
温
泉
地
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
」事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
、

ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
な
ど
観
光
業
は
こ
ぞ
っ
て
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
た
プ
ラ
ン
・
商
品
を
販
売
す
る
よ
う

奄美大島でワーケーションする筆者

特 集
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に
な
り
、
さ
ら
に
自
治
体
も
事
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
２
０
２
０
年
に
初
め
て
出
て

き
た
言
葉
で
は
な
い
。
２
０
１
０
年
代
か
ら
モ
バ
イ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
発
展
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
人
口
の
増
加
を
背
景
と

し
て
、
欧
米
の
「
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
」
を
中
心
に
徐
々
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
２
０
１
７
年
か
ら

２
０
１
８
年
に
か
け
て
徐
々
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
日
本
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
デ
ジ
タ

ル
ノ
マ
ド
や
社
員
な
ど
ワ
ー
カ
ー
個
人
の
働
き
方
の
ひ
と

つ
の
あ
り
方
と
い
う
よ
り
も
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
企

業
や
関
係
人
口
の
創
出
を
目
指
す
地
域
が
主
導
す
る
制
度

や
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、「
日
本
型
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
２
０
１
７
年
か
ら
和
歌
山
県
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
Ｐ
Ｒ
や
体
験
会
を
実
施
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
浸

透
を
目
指
し
た
。
２
０
１
８
年
に
は
長
野
県
が
「
リ
ゾ
ー

ト
テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
し
て
事
業
を
開
始
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

環
境
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
に
は
長
崎
県

五
島
市
が
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
地
元
の
企
業
経
営
者
、

市
民
と
の
連
携
に
よ
っ
て
地
域
課
題
解
決
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
証
実
験
を
開
始
す
る
な
ど
、

各
地
域
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
事
業
や
実
証
実
験
が

活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
２
０
１
９
年
に
和
歌
山
県

と
長
野
県
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治

体
協
議
会
（
Ｗ
Ａ
Ｊ
：W

orkation A
lliance Japan

）」

が
設
立
さ
れ
、
65
の
自
治
体
が
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
２

０
２
０
年
12
月
の
時
点
で
１
５
０
を
超
え
る
自
治
体
が
Ｗ

Ａ
Ｊ
に
参
加
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
10
月
に
は
和
歌
山

県
白
浜
町
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト

が
、
11
月
に
は
長
野
県
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
が
開

催
さ
れ
た
。

２
０
２
０
年
10
月
に
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本

観
光
振
興
協
会
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
に
よ

る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
全

国
的
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
に
い
く

つ
か
の
地
域
で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
し
て
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
同
月
に
は
、
観
光
庁
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
レ
ジ
ャ

ー
の
普
及
・
促
進
を
目
指
す
「
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
」

に
関
す
る
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。

ま
た
、
宮
城
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
（
２
０
２
０
年

９
月
）、
香
川
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
（
２
０
２
０
年

11
月
）
な
ど
、
各
地
域
に
お
い
て
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
協
議
会
設
立
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
前
述

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い

て
も
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活

用
に
触
れ
、
地
方
創
生
に
資
す
る
例
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
意
識
し
た
機
能
分

散
型
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
に
し
た
取
り
組

み
は
省
庁
、
地
方
自
治
体
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
広
が
っ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

企
業
に
お
け
る 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

企
業
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
わ
り
は
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
そ
の
企
業
に
お
け
る
働
き
方
の
一
環
と
し

て
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
有
給
休
暇
取
得
、

健
康
経
営
な
ど
労
務
管
理
、
あ
る
い
は
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
や
人
材
育
成
な
ど
Ｈ
Ｒ
Ｄ
（H

um
an R

esource 
D
evelopm

ent

）
の
一
環
と
し
て
人
や
組
織
に
関
わ
る
施

策
、
ま
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
環
境
や
集
中
し
て

の
開
発
合
宿
な
ど
生
産
性
向
上
・
効
率
化
を
目
指
し
た
働

き
方
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
い
ち
早
く
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
企
業
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日
本

航
空
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の
一
環
と
し
て

２
０
１
７
年
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
２
０
１
９
年
か
ら

は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
（
ビ
ジ
ネ
ス
と
レ
ジ
ャ
ー
の
組
み
合
わ

せ
。
出
張
の
前
後
に
休
暇
を
足
す
も
の
）
を
取
り
入
れ
て
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い
る
。２
０
２
０
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
社
員
が
地
域
を
訪
れ
て
社
会
貢
献
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
地
域
の
関
係
人
口
創
出
や
労
働
力
向
上
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る
、地
域
と
共
創
型
の「
Ｎ

ｅ
ｗ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
な
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
」
の

実
証
実
験
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
２
０
１
６
年
か
ら
導

入
し
て
い
る
働
く
場
所
・
時
間
を
社
員
が
自
由
に
選
べ
る

「
Ｗ
Ａ
Ａ
（W

ork from
 A
nyw
here and A

nytim
e

」

を
展
開
さ
せ
て
、２
０
１
９
年
か
ら
「
地
域
ｄ
ｅ
Ｗ
Ａ
Ａ
」

を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
テ
レ
ワ
ー
ク

を
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
働
き
方
改
革
に
加
え
て
シ
ナ

ジ
ー
効
果
で
価
値
創
造
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
企
業
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
き
っ
か
け
や
領
域
と
し
て
捉
え
る

も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｎ
Ａ
（
全
日
本
空
輸
）
は
２
０
１
８
年

か
ら
「
Ａ
Ｎ
Ａ
シ
ェ
ア
旅
」
と
し
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
を
活
用
し
た
旅
の
あ
り
方
を
展
開
し
、
２
０
２
０

年
１
月
に
は
関
係
人
口
創
出
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た

航
空
券
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
11
月
に
は
企
業
や
働
き

手
を
地
域
へ
誘
客
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ふ
る
さ

と
発
見
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
展
開
し
て
い

る
。ま

た
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
用
施
設
を
オ

ー
プ
ン
さ
せ
た
三
菱

地
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
る
日
本
能
率
協
会
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｍ
）、全
国
の
道
の
駅
で
「
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
企
画
・
運
営
す
る
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、「
Ｈ
ａ
ｆ
Ｈ
」「
Ａ
Ｄ
Ｄ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」

な
ど
定
額
制
コ
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、「
Ｌ
ｉ

ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
ｎ
ｙ
ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
」「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ｓ
」
な
ど
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
い
っ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
も
活
発
化
し
て
い
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
２
・
０
へ
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
地
域
、
企
業
に
広

が
っ
て
い
っ
た
。
今
後
は
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
関
係
人
口

の
創
出
を
目
的
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て

い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
、
各
地
域
が
関
係
人
口
を
獲

得
し
合
う
「
競
争
」
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
「
共
創
」
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

に
お
い
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
捉
え
方
、
デ
ザ
イ
ン
を
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

現
状
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
・
０
と
言
え
る
。
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
１
・
０
に
お
い
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
コ
ロ

ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
の
代
替
・
穴
埋
め
と
し
て
捉
え

ら
れ
、
や
っ
て
来
る
ワ
ー
カ
ー
は
単
発
・
短
期
間
の
滞
在

の
観
光
客
で
あ
り
交
流
人
口
で
あ
り
、
地
域
か
ら
は
消
費

す
る
人
と
捉
え
ら
れ
る
。
企
業
や
ワ
ー
カ
ー
の
視
点
か
ら

は
生
産
性
の
向
上
や
効
率
化
が
目
指
さ
れ
る
。

で
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
２
・
０
は
ど
う
い
っ
た
も
の

か
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
来
る
ワ
ー
カ
ー
が
継
続

的
に
来
訪
・
滞
在
し
な
が
ら
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
刺

激
を
得
て
創
造
的
に
な
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
。
地
域

に
と
っ
て
企
業
や
ワ
ー
カ
ー
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
関
係
人
口
と
し
て
期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
に

は
観
光
は
再
定
義
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
１
・
０
か
ら
２
・
０
へ
と
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
た
め
に
地
域
に
お
い
て
何
が
必
要
か
。
こ
こ

ま
で
は
地
域
や
施
設
に
お
け
る
電
源
や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

な
ど
「
仕
事
が
で
き
る
環
境
」
の
整
備
が
重
視
さ
れ
て
い

た
が
、
今
後
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
企
業
の
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
を
含
め
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
に
積
極
的
に
関
与
し
た
り
、
企
業
・
地
域
双
方
に

と
っ
て
交
流
だ
け
で
は
な
く
ど
の
よ
う
な
価
値
創
造
が
可

能
か
を
と
も
に
議
論
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
拡
大
・
加

速
す
る
領
域
は
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
地

域
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
提
供
す
べ
き
は
「
関
わ

り
し
ろ
」
で
あ
り
、
探
す
べ
き
は
「
面
白
が
れ
る
人
」
で

あ
る
。
社
会
課
題
を
面
白
い
「
関
わ
り
し
ろ
」
と
し
て
設

計
・
提
示
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
企
業
、
ワ
ー
カ
ー
を
引
き

つ
け
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
資
源
」
に
な
る
。
逆
に
地
域

や
企
業
で
「
面
白
が
れ
る
人
」
を
発
見
で
き
れ
ば
、
彼
ら

彼
女
ら
は
そ
の
地
域
の
魅
力
あ
る
「
関
わ
り
し
ろ
」
を
発

掘
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
完
成
さ
れ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

は
参
加
者
の
高
い
関
与
に
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
。
多

少
荒
削
り
で
あ
っ
て
も
「
関
わ
り
し
ろ
」
と
「
面
白
が
れ

る
人
」
が
参
加
者
の
地
域
へ
の
関
与
を
高
め
、
関
係
人
口

の
創
出
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

ホテルなどでもワーケーション施設の
整備が進んでいる

特 集
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特 集
宿
泊
旅
行
を
促
進
し
、 

消
え
た
観
光
消
費
を
取
り
戻
す

神
宮
御
鎮
座
の
ま
ち
と
し
て
、
三
重
県
伊
勢
市
は
昔
々

か
ら
多
く
の
参
拝
者
を
お
迎
え
し
て
き
ま
し
た
。
改
元
を

迎
え
た
令
和
元
年
中
に
は
、
神
宮
参
拝
者
数
（
外
宮
・
内

宮
の
計
）
は
約
９
７
３
万
人
と
な
っ
て
過
去
３
番
目
を
記

録
し
、
令
和
２
年
の
初
め
に
は
ま
ち
全
体
が
「
昨
年
の
勢

い
を
保
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
気
込
み
に
満
ち
て
い
た

も
の
で
し
た
。

そ
の
矢
先
に
訪
れ
た
、
長
い
歴
史
の
中
で
全
く
経
験
の

な
い
「
お
伊
勢
参
り
の
人
の
列
が
途
絶
え
る
」
と
い
う
事

態
。
い
か
に
自
分
た
ち
の
ま
ち
が
観
光
客
に
活
気
づ
け
ら

れ
て
い
た
か
、
思
い
知
ら
さ
れ
た
日
々
で
し
た
。

「
ま
ち
が
観
光
客
に
活
気
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と

に
は
、
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
多
く
の

観
光
客
が
行
き
交
う
こ
と
に
よ
る
、
印
象
の
面
。
も
う
一

つ
に
は
、
観
光
客
が
市
内
で
お
金
を
使
っ
て
く
れ
る
こ
と

◆◆◆

に
よ
る
、
経
済
の
面
。
い
ず
れ
も
大
切
で
す
が
、
喫
緊
の

課
題
は
後
者
で
し
た
。
消
え
た
観
光
消
費
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
市
内
宿
泊
旅
行
の
促
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

一
方
、
時
を
同
じ
く
し
て
国
で
は
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
三
重
県
で
も
プ
レ
ミ
ア
ム
旅

行
券
な
ど
の
事
業
が
動
き
出
そ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
以

上
「
お
得
な
旅
」
で
屋
上
屋
を
重
ね
る
必
要
は
な
い
と
考

え
る
こ
と
の
で
き
る
素
地
も
あ
り
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
目
が 

ま
ち
の
魅
力
を
見
つ
け
て
く
れ
る

令
和
元
年
10
月
、
伊
勢
市
観
光
誘
客
課
で
は
、
英
国
の

公
的
な
国
際
文
化
交
流
機
関
で
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

カ
ウ
ン
シ
ル
と
の
協
働
に
よ
り
、
同
国
か
ら
６
組
７
人
の

芸
術
家
を
招
き
、
市
内
で
の
２
週
間
の
滞
在
を
通
じ
て
創

作
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
リ
サ
ー
チ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
英
交
流
年
「
Ｕ
Ｋ 

㏌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

◆◆◆

Ｎ
」
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
手
探
り
で
準

備
し
、
市
内
を
駆
け
回
っ
て
参
加
者
の
滞
在
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
嵐
の
よ
う

な
２
週
間
を
終
え
て
み
る
と
、
実
に
得
る
も
の
の
多
い
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
意
義
深
い
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
感
性
に
よ
る
、
ま
ち
の
魅
力
の
再
発
見
で
す
。
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
で
も
、
自
ら

の
琴
線
に
触
れ
る
事
物
を
逃
さ
ず
捉
え
て
深
掘
り
し
て
い

く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
熱
量
は
、「
こ
れ
は
観
光
Ｐ
Ｒ
に
生

き
る
」
と
直
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
英
国
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
学
び
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
宿
泊
旅
行
を
創
出
す
る
と

い
う
要
請
を
掛
け
合
わ
せ
、「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
観
光
消
費
の
回
復
に
寄

与
す
る
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
先

を
見
据
え
た
観
光
の
魅
力
向
上
を
狙
い
と
す
る
事
業
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で 

業
務
を
効
率
化
・
高
速
化

事
業
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
文
化
・
芸
術
分
野
の
プ
ロ

の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
全
国
（
市
外
）
か
ら
１
０
０
人
程
度

募
集
し
、
６
〜
13
泊
の
市
内
滞
在
中
に
創
作
活
動
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す
。
費
用
面

で
は
、
宿
泊
料
の
全
額
負
担
に
加
え
、
滞
在
支
援
金
の
趣

旨
で
、
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
滞
在
後
に
支
払
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
参
加
者
の
公
募
↓
審
査
・
参
加
決
定
↓
滞
在

↓
滞
在
記
の
公
開
と
い
う
流
れ
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
徹
底
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま

し
た
。
最
大
の
目
的
は
効
率
化
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
対

◆◆◆

ࡾ
ॏ
ݝ
ҏ
੎
ࢢ

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
感
性
で

 

魅
力
を
発
見
・
発
信

୩
઒
　
ຘ
ࡊ

ࡾ
ॏ
ݝ
ҏ
੎
ࢢ
؍
ޫ
༠
客
՝

―
文
化
・
芸
術
分
野
の
プ
ロ
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
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特 集

策
の
事
業
と
し
て
年
度
半
ば
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
た

め
、
短
期
間
で
情
報
を
全
国
に
拡
散
し
、
募
集
し
、
集
計

し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
は
ウ
ェ
ブ
上

の
フ
ォ
ー
ム
の
み
に
限
定
し
、
チ
ラ
シ
は
作
ら
ず
、
市
役

所
内
の
記
者
ク
ラ
ブ
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
介

し
た
報
道
資
料
提
供
と
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
へ
の
訴
求
力
を

も
つ
美
術
雑
誌
の
ウ
ェ
ブ
版
で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事
に
よ

っ
て
広
報
し
ま
し
た
。
ま
た
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
サ
イ
ト
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
を
活
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
う
ま
く
機
能
し
、
募
集
開
始
と
と
も
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
一
気
に
拡
散
さ
れ
た
こ
と
で
応
募
数
は
順
調
に
伸

び
て
、
最
終
的
に
想
定
を
大
き
く
超
え
る
１
２
７
１
件
の

応
募
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の
関
係
を
結
び
、

未
来
に
つ
な
げ
る

◆◆◆

一
般
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
の

違
い
は
、大
き
く
２
点
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

多
様
な
表
現
分
野
か
ら
の
参
加
を
得
る
意
図
で
、
対
象
を

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
せ
ず
に
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と
し

た
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
創
作
上
の
義
務
を
一
切
課

さ
ず
、
滞
在
中
は
自
身
の
活
動
に
専
念
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
た
点
で
す
。
後
者
は
内
外
か
ら
「
大
盤
振
る
舞
い
」

と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
般
的
な
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
観
光
Ｐ
Ｒ
の
効
果
を
乗
せ
た
こ
と
に
よ

り
、
十
分
に
元
が
取
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
創
造
性
へ
の
敬
意
と

信
頼
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、こ
こ
に
は
込
め
て
い
ま
す
。

「
絵
を
描
け
る
人
が
来
る
の
な
ら
、
そ
の
辺
の
壁
に
で
も

何
か
描
い
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
よ
う
な
対
応
で
は
、
ク

リ
エ
イ
タ
ー
へ
の
敬
意
は
伝
わ
ら
ず
、
ま
ち
と
の
関
係
は

一
過
性
の
も
の
に
な

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
幸
い
、
参
加
者

か
ら
は
評
価
さ
れ
、

今
後
に
つ
な
が
る
関
係
性
を
強
く
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
最
大
の
課
題
の

一
つ
は
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
で
す
。
こ
れ
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
ま
ち
を
仕
事
場
に
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
な
く
て
は
話
に
な
り
ま

せ
ん
。今

こ
そ
地
方
が

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の
協
働
を
進
め
る
と
き

事
業
を
通
じ
て
、
プ
ロ
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
首
都
圏
に

一
極
集
中
し
て
い
る
現
状
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
回
の
応

募
総
数
１
２
７
１
件
の
都
道
府
県
別
内
訳
を
見
て
み
る

と
、47
都
道
府
県
の
全
て
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

全
体
の
お
よ
そ
半
数
が
東
京
都
、
７
割
が
首
都
圏
か
ら
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
私
た
ち
の
社
会
に
転
換
の
必
要
性
を

突
き
つ
け
ま
し
た
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
「
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
人
た
ち
」
と
定
義
づ
け
る
と
す
れ
ば
、今
こ
そ
、

地
方
行
政
が
プ
ロ
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
協
働
す
べ
き
と
き

な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ズ
・
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
試
み
が
、

首
都
圏
に
滞
留
す
る

一
流
の
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
か
き
混

ぜ
、
地
方
に
向
か
う

流
れ
を
作
る
一
つ
の

提
案
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

現地でマッチングし、急ごしらえの作品展示を実施

詩人・北園克衛の生家（朝熊町）を訪ねる参加者（詩人）

参加者（草木染職人）による公開実演
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特 集
テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

長
崎
県
壱
岐
市
（
壱
岐
島
）
は
、
２
０
１
７
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
（
壱
岐
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
）」
を
拠
点
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ

ジ
オ
は
史
跡
の
国
宝
で
あ
る
国
特
別
史
跡
「
原
の
辻
遺
跡
」

内
に
あ
り
、
遺
跡
を
眺
め
、
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

仕
事
が
で
き
る
、
ほ
か
に
は
な
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
以

前
は
、
原
の
辻
遺
跡
の
倉
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建

物
（
約
６
０
０
平
方
㍍
）
を
改
装
し
、
建
物
の
３
分
の
２

を
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
に
、
３
分
の
１
を
だ
れ
も
が
自
由

に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
た
。

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
平
日
は
無
料
開
放
し
て
い

る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
20
席
）
の
ほ
か
、
７
室
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
そ
し
て
近
年
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
ウ
ェ
ブ
会
議
ブ
ー
ス
４
室
を
完
備
。
有
料
会
員
に
な
る

◆◆◆

と
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
24
時
間
３
６
５
日
使

用
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
島
内
外
の
人
た
ち
が
自
然
と
交
流
で
き
る
よ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
を
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
オ
フ

ィ
ス
に
し
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
は
、
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
の
利
用
者

向
け
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
短
期
滞
在
型
施
設
）
を
整
備
。
自

然
に
囲
ま
れ
た
木
造
平
屋
建
て
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
弥
生

時
代
の
竪
穴
式
住
居
の
構
造
様
式
を
導
入
し
、
８
部
屋
あ

る
個
室
の
眺
望
と
採
光
を
最
大
限
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

天
井
が
高
い
開
放
的
な
土
間
空
間
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
を
受
賞

フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
壱
岐
で
、
食
や

歴
史
な
ど
島
の
魅
力
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
す
る

◆◆◆

新
し
い
働
き
方
を
求
め
て
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
は
約
３
５
０
０
人
が
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ

ジ
オ
を
利
用
し
、
そ
の
う
ち
の
３
分
の
１
が
島
外
か
ら
の

利
用
だ
っ
た
。
視
察
も
多
く
、
１
年
間
で
約
１
０
０
団
体

（
企
業
、自
治
体
、大
学
）
５
０
０
人
以
上
が
訪
れ
て
お
り
、

フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
自
体
が
壱
岐
に
来
る
目
的
地
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
島
外
企
業
が

壱
岐
に
拠
点
を
開
設
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
施
設

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
性
計
画
）
の
観
点
か

ら
、
地
方
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
検
討
す
る

企
業
が
増
え
る
中
、
適
切
な
物
件
と
人
材
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、壱
岐
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
出
す
際
に
、

物
件
と
人
材
が
見
つ
か
る
ま
で
の
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
の
利
用
も
多
く
、
実
際
に
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
を

卒
業
し
た
企
業
も
含
め
て
、
10
社
が
壱
岐
に
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
28
人
の
地
元
雇
用
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
績
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
の
日

本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
の
表
彰
式
で
自
治
体
最
優
秀
と
な
る

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
を
受
賞
し
た
。
現
在
、
官
民
連
携
の

テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
地
域
と
し
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
、
壱
岐
で
の
取
り
組
み
が
全
国
各
地
に
も
広
が
っ
て

い
る
。〝

え
ん
〞
を
育
む
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に
壱
岐
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
先
進
地
域
と
な
っ

◆◆◆

௕
࡚
ݝ
ұ
ذ
ࢢ

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
し

 

人
と
企
業
が
集
ま
る
島
に
！

ࣰ
ݪ
　
Ұ
ੜ

Ұ
ൠ
ࣾ
ஂ
๏
ਓ
ұ
ذ
Έ
Β
͍
૑
Γ
α
イ
τ
ࣄ
຿
ہ
௕

―
壱
岐
が
持
つ
様
々
な
魅
力
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
―
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特 集

て
い
る
が
、
元
々
リ
ゾ
ー
ト
型
テ
レ
ワ
ー
ク
を
標
榜
（
ひ

ょ
う
ぼ
う
）
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
９
年
度
に
株
式
会
社
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
と
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
連
携
し
て
壱
岐
が

持
つ
魅
力
を
整
理
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
再
度
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
壱
岐
独
自
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。

そ
の
モ
デ
ル
を
「〝
え
ん
〞
を
育
む
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」（
※
）
と
名
付
け
、
壱
岐
の
美
し
い
自
然
、
豊

か
な
食
べ
物
、悠
久
の
歴
史
、い
き
い
き
と
生
活
す
る
人
々

を
結
び
、〝
え
ん
〞（
縁
）
を
育
む
こ
と
で
、
壱
岐
滞
在
中

の
時
間
を
来
訪
者
と
そ
の
大
切
な
人
た
ち
（
家
族
）
の
実

り
（
成
長
）
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
提
供
価
値
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
設
備
の
そ
ろ
っ
た
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ

ジ
オ
や
モ
バ
イ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
オ
フ
ィ
ス
（
モ
バ
イ
ル
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
、

タ
ー
プ
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
）
に
よ
る
「
島
中
ど
こ
で
も
働

け
る
環
境
」、
手
ぶ
ら
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
海
釣
り
体
験
の

ほ
か
、サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
や
朝
陽
ラ
イ
ド
な
ど
の「
自

然
を
生
か
し
た
遊
び
」、
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
や
市

民
対
話
会
、
い
き
っ
こ
留
学
（
子
ど
も
は
地
元
小
学
校
で

受
け
入
れ
）
な
ど
の
「
学
び
の
体
験
」
を
提
供
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

人
と
人
が
交
流
し
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
る

２
０
１
９
年
度
、
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
に
は
島
外

◆◆◆

か
ら
約
１
２
０
０
人
が
訪
れ
て
お
り
、
交
流
人
口
お
よ
び

観
光
消
費
の
観
点
か
ら
一
定
の
効
果
は
出
て
い
る
。
し
か

し
、
壱
岐
市
と
し
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
き
っ
か
け
に
、さ
ら
な
る
波
及
効
果
を
目
指
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
か
ら
続
け
て
い
る
市
民
対
話
会
で
出
た

「
住
所
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
な
ど
に
縛
ら
れ
な
い
、
多

様
な
人
々
が
集
ま
れ
る
場
所
が
欲
し
い
」
と
い
う
市
民
の

夢
を
実
現
す
る
形
で
開
設
し
た
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ

オ
。
こ
の
目
的
の
と
お
り
、
島
外
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
で
訪

れ
た
人
が
市
民
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
壱
岐
に
何
度
も
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
最
初
は
１
人
で
来
て

い
た
が
、
次
は
職
場
の
同
僚
や
友
人
、
家
族
と
訪
れ
る
中

で
、
空
き
家
を
紹
介
さ
れ
て
移
住
す
る
人
や
他
拠
点
居
住

し
な
が
ら
壱
岐
で
起
業
す
る
人
も
増
え
て
き
て
い
る
。

壱
岐
市
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
人
と

人
を
結
び
、
縁
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
、

関
係
人
口
を
創
出
し
、
持
続
可
能
な
地
域

を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
壱
岐
の
テ
レ

ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
に
生
き

て
い
く
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
時
代
の
先

進
事
例
と
し
て
複
数
の
国
際
会
議
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
離
島
は
本
土
と
比
べ
て

様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
が
、

逆
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先
進
技
術
を
活
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に
大
き
い
。
バ
タ
フ

ラ
イ
効
果
の
よ
う
に
、
小
さ
な
壱
岐
で
の

挑
戦
が
日
本
お
よ
び
世
界
の
離
島
活
性
化

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
※
）〝
え
ん
〞
を
育
む
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン　

 http://iki-sdgs.jp/iki_en/ 

モバイルアウトドアオフィス

フリーウィルスタジオ内のサテライトオフィス

フリーウィルスタジオのコワーキングスペース
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特 集
は
じ
め
に

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「
仕
事
（
ワ
ー
ク
）」
と
「
休
暇
（
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、「
欧
米
発
」

の
枕
詞
と
と
も
に
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
自
体
は
「
欧
米
発
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

一
般
的
な
も
の
で
な
い
。
旅
す
る
よ
う
に
働
く
、
と
い
う
意
味

で
は
、
特
定
の
オ
フ
ィ
ス
や
雇
用
さ
れ
る
会
社
を
持
た
ず
に
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
自
由
に
働
く
場
所
を
選
び
気
に
入
っ
た

と
こ
ろ
に
滞
在
す
る
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
デ

ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
」
の
方
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

バ
リ
島
の
ウ
ブ
ド
に
あ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「H

ubud

（
フ
ブ
ド
）」は
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
働
き
方
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
自
由
を
実
現
す
る

革
新
的
な
ス
ペ
ー
ス
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
や
雰
囲

気
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
欧
米
を

は
じ
め
世
界
各
地
か
ら
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
が
集
ま
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
し
つ
つ
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
他
の
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
と
の
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ
な
出
会
い
や
交
流
を
通
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
本
を
高
め
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
る
。

フ
ブ
ド
で
は
そ
の
場
に
集
ま
っ
て
来
て
い
る
（
外
部
か
ら

の
）
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
と
の
交
流
や
創
発
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
主
な
「
目
的
」
と
な
っ
て
い
て
、滞
在
し
て
い
る
地
域
の
「
住

民
」
と
の
協
働
や
そ
の
地
域
の
活
性
化
、
と
い
っ
た
視
点
は
ほ

と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。

他
方
、日
本
国
内
に
お
い
て
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
、

あ
る
い
は
効
果
と
し
て
真
っ
先
に
あ
が
る
の
が「
地
域
活
性
化
」

「
地
域
課
題
解
決
」「
関
係
人
口
の
増
加
」
と
い
っ
た
、
地
域
側

か
ら
の
期
待
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
独
特
の
発
展
を
遂
げ
て
き
て
い
る
「
日
本
型

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
類
型
や
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
四
つ
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係
性
に
つ
い
て
ひ
も
と
い
た
上
で
、

主
に
地
域
の
視
点
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
や
課
題
に

つ
い
て
事
例
を
交
え
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

H
ubud

（
フ
ブ
ド
）　https://w

w
w
.hubud.org/cow

orking/

日
本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

四
つ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
元
来
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
独

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
関
係
人
口
の
創
出

筆者プロフィール

田中 敦氏
（たなか・あつし）

JTB に入社後、米国本社企画部、欧州支配人室人事部や首都圏営業本
部（総務・人事・労務担当）などを経て、2000 年に本人出資型の社内ベ
ンチャー制度を活用し、福利厚生アウトソーシング業である（株）JTBベ
ネフィットを起業し、30歳代で取締役に。その後、JTBグループ本社事
業開発室長などを経て、2012 年に JTB総合研究所に主席研究員として参
画。2016年に山梨大学に観光政策科学特別コースが新設された際に転進。
日本経済団体連合会起業創造委員会委員・座長などを歴任。現在、ワー

ケーション政策などを検討する国土交通省観光庁「新たな旅のスタイル」
に関する検討委員会委員、日本国際観光学会ワーケーション研究部会長。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

関
係
人
口
創
出
の
可
能
性
と
課
題

ా
த
　
ರ

ࢁ
ས
大
学
大
学
Ӄ
ੜ
໋
؀
ڥ
学
Ҭ
ɹ
ࣾ
会
Պ
学
ܥ
௕

ੜ
໋
؀
ڥ
学
෦
஍
Ҭ
ࣾ
会
シ
ε
ς
Ϝ
学
Պ
௕
ɹ
教
授
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立
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
る
人
々
と
の
親
和
性
が
高
い
働
き
方

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
国
内
で
の
議
論
は
、
主
に

企
業
な
ど
の
組
織
に
所
属
す
る
従
業
員
を
対
象
と
し
た
「
雇
用

型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事

情
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
「
従
業
員
が
本
人

の
意
思
に
お
い
て
雇
用
主
の
承
認
の
も
と
に
、
通
常
指
定
さ
れ

た
勤
務
先
や
自
宅
以
外
の
場
所
で
テ
レ
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
て

仕
事
と
余
暇
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

他
方
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
仕
事
と
休
暇
の
混
合
、

日
常
と
非
日
常
と
の
同
時
性
と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

広
義
に
は
「
個
人
が
主
体
的
に
価
値
を
認
め
て
選
択
す
る
、
日

常
的
な
仕
事
（
ワ
ー
ク
）
に
、
非
日
常
的
な
余
暇
（
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
）
の
感
覚
を
埋
め
込
ん
だ
、
柔
軟
な
生
き
方
で
あ
り
働
き

方
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。（
田
中
・
石
山
２
０
１
９
）

表
１
で
は「
日
本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
類
型
を
表
し
た
。

ス
タ
イ
ル
Ⅰ
Ⅱ
に
加
え
、
海
外
で
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
呼

ば
な
い
Ⅲ
Ⅳ
の
ス
タ
イ
ル
も
日
本
で
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
包

含
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

あ
る
が
、
大
き
く
①
制
度
を
導
入
す
る
企
業
②
利
用
す
る
従
業

員
（
個
人
）
③
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
と
行
政
④
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
関
連
し
た
民
間
事
業
者
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
期

待
や
思
惑
、
課
題
を
持
っ
て
い
る
上
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推

進
に
対
す
る
温
度
差
が
非
常
に
大
き
く
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
議
論
を
す
る
際
に
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
四
つ
の
中
で
特
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
の
が
「
制

度
を
導
入
す
る
企
業
」
で
あ
る
。
大
企
業
で
の
制
度
導
入
が
進

ま
な
い
と
、
地
域
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
訪
れ
る
パ
イ
が
広
が

ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
制
度
導
入
に
向
け
て
一
歩

踏
み
出
す
企
業
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
く
施
策
の
実
施
が
極

め
て
重
要
と
な
る
（
※
）。

反
対
に
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

に
熱
心
だ
っ
た
の
が
「
地
域
・
行
政
」
で
あ
る
。
関
係
人
口
の

創
出
や
増
大
、
地
域
創
生
、
地
域
活
性
化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
な
ど
の
施
策
や
、
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
、
移
住
交
流

促
進
事
業
な
ど
と
の
親
和
性
が
高
く
、
こ
う
し
た
熱
心
な
自
治

体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
し
推
進
す
る
母
体
と
な
っ
て
い
る

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
自
治
体
協
議
会
」
の
加
盟
自
治
体
数

も
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
１
年
間
で
１
５
７
（
１
道
17
県
１
３
９
市

町
村
）
と
急
拡
大
し
て
い
る
。

以
下
、
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
と

関
係
人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
へ
の
効
果
に
つ
い
て
、
成

功
事
例
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
。

※
企
業
が
実
際
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、

労
務
管
理
上
の
問
題
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
を
因
数
分
解
す
る
と
①
休
暇
中
な
ど

の
一
部
の
日
や
時
間
帯
に
②
会
社
に
申
請
し
承
認
を
得
た
上
で
③
通
常
の

勤
務
地
や
自
宅
と
は
異
な
る
場
所
で
④
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
て
仕

事
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
既
に
①
、
②
、
④
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の

企
業
で
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

唯
一
残
る
課
題
で
あ
る
③
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
度
」が
仕
事
を
す
る
時
間
の
柔
軟
性
を
高
め
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
フ

レ
ッ
ク
ス
プ
レ
イ
ス
制
度
」
と
い
っ
た
、
働
く
場
所
に
自
由
度
を
持
た
せ

る
規
程
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
導
入
す
る
こ
と
で
、
実
質
的
に
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
企
業
を
一
気
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
し
か
に
、
労
働
基
準
法
第
15
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
就
労
場
所
の
書

面
に
よ
る
明
示
な
ど
と
の
調
整
は
必
要
だ
が
、
実
際
に
日
本
航
空
で
は
就

業
規
程
の
改
定
な
ど
は
せ
ず
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
数
年
に
わ
た

り
制
度
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
実
績
も
あ
る
。

　

安
心
し
て
制
度
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
国
が
企
業
に
対
し
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
す
な
ど
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

取
り
組
み
事
例

⑴
徳
島
県
美
馬
市
の
事
例

「
う
だ
つ
の
町
並
み
」
で
有
名
な
徳
島
県
美
馬
市
。
こ
こ
に

は
大
阪
出
身
の
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
柴
田
義
帆
氏
が
２
０
１

４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
経
営
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
の
ど
け
や
」

や
、
活
版
印
刷
工
場
の
３
代
目
で
あ
る
中
川
和
也
社
長
が
工
場

を
フ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ド
ミ
ト
リ
ー
、
カ
フ
ェ
、
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
、レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
併
設
し
た
「A

D
LIV

（
ア

ド
リ
ブ
）」
と
い
っ
た
施
設
を
中
心
に
、A

D
D
ress

、H
afH

、

出所：田中・石山（2020）「日本型ワーケーションの効果と課題」をもとに筆者が再構成

表１　日本型ワーケーションの類型

特 集
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Living A
nyw
here Com

m
ons

な
ど
の
主
要
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
型
コ
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
軒
並
み
拠
点
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
近
隣
地
域
の
み
な
ら
ず
全
国
や

海
外
か
ら
も
Ｓ
Ｅ
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
投
資
家
、

学
生
な
ど
様
々
な
仕
掛
け
人
が
多
く
訪
れ
、
自
然
と
交
流
や
連

携
が
生
ま
れ
た
。
街
中
に
は
し
ゃ
れ
た
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

も
増
え
、
高
感
度
な
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
聖
地
と
し
て
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

中
で
も
ア
ド
リ
ブ
は
、
地
域
と
都
市
部
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
場
の
提
供
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
」
に
お
け
る
新
し
い
価
値
観
の
交
流
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

「
ア
ド
リ
ブ
交
流
会
」
や
「『
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
×
コ
・
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
』
な
働
き
方
・
遊
び
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で

Study

」
す
る
「
ア
ド
リ
ブ
大
學
」
を
実
施
。
さ
ら
に
、
美
馬
市

の
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
、
地
元
の
経
営
者
、
自
治
体
、
都

市
部
の
経
営
者
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
持
続
性
の
高
い
枠
組
み
で

推
進
し
て
い
く
「M

IM
A

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
都
市
部
企
業
と
地
元
企
業
、
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
と

地
元
住
民
と
が
、
交
流
を
通
じ
て
「
地
域
×
人
×
ス
キ
ル
」
の
連

携
に
よ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
。

A
D
LIV

　

https://w
w
w
.adliv-tokushim

a.com
/

⑵
静
岡
県
下
田
市
の
事
例

静
岡
県
下
田
市
は
、
２
０
１
９
年
の
人
口
２
万
１
４
９
２

人
が
約
25
年
後
に
半
減
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
主

力
産
業
の
観
光
産
業
で
も
、
観
光
交
流
人
数
は
１
９
８
７
年
度

の
６
２
６
万
人
か
ら
２
０
１
９
年
度
に
は
２
５
９
万
人
と
、
ほ

ぼ
30
年
間
で
約
６
割
も
減
少
。
さ
ら
に
、
建
設
や
水
産
を
中
心

に
深
刻
な
高
齢
化
や
後
継
不
足
に
苦
し
む
な
ど
、
地
方
都
市
に

お
け
る
典
型
的
な
課
題
を
数
多
く
抱
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、下
田
市
に
コ
リ
ビ
ン
グ
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
持
つ
複
合
施
設Living A

nyw
here  

Com
m
ons

（
以
下
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
）
の
拠
点
を
持
つ
株
式
会
社

LIFU
LL

と
市
役
所
が
中
心
と
な
り
、
首
都
圏
企
業
の
若
手
社

員
を
募
り
地
域
の
問
題
点
や
地
元
企
業
の
課
題
の
解
決
策
を
考

え
る
「
地
域
事
業
創
造
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
合
宿
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
５
日
間
の
合
宿
で
実
際
に
課
題
を
抱
え
る

水
産
加
工
や
建
築
、
飲
食
、
寺
院
な
ど
の
経
営
者
か
ら
直
接
話

を
聞
き
、
併
せ
て
多
く
の
関
係
者
か
ら
地
域
の
実
情
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
熱
心
に
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
毎
朝
リ
モ
ー
ト
会
議
を
行
い
、
都
内
の
専
門
家
・

メ
ン
タ
ー
か
ら
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
課
題
解
決
策

や
新
た
な
事
業
展
開
プ
ラ
ン
を
作
成
。
最
終
日
に
は
市
長
や
企

業
経
営
者
ら
40
人
を
前
に
成
果
と
し
て
プ
ラ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
し

た
。こ

う
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
、
メ
ン
バ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

す
る
下
田
市
の
魅
力
情
報
の
影
響
力
も
大
き
く
、
下
田
市
に
滞

在
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
若
者
が
急
増
。
コ
ロ
ナ
禍
で

来
訪
者
が
激
減
す
る
中
、
地
元
の
飲
食
店
な
ど
に
も
活
気
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

関
係
人
口
創
出
へ
の
ポ
イ
ン
ト
と
課
題

こ
こ
ま
で
、
二
つ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し

て
き
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
特
色
や
違
い
に
触

れ
、
関
係
人
口
創
出
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
や
課
題
に
つ
い
て
述

べ
て
い
き
た
い
。

⑴
ハ
ブ
と
な
る
拠
点
の
存
在
と
「
場
」
と
し
て
の
魅
力

美
馬
市
で
は
、
の
ど
け
や
やA

D
LIV

と
い
っ
た
拠
点
が
、

下
田
市
で
は
Ｌ
Ａ
Ｃ
やN

anZ V
ILLA

GE

と
い
う
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
持
つ
多
目
的
な
ス
ペ
ー

ス
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
拠
点
は
単
に
ス
ペ
ー
ス

（
＝
空
間
）
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
人
を
呼
び
、
つ
な
ぎ
、
新
た

な
価
値
を
共
創
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
（
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
）
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。
拠
点
は
、
高
速
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

の
設
置
や
優
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
、
什
器
な
ど
の
機
能
や
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
快
適
で
あ
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て

「
居
心
地
の
良
さ
」「
温
も
り
」
が
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
（
参

加
者
）
同
士
、
ま
た
地
域
の
人
た
ち
を
交
え
た
交
流
が
生
ま
れ

や
す
い
仕
掛
け
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
魅
力
的
な
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
的
な
実
施
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン
を
融
合
さ
せ
た
「
メ
ン
バ
ー
」
の

緩
や
か
な
絆
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

N
anZ V

ILLA
GE　

http://nanz.villageinc.jp/

⑵
関
係
人
口
案
内
人
の
役
割

下
田
市
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
に
は
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
梅
田
直

樹
氏
の
存
在
が
大
き
い
。
地
元
出
身
の
梅
田
氏
は
地
域
の
企
業

経
営
者
層
か
ら
高
校
生
ま
で
、
幅
広
く
深
い
関
係
性
を
築
く
と

と
も
に
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
的
確
に
ワ
ー
ケ
ー
タ

ー
の
顕
在
的
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
素
晴
ら
し
い

マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
な
や
か
に
進
め
な
が
ら
そ
れ
で
い
て
フ
ォ
ロ
ー

も
し
っ
か
り
と
し
て
い
く
。
美
馬
市
の
柴
田
、
中
川
両
氏
も
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
異
な
る
が
同
様
に
欠
か
せ
ぬ
存
在
で
あ
る
。

彼
ら
の
よ
う
な
優
れ
た
「
関
係
人
口
案
内
人
」
た
ち
は
、

総
じ
て
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
と
の
視
点
の
合
わ
せ
方
と
距
離
感
の
保

ち
方
、
そ
し
て
一
瞬
に
し
て
相
互
に
「
友
達
」
と
し
て
の
一
体

感
を
醸
成
す
る
力
が
卓
越
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
役
割
を
担
う

人
が
機
能
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
た
ち
も
「
よ
そ
者
」
を
安

心
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
暖
か
い

受
け
入
れ
は
一
体
感
を
生
み
、
さ
ら
に
は
積
極
的
に
交
流
を
進

活版印刷工場をフルリノベーションしたADLIV
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め
る
礎
が
築
か
れ
て
い
く
。

現
在
、
こ
う
し
た
関
係
人
口
案
内
人
の
重
要
性
が
急
速
に

注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
の
役
割
を
担
う

こ
と
は
、
都
心
・
大
企
業
勤
務
型
の
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
と
、

地
元
地
域
の
熟
知
と
深
い
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
全
く
異
な
る
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
と
地
域
を
つ
な
ぐ
と

い
う
点
で
非
常
に
難
し
く
、
簡
単
に
育
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
他
方
、
た
だ
単
に
来
訪
者
が
増
え
る
だ
け
で
は
、
真
の
関

係
人
口
の
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
の
極
め
て
属
人
的
な

課
題
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
く
か
は
、
今
後
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
受
け
入
れ
地
域
の
成
否
に
か
か
わ
る
重
大
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

⑶
行
政
の
役
割
と
民
間
と
の
役
割
分
担

下
田
市
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
に
は
、
行
政
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
市
産
業
振
興
課
の
樋
口
有
二

課
長
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。

下
田
市
は
関
係
人
口
の
創
出
・
増
加
、
空
き
家
等
の
活
用
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
掘
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
等
を
目

的
に
、
株
式
会
社LIFU

LL

と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
こ
れ
は
「
人
こ
そ
が
第
３
の
黒
船
」
と
と
ら
え
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
を
育
て
、
ド
ロ
ー
ン
・
Ａ
Ｉ
、
そ
の
他
ウ
ェ

ブ
関
連
等
の
ス
キ
ル
に
た
け
た
人
た
ち
を
含
め
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
通

じ
て
様
々
な
人
た
ち
が
下
田
に
来
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ

れ
は
、
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ェ
ア
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
を
広
げ
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
樋

口
氏
の
思
い
に
つ
な
が
り
、
地
元
の
企
業
や
住
民
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
は
産
業
振
興
・
産

業
労
働
系
を
中
心
に
、観
光
系
、人
口
対
策
系
、環
境
系
と
様
々

な
部
門
横
断
的
な
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
調
整
を
う
ま

く
行
う
こ
と
が
で
き
ず
事
業
が
ス
タ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
、
樋
口
氏
は
多
方
面
に
わ
た
る
行

政
と
の
戦
略
的
な
連
携
、
調
整
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
企

業
や
産
業
界
と
も
し
っ
か
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
着
実
に

成
果
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

他
方
、
美
馬
市
に
お
い
て
は
前
述
の
柴
田
、
中
川
両
氏
を

中
心
に
民
間
企
業
が
大
き
な
推
進
力
と
な
り
、
人
を
引
き
付
け

る
磁
場
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

先
進
県
で
あ
る
徳
島
県（
西
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
観
光
部
）

や
美
馬
市
と
も
連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、
協
働
と
す
み
分
け

を
進
め
て
い
る
。

下
田
市
役
所
樋
口
有
二
課
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

https://note.com
/lacom

m
ons/n/nd32e460241bd

⑷
今
後
の
環
境
の
変
化
と
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
て

ほ
ん
の
１
年
前
ま
で
知
る
人
ぞ
知
る
、
で
あ
っ
た
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
認
知
度
は
８
割
を
超
え
、
２
０
２
１
年

の
ブ
レ
ー
ク
を
あ
お
る
報
道
も
出
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
施
設
や
設
備
な
ど
「
ハ
コ
も
の
」
が
揃
え
ば
あ
る
程

度
自
然
に
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
が
増
え
る
、
と
楽
観
的
に
考
え
て
い

る
地
域
も
中
に
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
現
実
は
そ
う
甘
い
も
の

で
は
な
い
。

ま
ず
、
大
企
業
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の

導
入
と
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の
背
中
を
押
す
組
織
風
土

づ
く
り
を
ど
こ
ま
で
推
進
で
き
る
の
か
。

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
既
に
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業

は
全
体
の
１
割
に
満
た
ず
、
ま
た
次
年
度
以
降
の
導
入
を
積
極

的
に
進
め
よ
う
と
い
う
企
業
も
３
割
程
度
と
い
う
結
果
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
制
度
が
あ
っ
て
も
、
取
得
し
に
く
い
職
場
の
ま

ま
で
は
な
か
な
か
前
に
は
進
ま
な
い
。

次
に
、
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
く
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
多
様
な
志
向
性
へ
の
対
応
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
は
い
わ
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

層
や
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
層
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
裾
野
が

広
が
る
こ
と
で
、
レ
イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
層
ま
で
一
気
に
拡

大
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
従
来
の
利
用

者
と
の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
、
双
方
の
タ

イ
プ
と
も
に
満
足
度
が
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
側
か
ら
は
よ
く
「
熱
心
な
関
係
人
口
を
増
や

す
こ
と
で
、
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
声

を
聞
く
が
、
来
訪
者
が
増
え
れ
ば
自
然
に
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
企
業
や
都
心
で
働
く
社
員
等
と
連

携
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
課
題
解
決
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
場
合
、
そ
の
成
否
は
マ
ッ
チ
ン
グ
や
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
の
妙
が
決
め
手
と
な
る
。

関
西
大
学
の
松
下
慶
太
教
授
に
よ
れ
ば
、
地
域
側
と
企
業

側
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
う
ま
く
い
く
た
め
に
は
、「
他
律
人

材
」「
自
律
人
材
」
と
い
う
双
方
の
当
事
者
の
人
材
と
し
て
の

自
律
性
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果
が
大
き
く
異
な

る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
が
本
気
で
都
心
の
企
業
と
コ
ラ
ボ
し

て
関
係
人
口
増
加
を
目
的
と
し
た
共
創
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
側
も
本
気
で
「
自
律
人
材
」

を
集
め
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
受
け
入
れ
側
の

行
政
も
意
識
改
革
、
働
き
方
改
革
へ
の
覚
悟
が
必
至
と
な
る
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
は
矛
先
が
異
な
る
が
、
今
後

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
整
備
や
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
を

検
討
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
数
年
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
も
視
野

に
入
れ
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
観
光
に
お
け
る
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ド
は
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
を
維
持
し
な
が
ら

い
か
に
訪
日
観
光
客
４
０
０
０
万
人
を
２
０
２
０
年
に
達
成
す

る
か
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
予

断
を
許
さ
ず
、
す
ぐ
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
戻
っ
て
こ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
在
宅
勤
務
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
世
界

中
で
一
斉
に
起
き
た
現
象
で
あ
り
、
そ
う
し
た
働
き
方
を
可
能

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
仕
事
の
仕
方
は
既
に
定
着
期
に
入
り
つ
つ

あ
る
。
近
い
将
来
、
急
増
し
た
「
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
を

実
践
す
る
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
訪
問
が
絶
え
な
い
、
バ
リ

島
の
ウ
ブ
ド
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
「
ノ
マ
ド
ワ

ー
カ
ー
の
聖
地
」
と
な
る
地
域
が
、
日
本
国
内
に
い
く
つ
も
現

れ
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
。

松
下
慶
太
２
０
２
０
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
律
人
材
か
ら
考
え
る
」

https://note.com
/m
atsulab/n/n75efb9a32652

）

特 集
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発
災
直
後
か
ら 

被
災
市
町
村
を
応
援

東
日
本
大
震
災
の
発
災
（
平
成
23
年
３

月
11
日
）
か
ら
10
年
を
迎
え
る
。「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
母
の
会
」

（
以
下
「
当
会
」）
は
、
発
災
翌
月
に
被
災

地
で
活
動
を
始
め
、今
も
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
主
に
被
災
市
町
村
の
保
健
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

の
推
進
を
通
し
て
被
災
地
の
地
域
づ
く
り

に
協
力
し
て
き
た
。

発
災
当
初
、
避
難
所
な
ど
で
は
ア
レ
ル

ギ
ー
患
者
が
困
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。「
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
が
理
解
さ
れ
ず
、
症
状
が
出
て

も
食
べ
な
い
よ
り
は
い
い
の
だ
か
ら
食
べ

さ
せ
ろ
と
言
わ
れ
た
」「
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
が
伝
染
す
る
と
思
わ
れ
、
避
難
所
を

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
、
患

者
は
誤
解
や
無
理
解
に
苦
し
ん
だ
。

こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
当
会
は
、
日

本
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
に
患
者
へ
の
配

慮
を
求
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
要
請
。

作
成
さ
れ
た
「
災
害
時
の
こ
ど
も
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
対
応
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
５

０
０
０
部
印
刷
し
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島

３
県
の
沿
岸
自
治
体
を
直
接
訪
問
し
て
被

災
者
支
援
の
担
当
部
門
や
避
難
所
な
ど
に

届
け
、
理
解
と
支
援
を
呼
び
掛
け
た
。

専
門
医
を
同
行
し
て
研
修
会

長
引
く
避
難
生
活
の
中
で
、「
被
災
し

た
方
々
に
と
っ
て
は
、
身
近
に
い
る
人
の

支
援
が
最
も
安
心
で
き
る
」「
被
災
地
域

で
支
援
に
あ
た
る
専
門
職
の
方
々
自
身
も

被
災
者
で
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
情

報
を
得
る
研
修
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
は

難
し
い
」
と
痛
感
し
た
。
そ
こ
で
、
当
会

は
患
者
へ
の
直
接
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
情
報
や

資
料
の
提
供
を
続
け
る
と
と
も
に
、
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
専
門
医
を
同
行
し
て
正
し

い
病
態
理
解
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
研
修
会
等
を
行
う
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

研
修
会
に
保
健
師
ら
７
千
人
参
加

被
災
地
で
は
、
令
和
２
年
３
月
時
点
で

１
２
４
回
の
研
修
会
等
を
開
催
し
、
保
健

師
や
栄
養
士
、
助
産
師
、
保
育
士
、
教
職

員
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
７
１
９
３
人
が

参
加
し
て
い
る
。協
力
を
継
続
す
る
中
で
、

学
校
や
保
育
所
の
取
り
組
み
も
推
進
。
現

在
で
は
保
健
所
・
保
健
福
祉
事
務
所
、
公

立
病
院
、
看
護
学
校
、
地
域
医
師
会
な
ど

が
連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
に
広
が

り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
果
た
す
当
会

と
の
連
携
が
日
常
的
な
も
の
と
な
っ
た
地

域
も
あ
る
。

当
会
も
策
定
に
関
わ
っ
た
国
の
「
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
指
針
」（
平
成
29
年
３
月
策
定
）
は
、

自
治
体
に
「
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
、
そ

の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
及

び
実
施
す
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
が
、

被
災
地
域
で
の
取
り
組
み
は
全
国
の
モ
デ

ル
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
同
指
針
に
盛
り
込
ま
れ
、
当
会

が
平
成
29
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
る
「
市

町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る
乳
幼

児
健
診
等
で
適
切
な
『
保
健
指
導
』
を
行

う
」（
要
旨
）
施
策
も
、
他
地
域
に
先
駆

け
た
取
り
組
み
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

国
の
指
針
に
支
援
の
具
体
策

東
日
本
大
震
災
は
、
国
の
災
害
対
策
を

大
き
く
変
え
る
転
機
と
な
っ
た
。
そ
の
中

で
「
改
正
災
害
対
策
基
本
法
」
が
平
成
25

年
６
月
に
制
定
さ
れ
、
第
８
条
15
「
施
策

に
お
け
る
防
災
上
の
配
慮
等
」
に
「
高
齢

者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
そ
の
他
の
特
に
配

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
通
し
て
地
域
づ
く
り

―
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
10
年
継
続
―

園
部
　
ま
り
子
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Ϊ
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͑
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฼
ͷ
会
୅
දɹ

団体プロフィール
設立＝平成11年
代表者＝代表　園部まり子
会員数＝30人

〈連絡先〉
〒241-0024
横浜市旭区本村町17-1-106
TEL　090-3220-4425（代表携帯）
HP　http://hahanokai.org/

NPO法人アレルギーを
考える母の会

（神奈川県横浜市）

地域づくりの
現場から

全国協議会登録団体の紹介
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慮
を
要
す
る
も
の
（
以
下
「
要
配
慮
者
」

と
い
う
）
に
対
す
る
防
災
上
必
要
な
措
置

に
関
す
る
事
項
」
が
定
め
ら
れ
た
。

被
災
地
で
の
活
動
を
踏
ま
え
、
当
会
は

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
の
検
討
会
に
参
画
。

検
討
会
が
ま
と
め
た
「
避
難
所
に
お
け
る

良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
組

指
針
」（
平
成
25
年
８
月
策
定
）
に
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
も
「
要
配
慮
者
」
と
明

記
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
当
会
が
提

案
し
た
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
に
配
慮

し
た
食
糧
の
備
蓄
」「
避
難
所
等
で
提
供

す
る
食
事
の
原
材
料
表
示
」「
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
患
者
の
仮
設
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー

の
優
先
使
用
」
な
ど
の
具
体
策
は
す
べ
て

指
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

当
会
は
東
日
本
大
震
災
以
降
も
、
平
成

28
年
４
月
の
熊
本
地
震
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）、
平
成
30
年
９
月

の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
令
和
元
年
10

月
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
な
ど
の
被
災

地
で
活
動
し
て
い
る
。

こ
の
間
、「
避
難
所
に
お
け
る
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
組
指
針
」

の
実
施
状
況
は
、
総
務
省
な
ど
が
行
う
数

少
な
い
調
査
で
知
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
当
会
は
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
の
被
災
地
で
計
18
の
避
難
所

を
訪
れ
て
実
施
状
況
を
調
べ
て
み
た
が
、

残
念
な
が
ら
「
現
場
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
」
と
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

「
国
の
機
関
で
あ
れ
ば
」
と
期
待
し
た

自
衛
隊
も
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被

災
地
で
「
給
食
支
援
」
を
行
っ
て
い
た
部

隊
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
が
最
も
知

り
た
い
原
材
料
を
表
示
し
て
い
な
か
っ
た
。

現
場
で
見
え
る
課
題
を
施
策
に

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
平
成
30
年

11
月
、
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部
参
事
官
、

同
参
事
官
付
災
害
派
遣
・
国
民
保
護
班
長

ら
と
面
会
し
、
自
衛
隊
が
給
食
支
援
で
率

先
し
て
原
材
料
表
示
の
範
を
示
し
て
自
治

体
を
引
っ
張
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者

（
児
）
も
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し

た
。
そ
の
結
果
、
翌
12
月
に
は
統
合
幕
僚

監
部
か
ら
「
現
地
の
特
性
に
応
じ
て
柔
軟

に
対
応
し
た
い
。表
示
を
推
進
し
て
い
く
」

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害

で
は
、
長
野
市
を
は
じ
め
、
茨
城
県
常
陸

大
宮
市
、
福
島
県
い
わ
き
市
、
宮
城
県
角

田
市
で
自
衛
隊
が
行
っ
た
給
食
支
援
で
原

材
料
を
表
示
し
た
と
の
報
告
が
防
衛
省
か

ら
届
い
た
。

慢
性
疾
患
患
者
が
抱
え
る
医
療
や
生
活

の
課
題
は
、
災
害
時
に
集
中
的
に
顕
在
化

す
る
。
当
会
は
、
引
き
続
き
現
場
で
見
え

る
課
題
を
国
な
ど
の
施
策
に
反
映
し
、
持

ち
帰
っ
て
地
域
の
取
り
組
み
を
進
め
る
活

動
を
続
け
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
慢

性
疾
患
患
者
の
被
災
時
の
支
援
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

福島県の相双保健福祉事務所と連携して行った研修会
（令和元年 11 月 11 日）

宮城県多賀城市健康課と共催した食物アレルギーに関する研修会
（令和元年 10 月 4日）
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島
内
で
ま
か
な
う
メ
リ
ッ
ト

「
島
の
仕
事
は
、
島
内
で
受
け
る
」
―
。

こ
れ
が
、
久
米
島
町
複
業
・
フ
リ
ー
ラ
ン

サ
ー
ギ
ル
ド
（
複
業
ギ
ル
ド
）
の
目
指
す

も
の
で
す
。

久
米
島
町
は
沖
縄
本
島
の
西
に
あ
る
離

島
の
町
で
、
人
口
７
６
９
１
人
（
令
和
２

年
11
月
末
現
在
）。
こ
の
よ
う
な
小
規
模

の
町
で
は
事
業
者
の
種
類
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
必
要
な
業
務
を
島
外
の
事
業
者

へ
発
注
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
島
内
の
事
業
者
が
自
社
の
Ｈ

Ｐ
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
た
場
合
、
通

常
は
島
外
の
Ｈ
Ｐ
制
作
会
社
へ
依
頼
し
ま

す
。制
作
会
社
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、

契
約
、
制
作
と
な
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に

は
い
く
つ
か
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
島
外
の
Ｈ
Ｐ
制
作
会
社
は
そ
の

事
業
者
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
た
め
、

企
業
理
念
や
伝
え
た
い
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を

一
か
ら
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
事
業
者
が
拠
点
と
し
て
い
る

「
久
米
島
」
と
い
う
土
地
の
イ
メ
ー
ジ
を

強
く
発
信
し
た
い
場
合
、
久
米
島
と
は
ど

う
い
う
場
所
な
の
か
、そ
の
環
境
や
風
土
、

文
化
、
歴
史
、
暮
ら
し
な
ど
を
制
作
会
社

に
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ

れ
に
は
時
間
が
か
か
り
、
そ
れ
だ
け

コ
ス
ト
も
上
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
制
作

し
た
Ｈ
Ｐ
を
納
品
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ

で
事
業
は
終
了
と
な
り
、
久
米
島
に
は
知

見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
残
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
Ｈ
Ｐ
の
制
作
者
が
久
米
島
町

の
住
民
で
あ
る
場
合
、
久
米
島
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
依
頼
者
で
あ
る
事
業
者
に
つ

い
て
も
理
解
し
て
い
る
た
め
、〝
共
有
イ

メ
ー
ジ
〞
と
い
う
土
台
が
あ
る
状
態
で
打

ち
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
作
品

ご
と
に
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
制
作
者
に
蓄

積
さ
れ
、
久
米
島
町
に
残
り
ま
す
。
そ
れ

は
実
績
と
な
り
、
次
の
依
頼
を
受
注
す
る

と
き
の
強
み
と
な
り
ま
す
。

複
業
ギ
ル
ド
創
設
事
業
は
、
令
和
元
年

度
６
月
に
合
同
会
社
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
（
石
坂

達
代
表
）
へ
業
務
委
託
し
て
始
動
し
ま
し

た
。
石
坂
さ
ん
は
３
月
ま
で
、
移
住
定
住

の
推
進
を
担
当
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
在
任
中
か
ら
久

米
島
町
の
課
題
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
ま

し
た
。

久
米
島
町
の
課
題

前
述
の
と
お
り
、
久
米
島
町
の
人
口
は

約
７
７
０
０
人
で
す
が
、
毎
年
約
１
０
０

人
ず
つ
減
少
す
る
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
は
転
出
が
転
入
数
を
上
回

る
「
社
会
減
」
で
す
。
石
坂
さ
ん
は
、
町

民
や
移
住
者
、
移
住
希
望
者
か
ら
話
を
聞

き
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
久
米

島
町
の
抱
え
る
課
題
、
そ
し
て
そ
の
解
決

策
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

久
米
島
町
の
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

．
希
望
年
収
と
実
際
の
年
収
の
差
：
町

民
の
平
均
所
得
は
２
３
６
万
円
（
平
成

29
年
度
）。移
住
希
望
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
希
望
年
収
は
平
均
３
１
７
・

５
万
円
、
中
央
値
が
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
60
〜
80
万
円
の
差
が
あ

る
。

２ 

．
ノ
ウ
ハ
ウ
と
お
金
の
島
外
流
出
：
仕

事
を
島
外
へ
発
注
す
れ
ば
、
ノ
ウ
ハ
ウ

や
経
験
が
島
に
残
ら
ず
、
産
業
が
高
度

化
し
な
い
。
さ
ら
に
お
金
は
島
外
へ
流

出
す
る
。

３ 

．
職
種
が
限
ら
れ
て
お
り
、
面
白
み
が

乏
し
い
：
創
造
性
を
発
揮
す
る
仕
事
が

な
い
た
め
、
そ
れ
を
求
め
る
人
材
の
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
が
難
し
く
、
多
様
な
人
材
が

い
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
活
気
に
乏
し
い
。

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業

（
沖
縄
県
久
米
島
町
）

島
の
仕
事
は
、
島
内
で
受
け
る

―
地
域
内
経
済
循
環
の
向
上
と
人
材
育
成
を
目
指
す
複
業
ギ
ル
ド
―

合同会社PLUCKの石坂達代表

島
袋
　
陽
子

ԭ
ೄ
ݝ
ٱ
ถ
ౡ
ொ
෱
ࢱ
՝

݈
߁
ͮ
͘
Γ
൝
ओ
೚
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以
上
の
課
題
に
対
し
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
集
合
体
と
な
る
「
複
業
ギ
ル
ド
」
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
所
得
の
向
上
、

島
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
お
金
の
蓄
積
、
創
造

性
を
活
か
せ
る
面
白
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

複
業
ギ
ル
ド
の
設
立

ま
ず
は
複
業
ギ
ル
ド
に
参
加
し
て
く
れ

る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
た
め
、
Ｈ
Ｐ
を

立
ち
上
げ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
や
複
業

に
関
心
が
あ
る
方
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

複
業
ギ
ル
ド
に
加
入
で
き
る
要
件
に
は
、

町
民
の
他
、
久
米
島
町
へ
の
移
住
希
望
者

や
久
米
島
フ
ァ
ン
、
町
出
身
者
・
転
出
者

な
ど
の
関
係
人
口
層
も
含
め
ま
す
。
島
外

在
住
者
の
感
覚
や
幅
広
い
ス
キ
ル
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
複
業
ギ
ル

ド
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
な
る
と
考
え
た
た

め
で
す
。

Ｈ
Ｐ
へ
は
メ
ン
バ
ー
の
ス
キ
ル
や
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
掲
載
し
、
案
件
の
受
注
を

受
け
ら
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

し
ま
し
た
。
ギ
ル
ド
メ
ン
バ
ー
が
受
注
で

き
る
職
能
・
ス
キ
ル
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（
カ
メ
ラ
マ
ン
、
映

像
制
作
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

な
ど
）」「
セ
ー
ル
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
イ
ベ
ン
ト
（
イ
ベ

ン
ト
ス
タ
ッ
フ
、
音
響
、
照
明
、
司
会
、

芸
能
、通
訳
な
ど
）」「
エ
ン
ジ
ニ
ア
」「
事

務
・
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
」
―
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
島
内
の
事
業
者
に
は
複
業
ギ
ル

ド
へ
の
発
注
が
可
能
な
案
件
に
つ
い
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。　

さ
ら
に
、
複
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
推

進
す
る
機
運
を
高
め
る
た
め
、「
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
育
成
先
進
地
」
で
あ
る
奄
美
大
島

か
ら
講
師
を
呼
び
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
奄
美
大
島

に
移
住
し
た
人
と
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
育
成
に
取

り
組
む
事
業
者
代
表
の

２
人
か
ら
実
体
験
に
基

づ
く
話
を
聞
き
、「
自

分
も
何
か
や
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
感
想
を
抱
い
た
方

が
多
く
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と 

今
後
の
展
望

複
業
ギ
ル
ド
は
令
和

２
年
度
か
ら
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｃ

Ｋ
の
自
主
運
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。
成
約
し
た

案
件
は
令
和
元
年
度
で

５
件
、
令
和
２
年
度
は

15
件
で
、
内
容
は
会
計
自
動
化
、
Ｈ
Ｐ
制

作
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、

文
章
校
正
、レ
ポ
ー
ト
作
成
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
制
作
な
ど
で
す
。

石
坂
さ
ん
は
ギ
ル
ド
運
営
の
課
題
と
今

後
に
つ
い
て
、「
地
域
の
仕
事
が
島
外
に

流
出
し
、
島
の
人
材
が
育
た
ず
、
経
験
も

お
金
も
蓄
積
し
な
い
。
そ
の
状
況
を
打
破

し
た
い
と
思
い
、始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

仕
事
を
発
注
す
る
事
業
者
の
立
場
で
考
え

る
と
、
実
績
が
あ
る
島
外
の
企
業
に
委
託

し
て
し
ま
う
状
況
を
変
え
る
の
は
難
し
い

な
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
複
業
ギ
ル
ド

に
何
か
強
み
と
な
る
実
績
や
、ス
キ
ル
や
、

事
業
の
柱
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

複
業
ギ
ル
ド
は
、
決
し
て
大
き
な
お
金

が
動
く
よ
う
な
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

島
外
へ
の
流
出
を
止
め
た
お
金
も
わ
ず
か

で
す
。
し
か
し
、「
創
造
性
を
活
か
せ
る
、

面
白
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
一
歩
前

進
し
、
さ
ら
に
「
島
の
仕
事
は
、
島
内
で

受
け
る
」
と
い
う
考
え
方
の
種
ま
き
を
し

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
言
え
ま
す
。

複
業
ギ
ル
ド
に
参
加
し
、
い
く
つ
か
小

さ
な
案
件
を
こ
な
す
中
で
ス
キ
ル
や
自
信

を
得
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
歩
み
出

し
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

今
後
も
複
業
ギ
ル
ド
は
小
さ
く
、
し
か

し
確
実
に
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
を
続

け
、
そ
の
輪
は
島
外
・
県
外
へ
と
広
が
っ

て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

久米島町複業ギルドHP画面

フリ－ランス育成先進地・奄美大島での講演会
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ࠓ
໰
͍
௚
͞
Ε
る
「
·
ͪ
の
ັ
ྗ
」

と
͸
ʁ

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
）
に
よ
り
、
様
々
な
事
業
や
活
動
、

移
動
が
制
約
を
受
け
、
私
た
ち
は
改
め
て

時
間
、
空
間
、
距
離
、
人
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
問
い
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
実

は
今
回
の
研
修
プ
ラ
ン
は
、
緊
急
事
態
宣

言
下
で
具
体
化
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
こ
と

で
か
え
っ
て
、
今
回
の
研
修
地
「
宇
治
市

中
宇
治
地
域
」
の
個
性
と
魅
力
を
再
確
認

で
き
た
。
私
が
「
適
疎
」「
適
密
」
と
よ
び
、

研
修
の
特
別
講
師
で
あ
る
宮
城
俊
作
氏
が

「after/post/w
ith Pandem

ic

の
地
方

生
活
圏
」
の
姿
と
し
て
提
示
し
た
「
密
度

と
距
離
の
最
適
化
」「
等
価
と
な
る
集
中

と
分
散
」を
先
取
り
す
る
ま
ち
と
し
て「
中

宇
治
」
は
存
在
す
る
。
そ
こ
で
の
多
様
な

実
践
の
工
夫
と
産
官
学
民
の
担
い
手
を
つ

な
ぐ
方
法
に
つ
い
て
、
関
係
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
学
ん
で
も
ら
い
、
参

加
者
自
身
の
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
も
ら
う
こ
と
を
研
修
の
目
的
と
し
た
。

自
વ
ỏ
ྺ
史
ỏ
จ
Խ
の
ॏ
૚
ੑ

宇
治
市
は
、
宇
治
川
と
、
周
辺
の
山
並

み
で
形
成
さ
れ
る
穏
や
か
な
自
然
、
平
安

時
代
か
ら
の
世
界
観
を
体
現
す
る
世
界
遺

産
「
平
等
院
」、宇
治
の
象
徴
「
宇
治
茶
」、

近
代
以
降
の
産
業
発
展
や
近
年
の
人
口
増

に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
街
並
み
な
ど
が

重
層
的
に
織
り
な
す
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が

暮
ら
し
に
息
づ
き
、
住
む
人
に
も
訪
れ
る

人
々
に
と
っ
て
も
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
約
18
万
人
（
２
０
２
０
年
）
の
ま

ち
で
は
、
２
０
１
０
年
以
来
人
口
減
少
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
な
か
で
中
宇

治
地
域
の
高
齢
化
率
は
30
・
33
％
（
２
０

１
７
年
）
と
市
内
平
均
よ
り
も
高
く
、
個

人
商
店
や
茶
業
な
ど
の
地
域
の
生
業
も
、

後
継
者
へ
の
事
業
継
承
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。

ۭ
͖
Ո
࠶
ੜ
·
ͪ
ͮ
͘
り
へ

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
中
宇
治
の
商
店
街

は
、空
き
店
舗
も
多
く
「
ど
う
せ
何
を
や
っ

て
も
同
じ
だ
か
ら
」と
い
う
空
気
感
が
あ
っ

た
。
２
０
０
３
年
に
宇
治
橋
通
り
商
店
街

の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
当
時
の
理
事
長
が
初

め
て
実
行
委
員
会
形
式
で
開
催
し
た
。
筆

者
も
加
わ
り
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
関
係
団

体
と
商
店
街
役
員
が
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。
年
々
参
加
団
体
や
来
場
者

が
増
え
２
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
厳
し
い
局
面
を
迎
え
、
２

０
１
１
年
に
は
地
元
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
で

地
域
の
高
齢
者
が
買
い
物
難
民
化
し
た
。

商
店
街
振
興
組
合
は
、
行
政
や
商
工
会

議
所
と
も
協
力
し
て
、
な
ん
と
か
後
継
の

ス
ー
パ
ー
の
誘
致
や
電
線
地
中
化
に
よ
る

歩
車
共
存
道
路
へ
の
改
修
を
終
え
た
。
筆

者
の
勤
務
す
る
大
学
も
２
０
０
９
年
に
空

き
店
舗
を
活
用
し
て
「
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
」
を
商
店
街
に
設
置
し
、「
地
域

連
携
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
通
じ

て
地
域
で
の
学
生
活
動
を
展
開
し
た
。
２

０
０
９
年
に
宇
治
の
ま
ち
が
「
重
要
文
化

的
景
観
」
に
認
定
さ
れ
る
と
、
行
政
の
補

助
金
な
ど
も
活
用
し
て
建
物
の
修
景
な
ど

が
進
め
ら
れ
た
。

２
０
１
４
年
に
は
平
等
院
の
改
修
に
よ

り
観
光
客
数
は
激
減
し
た
が
、
改
修
終
了

後
の
２
０
１
５
年
以
降
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
の
急
増
と
相
ま
っ
て
観
光
客
数
は
毎
年

５
０
０
万
人
を
超
え
、
空
き
店
舗
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
、
地
元
客
向
け
か
ら
観
光

客
向
け
に
シ
フ
ト
す
る
商
店
も
増
え
た
。

ま
ち
の
様
子
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
頃
に
表
通
り
か
ら
少

し
入
る
と
、
空
き
家
が
増
加
し
、
住
民
生

活
と
観
光
振
興
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
気

配
が
感
じ
ら
れ
た
。
２
０
１
６
年
に
宇
治

観
光
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
民
間
手
法
で
の
空
き
家
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
中
宇
治
ｙ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
」
を
立

ち
上
げ
た
。
筆
者
も
協
力
し
コ
ン
ペ
で
選

考
し
た
東
京
か
ら
の
移
住
者
１
人
を
含
む

３
人
の
事
業
主
が
、小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、 集合写真（特別講演会場 平等院内最勝院前にて）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
10
月
30
（
金
）
〜
31
日
（
土
）
に
京
都
府

宇
治
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
で
京
都
文
教
大
学
副
学
長
の

森
正
美
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。 

 

（
地
域
創
生
グ
ル
ー
プ
）

つ
な
が
り
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
方
法

―
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
、

 

次
世
代
が
通
い
た
く
な
る
ま
ち
を
つ
く
る
―

地
方
創
生
実
践
塾

京
都
府
宇
治
市

●

ژ
౎
จ
教
大
学
෭
学
௕

৿
　
ਖ਼
ඒ
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タ
ル
ト
屋
、美
容
院
を
開
業
し
た
。
今
回
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
社
長
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
経
緯
や
ま
ち
へ
の
思
い
な
ど
も
お
話

い
た
だ
い
た
。
観
光
客
も
だ
が
、
む
し
ろ

地
元
住
民
が
通
い
た
く
な
る
場
所
を
つ
く

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ

を
起
点
に
、
空
き
家
再
生
的
な
展
開
を
す

る
店
舗
が
増
え
て
き
て
い
る
。

宇
治
橋
通
り
商
店
街
の
「
大
阪
屋
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
で
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
田
邊
泰
裕

氏
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
30
代
後
半
の
田

邊
氏
は
、
祖
父
の
代
か
ら
市
場
で
あ
っ
た

建
物
の
空
間
性
を
残
し
つ
つ
２
０
１
９
年

に
大
規
模
改
修
を
施
し
、
現
在
は
小
規
模

で
多
様
な
店
舗
を
誘
致
し
て
い
る
。
ピ
ザ

レ
ス
ト
ラ
ン
、
立
ち
呑
み
居
酒
屋
、
珈
琲

屋
、駄
菓
子
屋
、プ
リ
ン
屋
、雑
貨
屋
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
な
ど
、
懐
か
し
さ
と
に
ぎ

わ
い
の
バ
ラ
ン
ス
が
不
思
議
な
空
間
に
、

観
光
客
対
象
に
土
産
物
を
売
る
場
所
で
は

な
く
、
宇
治
が
好
き
な
自
分
が
、
地
元
の

人
が
来
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く
り
た

い
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

Ӊ
࣏
஡
の
఻
౷
と
௅
ઓ

一
方
、宇
治
と
言
え
ば
宇
治
茶
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
宇
治
市
内
に
お
け
る
宇
治
茶
生

産
量
は
、
全
国
の
０
・
66
％
、
京
都
府
内

の
２
％
し
か
な
く
、
そ
の
大
半
が
手
摘
み

碾て
ん

茶ち
ゃ

（
抹
茶
の
原
料
）
で
あ
る
。
そ
の
品

質
、
歴
史
と
文
化
の
価
値
に
よ
り
、
宇
治

茶
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
高
い
。
集
積
地
と
し

て
問
屋
や
茶
商
も
集
ま
っ
て
い
る
が
、
茶

栽
培
は
市
街
化
区
域
内
の
生
産
緑
地
で

細
々
と
継
続
さ
れ
て
い
る
。 

宇
治
茶
の
消
費
は
低
迷
を
続
け
て
い
た

が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
と
抹
茶
ス
イ
ー

ツ
の
登
場
で
、
新
た
な
展
開
を
遂
げ
て
い

る
。
今
回
は
、
茶
農
家
、
茶
商
、
問
屋
と

異
な
る
立
場
の
茶
業
者
が
抱
え
る
課
題
と

挑
戦
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
も

ら
っ
た
。
観
光
客
に
直
接
茶
を
販
売
し
た

り
カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
り
す
る
茶
農
家
な

ど
も
出
て
き
て
い
る
。
量
を
増
や
す
の
で

は
な
く
、
モ
ノ
の
価
値
や
意
味
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
理
解
し
共
感
し
て
く
れ
る
消
費
者

と
つ
な
が
る
努
力
と
も
言
え
る
。

小
規
模
経
営
ゆ
え
の
家
族
経
営
の

事
業
承
継
は
課
題
と
し
て
残
る

が
、
宇
治
茶
の
生
産
景
観
を
守
る

努
力
が
日
々
続
け
ら
れ
て
い
る
。

৽
ͨ
ͳ
୲
͍
ख
૑
ग़
の 

Մ
ೳ
ੑ

今
回
、
様
々
な
活
動
に
地
元
の

大
学
が
関
わ
り
、
地
域
の
多
様
な

セ
ク
タ
ー
の
つ
な
ぎ
目
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
実
際
地
域
活
動
に
携
わ
る

学
生
に
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

同
行
し
て
も
ら
い
、
若
者
の
立
場

か
ら
の
意
見
交
流
の
機
会
と
し
た
。

２
日
目
の
参
加
者
の
ま
と
め
か

ら
も
、「
若
者
が
自
由
に
活
動
・
関

与
で
き
る
こ
と
が
重
要
」「
大
学
や

高
校
と
の
連
携
」
を
評
価
す
る
言

葉
が
見
ら
れ
た
。
行
政
の
立
場
か

ら
は
ど
う
し
て
も
計
画
・
実
行
ま
で
全
て

の
責
任
を
負
う
こ
と
を
目
指
し
て
し
ま
う

が
、
改
め
て
「
支
援
役
」「
つ
な
ぎ
役
」
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
い
う
意
見
も
示
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
規
模
感
に
合
わ

せ
、
密
度
と
距
離
の
最
適
化
を
志
向
し
、

地
域
に
あ
る
も
の
を
生
か
し
つ
つ
、
新
た

な
担
い
手
を
迎
え
る
／
育
て
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
次
世
代
ま
で
住
む
人
に
も
訪
れ

る
人
に
も
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
研
修
が
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

インタビュー（堀井七茗園の堀井長太郎社長）

グループワーク（2日目）

地方創生実践塾（京都府宇治市）の概要

テーマ：「 古きをいかし、未来に繫ぐ 
～自然、歴史、文化を受け継ぎ次世代が選ぶ未来志向のまち～」

主任講師：京都文教大学副学長　森 正美 氏
１日目　10月 30日（金）
主任講師講義「つながりをデザインする―宇治における実践と課題」
講師：森 正美 氏

フィールドワーク①「中宇治エリア視察」
基調講演「 自然、歴史、文化が重層するランドスケープ 

～次世代が選ぶ地方都市の風景」
特別講師：東京大学大学院教授・宗教法人平等院代表役員　宮城 俊作 氏

２日目　10月 31日（土） 
グループワーク①「テーマに沿ったコース設定」
フィールドワーク②「テーマ別インタビューを中心に」
グループワーク②「地元に生かせること、宇治に伝えたいこと」
発表・講評

19 2021・2月号 地域づくり 本編 2021・2月号地域づくり 本編 18



ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
至
る
背
景

会
津
若
松
市
は
福
島
県
の
西
部
に
位
置

す
る
会
津
地
方
の
中
心
都
市
で
あ
る
。
総

面
積
は
３
８
２
・
99
平
方
㌔
で
人
口
は
約

11
万
８
０
０
０
人
。
国
内
有
数
の
観
光
産

業
を
持
ち
つ
つ
、
レ
ン
ズ
や
半
導
体
を
中

心
と
す
る
製
造
業
、
稲
作
を
中
心
と
し
た

農
業
と
酒
、
漆
器
な
ど
の
地
場
産
業
が
あ

る
。
た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
観
光
へ
の

影
響
、
半
導
体
不
況
の
影
響
、
飲
酒
量
の

低
下
な
ど
、
経
済
面
で
の
課
題
は
多
い
。

１
９
９
３
年
に
全
国
で
も
珍
し
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
の
単
科
大
学
で
あ
る
会

津
大
学
が
開
学
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
ス
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
２
０

２
０
年
９
月
に
発
表
さ
れ
た
「 

Ｔ
ｈ
ｅ
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
１
」（T

im
es 

H
igher Education
）
で
は
国
内
で
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
た
国
公
私
立
１
１
６
大
学
の

中
で
14
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
た
。
課
題

と
し
て
は
、
卒
業
生
が
地
域
に
と
ど
ま
ら

ず
世
界
中
へ
移
動
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、

彼
ら
が
魅
力
的
と
感
じ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
会
津
地
方
市
町
村
電
子
計
算
機

管
理
運
営
協
議
会
と
呼
ば
れ
る
広
域
で
の

電
算
事
務
を
管
理
・
執
行
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
組
織
が
１
９
６
７
年
に
設
立
さ

れ
て
い
る
。
全
国
に
先
駆
け
て
自
治
体
ク

ラ
ウ
ド
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
で
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
す
る
こ
と

に
下
地
を
も
っ
て
い
る
。

講
義
① 

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
」
の

歩
み
と
目
指
す
姿
（
川
上
慎
史
氏
）

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
」
の
目

的
は
三
つ
あ
る
。「
産
業
振
興
を
含
め
た

地
域
活
力
の
向
上
」「
安
心
し
て
快
適
に

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」「
ま
ち
の
見

え
る
化
」
で
あ
る
。
個
別
の
分
野
で
は
な

く
、
様
々
な
分
野
を
横
串
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
環
境
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
目
的
を

達
成
す
る
。

産
学
官
連
携
を
推
進
す
る
た
め
に
、
会

津
若
松
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
包

括
連
携
協
議
会
が
新
規
事
業
の
提
案
を
市

に
行
う
。
民
間
と
協
業
し
た
事
業
実
施（
市

民
向
け
情
報
ポ
ー
タ
ル「
会
津
若
松
＋（
プ

ラ
ス
）」
の
運
用
、
デ
ジ
タ
ル
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運

用
な
ど
）
に
関
し
て
は
会
津
地
域
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が
担
っ
て
い
る
。

会
津
若
松
＋
と
は
、
レ
コ
メ
ン
ド
型
の

情
報
提
供
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

家
族
構
成
や
知
り
た
い
こ
と
に
応
じ
て
表

示
項
目
が
動
的
に
変
わ
る
特
性
と
、「
ガ

ジ
ェ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
興
味
関
心
の
あ

る
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
出
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
上
部
に
表
示
す
る
機
能
を
有
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
子
供
の
い
る
家
庭
で
は

「
あ
い
づ
っ
こ
＋
」や
母
子
健
康
情
報
サ
ー

ビ
ス
と
い
っ
た
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
が
上
部
に
表

示
さ
れ
て
お
り
、
小
学
校
か
ら
の
情
報
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
下
部
の
情

報
提
供
部
分
で
は
子
育
て
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
が
優
先
的
に
表
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
は

「
都
市
Ｏ
Ｓ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
デ
ー

タ
連
携
基
盤
と
接
続
さ
れ
て
お
り
、「
オ

プ
ト
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
本
人
の
了
解
の

も
と
で
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
と
の
連
携
が

行
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

講
義
② 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
よ
る
自
立
分

散
社
会
の
実
現
へ
（
藤
井
篤
之
氏
）

２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
を
発
端
と
し
て
、
同
年
８
月
に
福 主任講師藤井氏の講義

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
11
月
13
日
（
金
）
に
福
島
県
会
津
若
松
市

で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
で
会
津
大
学
産
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー 

客
員
准
教
授
の
藤
井
靖
史
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

 
 

（
地
域
創
生
グ
ル
ー
プ
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進

―
様
々
な
主
体
者
に
よ
る
共
創
社
会
を
目
指
し
て
―

地
方
創
生
実
践
塾

福
島
県
会
津
若
松
市

●

会
津
大
学
産
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
客
員
准
教
授

藤
井
　
靖
史
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島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
会
津
若

松
市
一
箕
町
に
設
置
し
復
興
の
一
翼
を
担

う
活
動
を
開
始
し
た
。
復
興
か
ら
地
方
創

生
へ
向
か
う
な
か
で
社
会
を
ど
の
よ
う
に

再
構
成
し
て
い
く
の
か
を
企
業
と
し
て
考

え
る
「
地
域
自
立
８
策
」
を
提
案
し
た
。

８
策
と
は
、
①
一
極
集
中
か
ら
機
能
分
散

へ
②
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
の
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
③
予
防
医
療
の
充
実
の
た
め

の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
レ

コ
ー
ド
）
④
デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策
決
定

へ
の
移
行
⑤
高
付
加
価
値
産
業
誘
致
と
企

業
支
援
⑥
観
光
・
農
業
・
製
造
業
の
戦
略

的
強
化
と
生
産
性
向
上
⑦
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
と
省
エ
ネ
の
推
進
⑧

産
官
学
に
よ
る
高
度
人
材
育
成
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
、
会
津
若
松
＋
の

ユ
ニ
ー
ク
ユ
ー
ザ
ー
数
８
万
９
０
０
０
人

（
２
０
１
８
年
度
）、
外
国
人
観
光
者
向
け

情
報
ポ
ー
タ
ル「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
＋
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
」

の
推
進
に
よ
る
外
国
人
宿
泊
者
数
５
・
３

倍
（
２
０
１
８
年
／
２
０
１
５
年
比
）、

機
能
移
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
な
ど

が
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
新
た

な
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
全
国
の

企
業
や
自
治
体
へ
提
示
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
企
業
の
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
。

講
義
③ 

海
外
事
例
か
ら
学
ぶ 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
ポ
イ
ン
ト 

（
南
雲
岳
彦
氏
）

デ
ジ
タ
ル
国
家
モ
デ
ル
の
類
型
は
主
に

４
種
類
あ
る
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
の
企
業
モ

デ
ル
が
中
心
と
な
る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン

モ
デ
ル
（
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
英
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
）
▽
市
民
と
政
府
の
社

会
契
約
を
基
本
と
す
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
モ

デ
ル
（
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
）
▽
政
府
と
産
業
と
労

働
者
の
有
機
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

重
視
す
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ス
ト
モ
デ
ル（
オ

ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ
な
ど
）
▽
国

家
主
導
の
チ
ャ
イ
ナ

モ
デ
ル
（
中
国
）
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
モ
デ
ル

の
中
で
日
本
は
ど
の

方
向
を
目
指
す
べ
き

な
の
か
、
類
型
を
多

面
評
価
や
各
種
ラ
ン

キ
ン
グ
に
よ
り
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
と

し
て
「
ゴ
ー
ル
と
し

て
の
市
民
の
幸
せ
（W

ell-Being

：
身
体

的
精
神
的
社
会
的
に
良
好
な
状
態
で
あ
る

こ
と
）の
明
示
」「
デ
ジ
タ
ル・イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
の
実
現
」「
信
頼
性
を
大
切
に
す

る
社
会
へ
」
が
あ
る
。
会
津
若
松
市
に
お

い
て
も
、
世
界
的
潮
流
の
な
か
で
こ
の
よ

う
な
方
向
性
が
必
要
で
あ
る
。

講
義
④ 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
例 

（
前
田
諭
志
氏
）

会
津
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
会
津

若
松
市
に
本
社
を
置
く
デ
ザ
イ
ニ
ウ
ム
社

の
取
り
組
み
。
雪
国
で
あ

る
会
津
地
域
に
お
い
て
除

雪
の
課
題
は
多
い
。
除
雪

車
の
位
置
情
報
を
住
民
へ

提
供
す
る
と
と
も
に
、
帳

票
を
県
と
事
業
者
で
統
一

化
し
自
動
生
成
と
す
る
こ

と
で
業
務
負
荷
の
圧
倒
的

な
軽
減
を
図
る
シ
ス
テ
ム

が
動
い
て
い
る
。
地
域
の

課
題
解
決
を
形
に
し
、
自

治
体
と
の
仕
組
み
を
標
準

化
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

あ
る
違
和
感
を
企
業
の
立

場
か
ら
改
善
し
て
い
る
。

現
在
は
ロ
ー
カ
ル
М
ａ
ａ

Ｓ
（
統
合
型
移
動
サ
ー
ビ

ス
）
の
構
築
を
実
践
し
、

地
域
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

事
業
者
、
鉄
道
事
業
者
の

間
で
横
断
的
な
利
用
に
尽
力
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

会
津
若
松
市
で
は
こ
の
よ
う
に
様
々
な

主
体
が
活
動
を
実
践
し
て
い
る
。
自
立
分

散
社
会
と
は
地
方
の
自
立
以
上
に
、
個
人

や
組
織
が
自
立
し
て
分
散
し
て
主
体
的
に

活
動
し
て
い
る
。
様
々
な
主
体
が
折
り
重

な
る
こ
と
で
、
自
立
で
き
な
い
人
た
ち
も

取
り
残
さ
な
い
社
会
。
様
々
な
主
体
が
対

話
し
て
緩
や
か
に
つ
な
が
る
良
い
土
に
対

し
て
、
シ
ー
ズ
（
種
）
と
呼
ば
れ
る
技
術

が
植
え
ら
れ
、
花
が
咲
こ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

地方創生実践塾（福島県会津若松市）の概要

テーマ「ICTを活用したスマートシティの推進」

主任講師：会津大学産学イノベーションセンター客員准教授　藤井 靖史 氏
11月 13日（金）
アイスブレイク、ワークショップ 
「10 年後、20 年後を考え、どういうアクションが必要なのか？」
進行：藤井 靖史 氏

講義①「『スマートシティ会津若松』の歩みと目指す姿」
講師：会津若松市企画政策部副参事　川上 慎史 氏

講義②「Smart City による自立分散社会の実現」
講師： アクセンチュア株式会社ビジネス コンサルティング本部 

マネジング・ディレクター　藤井 篤之 氏
講義③「海外事例から学ぶスマートシティのポイント」 
講師：三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング専務執行役員　南雲 岳彦 
氏

講義④「スマートシティのアプリケーション事例、ローカルMaaS を例に」
講師：株式会社デザイニウム代表取締役　前田 諭志 氏

グループワーク
発表・講評

ワークショップでの発表の様子

集合写真
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地域づくり は人づくり

神
戸
市
の
人
材
育
成

―
職
員
研
修
所
の
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

職
員
に
対
す
る
人
材
育
成
研
修
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
か
ら
業
務
改
善
事
例
を
募
集
し
、
そ
れ

を
審
査
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
た
な
業
務

と
し
て
、
人
事
委
員
会
事
務
局
と
人
事
課
、
職
員
研
修
所

で
「
採
用
育
成
チ
ー
ム
」
を
編
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

採
用
活
動
は
人
事
委
員
会
事
務
局
、
採
用
後
の
研
修
は
職

員
研
修
所
、
配
属
先
の
選
定
は
人
事
課
、
と
い
う
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
採
用
か
ら
入
職
後
の
育
成
ま
で
を
一
元
的
に
行

う
こ
と
で
、
よ
り
優
秀
な
人
材
の
獲
得
、
育
成
に
戦
略
的

に
取
り
組
む
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
職
員
研
修
所
で
は
新
た

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
リ
ク
ル
ー
タ
ー
制
度
の
運
用
な

ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
彩
な
研
修
メ
ニ
ュ
ー

―
新
規
採
用
職
員
の
育
成
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
規
採
用
職
員
に
は
、
入
職
前
の
２
月
ご
ろ
か
ら
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
神
戸
市
関
係
施
設
へ
の
訪
問
や
、

地
方
自
治
法
・
地
方
公
務
員
法
な
ど
法
律
の
知
識
を
早
い

段
階
か
ら
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
課
題
を
与
え
て
い

ま
す
。
入
職
後
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
市
政
全
般
に
つ

い
て
の
座
学
を
お
お
む
ね
20
日
間
ほ
ど
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
職
場
体

験
実
習
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
配
属
先
以
外

の
職
場
を
５
箇
所
×
２
日
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
務
し

て
も
ら
う
実
習
で
あ
り
、
役
所
内
に
は
様
々
な
業
務
が
あ

る
こ
と
を
直
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
ま
し
た
。

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
、
イ
メ

ー
ジ
が
湧
き
や
す
く
す
る
た
め
の
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
に
は
あ
ま
り
な
い
試
み
と
し
て
、
新
聞
紙
を

読
む
習
慣
づ
け
を
行
う
た
め
、
新
聞
紙
の
購
読
研
修
を
令

和
元
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
全
国
紙
＋
地
方
紙
か
ら

各
自
が
１
紙
選
び
、
１
年
間
研
修
費
で
購
読
し
ま
す
。

新
聞
を
購
読
す
る
と
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
は
ク
リ
ッ

ク
し
な
か
っ
た
よ
う
な
記
事
も
紙
面
で
は
自
然
に
目
に
入

っ
て
く
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
興
味
の
な
か
っ
た
様
々
な
記

事
を
幅
広
く
読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
情
報

収
集
能
力
が
磨
か
れ
る
と
と
も
に
、
記
事
の
論
理
的
な
文

書
構
成
か
ら
読
み
・
書
き
と
い
っ
た
文
章
力
を
養
う
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
も
な
り
ま
す
。

近
年
、
文
章
を
書
く
こ
と
を
苦
手
と
す
る
若
手
職
員
が

多
い
た
め
、
文
章
力
や
論
理
的
思
考
力
を
養
う
た
め
の
研

修
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
市
民
に
簡
潔
で
わ
か
り
や

す
い
文
章
で
伝
え
る
こ
と
は
職
員
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

の
一
つ
だ
か
ら
で
す
。

―
今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
枠
の
採
用
職
員
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
枠
採
用
と
し
て
６
人
の

職
員
を
迎
え
ま
し
た
。
一
口
に
「
デ
ザ
イ
ン
」「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
」
と
い
っ
て
も
様
々
で
、
中
に
は
音
大
や
芸
大
出

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
様
々
な
方
を
取
材
し
、
熱
い
思

い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回

は
、
神
戸
市
行
財
政
局
職
員
研
修
所
の
三
和
田
智
子
所
長

と
出
石
直
史
副
所
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

チャレンジ精神、リーダーシップ、
デザイン力を持った職員に

神戸市行財政局職員研修所

出石 直史 副所長

◉三和田 智子 氏プロフィール
1993年神戸市採用。2012年課長昇任、保健
福祉局で地域医療の推進、救急医療体制の確
保、救急安心センター（♯7119）の立ち上
げ、医療介護連携の推進に尽力。2019年部長
昇任、職員研修所所長に就任。

◉出石 直史 氏プロフィール
1994年神戸市採用。2014年課長昇任、外郭団
体へ出向、客船誘致やイベント、ポートタワー
運営など港湾振興、公立保育所57か所の運営
統括に尽力。2019年職員研修所副所長に就任。

神戸市行財政局職員研修所

三和田 智子 所長
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身
者
も
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
広
報
、
区
役
所
の
ま
ち
づ
く

り
や
、
官
民
連
携
の
担
当
部
署
な
ど
に
配
属
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
し

て
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
勤
め
て
い
た
専
門
人
材
を
非
常
勤

と
し
て
採
用
し
、「
外
部
」
か
ら
刺
激
を
取
り
入
れ
て
き

ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
枠
採
用
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
は
「
内
部
」
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を

取
り
入
れ
、
職
員
に
定
着
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

役
所
で
は
、
似
た
よ
う
な
人
材
を
採
用
し
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
に
は
、
周
り
と
同
じ
よ
う
な
仕
事

を
す
る
の
で
は
な
く
、「
尖
っ
た
」
人
材
と
し
て
周
り
に

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
働
き
方
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

神
戸
市
の
目
指
す
「
職
員
像
」

―
若
手
職
員
へ
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

神
戸
市
で
は
、「
神
戸
市
人
材
育
成
基
本
計
画
」
で
三

つ
の
目
指
す
べ
き
職
員
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
デ
ザ
イ
ン
力
（
創
造
力
）

で
す
。
こ
の
三
つ
を
有
す
る
職
員
を
育
成
す
る
た
め
、
各

種
人
材
育
成
の
研
修
や
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
神
戸

市
の
特
徴
的
な
研
修
・
制
度
を
三
つ
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
レ
ッ
ツ

リ
サ
ー
チ
研
修
」
で
す
。
若
手
職
員
が
、
グ
ル
ー
プ
を
組

み
、
関
心
の
あ
る
行
政
課
題
を
自
分
た
ち
で
決
め
、
他
都

市
の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
、
最
終
的
に
そ
の
成
果
を

発
表
し
て
も
ら
う
研
修
で
す
。
若
手
職
員
の
う
ち
は
他
都

市
に
視
察
に
行
く
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
毎
年
応
募

の
多
い
人
気
研
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
部
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
招
き
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
研
究
内
容
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
、
企
画
力
や
政
策
立
案
力

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
公

共
政
策
を
学
ぶ
た
め
に
国
内
や
海
外
の
大
学
院
へ「
職
務
」

と
し
て
派
遣
す
る
制
度
で
す
。
対
象
は
採
用
３
年
目
か
ら

35
歳
未
満
の
若
手
職
員
で
す
。
国
内
の
派
遣
先
は
、
京
都

大
学
公
共
政
策
大
学
院
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
、
政
策

研
究
大
学
院
大
学
の
３
カ
所
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
派
遣
期
間
は
１
〜
２
年
で
す
。

海
外
の
派
遣
先
は
、
指
定
さ
れ
た
大
学
院
で
は
な
く
、

希
望
者
が
自
ら
選
定
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
最
長
２
年
の
派

遣
期
間
で
学
び
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。
職
務
と
し
て
の

派
遣
の
た
め
、費
用
は
全
て
研
修
所
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
２
人
を
国
内
の
大
学
院
へ
派
遣
し
て

い
ま
す
。
海
外
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
来
年
度
実
施
予
定
で
す
。

最
後
に
、
自
己
啓
発
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
神

戸
市
で
は
、
業
務
上
重
点
的
に
取
得
し
て
も
ら
い
た
い
資
格

を
22
項
目
定
め
、
そ
の
取
得
に
か
か
る
学
習
費
や
受
験
料

な
ど
の
費
用
助
成
を
手
厚
く
行
っ
て
い
ま
す
。
最
も
特
徴

的
で
あ
る
の
が
、一
級
建
築
士
の
資
格
に
対
す
る
助
成
で
す
。

一
級
建
築
士
の
資
格
保
有
者
が
非
常
に
少
な
く
、
こ
の

ま
ま
で
は
今
後
の
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
資
格
取
得
に
か
か
る
費
用
を
上
限

１
０
０
万
円
で
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。
合
格
す
る
こ
と

を
条
件
に
助
成
さ
れ
る
制
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

資
格
取
得
に
向
け
20
人
ほ
ど
が
励
ん
で
い
ま
す
。
取
得
の

難
し
い
資
格
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
毎
年
数
名

が
合
格
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
若
手
職
員
に
は
特
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
ら
手
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
何
事
に
も
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と

も
職
員
研
修
所
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
員
研
修

所
の
業
務
は
、
す
ぐ
に
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
わ
け
で
は
な
く
、ま
た
成
果
が
形
に
見
え
づ
ら
い
た
め
、

試
行
錯
誤
し
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇

神
戸
市
で
は
、
組
織
で
職
員
を
育
て
る
意
識
も
高
く
、

新
規
採
用
職
員
を
迎
え
る
た
め
の
指
導
者
養
成
研
修
や
、

初
め
て
部
下
を
持
つ
こ
と
に
な
る
係
長
級
職
員
に
対
す
る

細
や
か
な
研
修
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。組
織
的
に「
人

材
育
成
」
に
取
り
組
む
神
戸
市
に
今
後
も
注
目
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

取材の様子
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第２回 地域プロモーション大賞
一般財団法人地域活性化センターでは、地域の魅力を国内外に発信する広報PR活動の一助とするために、
地域プロモーション事業の推進を行っています。その一環として、令和元年度より、優れたPR動画やパンフ
レットを表彰する「地域プロモーション大賞」を実施しています。
このたび、第２回の各賞が決定しましたのでご報告いたします。大賞に輝いたのは、次のとおりです。

・ふるさと動画大賞………………青森県弘前市　「101回目への弘前公園の桜（2020）」

・ふるさとパンフレット大賞……愛媛県宇和島市「宇和島本」

なお、大賞受賞団体の表彰式を2021年2月に都内にて開催予定です。

受賞団体コメント
このたびは、「第 2回ふるさと動画大賞」の大賞という大変
名誉ある賞を賜り、誠にありがとうございます。青森県弘前
市は「お城とさくらとりんごのまち」として親しまれ、春の
弘前公園は全国的な桜の名所として知られていますが、残念
ながら 100回目を数える「弘前さくらまつり」は、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止の観点より、第二次世界大戦の
影響があった 1944 ～ 1946 年以来の中止となりました。今
回の動画はwith コロナ時代のプロモーションとして、市民を
はじめ県内外の方々へ映像を通して弘前公園の桜をお楽しみ
いただきたいと制作したものです。今春こそ、弘前の桜をご
覧いただきたいと心より願っております。

動画の注目ポイント
誰もいない公園で、はかなくも豪快に舞い散る桜吹雪をぜひ
ご覧ください！（２分 55 秒～）

大賞 青森県弘前市　《101回目への弘前公園の桜（2020）》

●審査委員
委員長
箭内 　道彦 氏（クリエイティブディレクター）

委員
秋吉 久美子 氏（女優）
木川 　剛志 氏（和歌山大学観光学部 教授）
松原 　　亨 氏（株式会社マガジンハウス コロカル編集部 編集長）
谷中 　修吾 氏（一般社団法人INSPIRE 代表）
北村  潤一郎（一般財団法人地域活性化センター 常務理事）

●箭内道彦委員長の総評
昨年より高いレベルの作品が集まりました。どのふるさとにも共通する魅力で競うのではなく、それぞれの地域がそれぞれそこに
しかないものに、耳を澄ませ、胸を張り、趣向を凝らす、そんな動画と多く出会えました。
グランプリの弘前市は、コロナ禍に訪れることのできない無人の光景を、圧倒的に美しい映像と編集で、迎えられなかった側の思
いと願いを、観る側の想像力とともに伝えた、今を生きる命のメッセージです。長尺なのに一度も目が離せない。見事でした。
優秀賞の小城市は、音に着想するという発見が大変素晴らしかった。映像のクオリティも高い。グランプリの弘前市もそうですが、
ナレーションが一切ない。寡黙という雄弁に強く惹き込まれました。
一方で、まだまだたくさんの地域が、音楽も映像も構成も、どこかの焼き直しのような動画を作ってしまっていて、機能を果たせ
ていない。いろんな意味でもったいなかったです。

募集テーマ：「会いにいけなくても繋がれる　地域プロモーション動画」　　応募数：125点

地域プロモーション大賞　動画部門　第2回 ふるさと動画大賞

左
上
か
ら
箭
内
、
秋
吉
、
木
川
、

左
下
か
ら
松
原
、
谷
中
、
北
村
各
氏
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《大賞》青森県弘前市
101 回目への弘前公園の桜（2020）

《優秀賞》佐賀県小城市
小城のおと

《箭内道彦賞》東京都品川区
品川海苔 PR 動画

《秋吉久美子賞》東京都墨田区
人と人とのつながりを未来へ ～駄菓子屋編～

《木川剛志賞》栃木県佐野市
MY CITY

《松原亨賞》宮崎県串間市
温故知新 ～夢は､ 南の果てにある｡ ～

《谷中修吾賞》鹿児島県指宿市
読めない、指宿

《地域活性化センター賞》広島県廿日市市
はつかいち物語「愛の取調べ室」

入 賞 作 品 一 覧
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募集テーマ：「わくわく　ドキドキ！　わたしのまちの魅力発信」　　応募数：107点

地域プロモーション大賞　パンフレット部門　第8回 ふるさとパンフレット大賞

受賞団体コメント
このたびは、大変光栄な賞をいただき、誠にありがとうございます！
「宇和島の魅力がわかりやすく伝わること」「宇和島に行ってみたいと思えるもの」をコンセプトに制作い
たしました。地域外からの誘客促進だけでなく宇和島市民にも長く愛されるために、奇をてらったものよ
りも正統派の構成で進めました。写真にこだわってビジュアルを重視し、「まちの魅力が感じられる」も
のへと仕上げることができ、正統派でありながら、手に取って見てみたい！より知りたい！とイメージの
連鎖を本パンフレットに生み出すことができました。
宇和島市民の方々からの反応が大変好評で、担当としてはそれが一番うれしいです！自分のまちを自慢で
きるツールとしてぜひ使っていってもらいたいと思っています。
最後になりますが、「宇和島本」制作に携わっていただいた多くの方々に感謝を申し上げたいと思います。
いろいろ書きましたが、とにかく一度手に取って読んでみてくださいっ！

大
賞
愛
媛
県
宇
和
島
市

《
宇
和
島
本
》

●審査委員
委員長
南　 伸坊 氏（イラストレーター）

委員
楓 　千里 氏（國學院大學研究開発推進機構 教授）
パックン 氏（お笑いコンビ パックンマックン）
マックン 氏（お笑いコンビ パックンマックン）
北村 潤一郎（一般財団法人地域活性化センター 常務理事）

●南伸坊委員長の総評
奇抜で思わず手に取る、元気で楽しそうなビジュアル、手作り感のあふれる親しみの持てるデザイン…と毎年、それぞれ工夫のあ
るパンフレットを見てきました。
今年の傾向は、オーソドックスに美しいデザインと作り込まれた内容のものが、最終選考に残りました。
大賞の「宇和島本」は表紙に目次とそれぞれのビジュアルを配して、興味をそそる。オーソドックスでありながら、内容にも魅力
があり、全てにわたってバランスがいい。
優秀賞の「わたしは、小豆島。」は、素気ないほどシンプルな表紙をめくると、小豆島の「宝物」がギッチリつまって、よく作り
込まれています。表紙との落差が戦略的です。

左からマックン、パックン、北村、南、楓各氏
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入 賞 作 品 一 覧

問い合わせ先
一般財団法人地域活性化センター　情報・広報グループ　広報室　石原、柏木
電話：03-5202-6137　メール：kouhou@jcrd.jp

地域プロモーション大賞
受賞結果はこちら！

《マックン賞》北海道北見市
北見焼肉指南

～焼肉といえば北見でしょ。～

《地域活性化センター賞》京都府福知山市
明智光秀からの

「謀反のお知らせハガキ」

《大賞》愛媛県宇和島市
宇和島本

《優秀賞》香川県小豆島町
わたしは、小豆島。

《パックン賞》埼玉県越谷市
こしがやエモいマップ

《楓千里賞》東京都東大和市
デザインマンホール設置マップ

《南伸坊賞》栃木県栃木市
地と

《特別賞》新潟県南魚沼市
南魚沼産コシヒカリ農 /
KNOW THE FUTURE
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喜
多
方
市
は
、
福
島
県
の
北
西
部
、
会
津
盆
地
の
北
部
に
位
置

し
、
札
幌
・
博
多
と
並
び
日
本
三
大
ラ
ー
メ
ン
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
る
「
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
」
の
ま
ち
で
す
。
全
国
５
位
の
作
付
面

積
を
持
つ
「
そ
ば
の
さ
と
」
や
、
美
し
く
静
か
な
ま
ち
並
み
に
白

漆し
っ

喰く
い

や
黒
漆
喰
で
造
ら
れ
た
重
厚
な
蔵
が
約
４
０
０
０
棟
点
在
す

る
「
蔵
の
ま
ち
」
も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
年
間
約
１
８
０
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
る
「
観
光
都
市
」
と
し
て
も
定
着
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
東
北
最
大
級
の
ひ
ま
わ
り
畑
な
ど
季
節
ご
と
の
花

が
咲
き
誇
る
三
ノ
倉
高
原
花
畑
、
日
中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者
道

の
日
本
最
大
級
の
し
だ
れ
桜
並
木
、
日
本
屈
指
の
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の

群
生
地
に
代
表
さ
れ
る
花
々
、
飯
豊
連
峰
か
ら
の
豊
か
な
伏
流
水

と
肥
沃
な
土
壌
に
よ
り
生
ま
れ
る
日
本
酒
や
米
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

な
ど
、
当
市
の
豊
か
な
「
地
域
資
源
」
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
市
と
相
互
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
千

葉
県
市
川
市
と
は
、
喜
多
方
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
市
川
市
の
特
産
品

で
あ
る
梨
や
乾
海の

苔り

を
取
り
入
れ
た
給
食
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
合

う
「
学
校
給
食
食
育
交
流
事
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
市
の
人
口
は
、
合
併
当
初
の
約
５
万
６
０
０
０
人
か
ら
現
在

は
約
４
万
６
０
０
０
人
と
、
14
年
余
り
で
約
１
万
人
減
少
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、社
会
経
済
情
勢
が
急
速
に
変
化
し
、市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
も
進
む
中
、
画
一
的
な
行
政
運
営
で
の
対
応
が
困
難

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
と
行
政
が
互
い
に
知
恵
と

強
み
を
出
し
合
い
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
持
続
性
の

高
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

当
市
で
は
、
平
成
29
年
に
「
喜
多
方
市
自
治
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
や
協
働
の

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
行
う
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
事
業
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
創
設
な
ど
、
地
域
の
特
性
や

地
域
資
源
を
活
か
し
つ
つ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を
地
域
振
興
や
観
光
・
産
業

振
興
な
ど
に
領
域
横
断
的
に
活
用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
べ
く
、
柔
軟
で
創
造
的
な
発
想
の
も
と
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
夢
と
希
望
が
持
て
る
、
ぬ
く
も
り

あ
る
文
化
芸
術
創
造
都
市
と
し
て
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
は
、
農
業
や
観
光

業
な
ど
の
地
域
産
業
や
市
民
の
暮
ら
し
を
は
じ
め
、
様
々
な
面
で

甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
社
会
の
在
り
方
に
対

す
る
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
新
し
い
働

き
方
・
暮
ら
し
方
が
模
索
さ
れ
、
地
方
へ
の
移
住
や
二
地
域
居
住

へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
る
中
、
地
域
が
生
き
抜
く
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
国
内
回
帰
」「
田
園
回
帰
」「
人
間
回
帰
」
で
あ
り
、

今
こ
そ「
中
央
集
権
か
ら
地
方
分
権
」「
一
極
集
中
か
ら
多
極
分
散
」

と
い
う
考
え
方
の
転
換
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

我
々
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
十
分
な
感
染
症
対
策
は
大
前

提
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
構
造
の
変
化
へ
的
確
に
対

応
し
な
が
ら
先
人
の
知
恵
や
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
柔
軟

な
発
想
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
夢
と
希
望
が
持
て
る
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
〝
わ
く
わ
く
〞
す
る
喜
多
方
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
誠
心
誠
意
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福島県喜多方市長 遠藤　忠一

“わくわく”する
喜多方の創造に向けて
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表
紙

春
を
呼
ぶ「
お
ぢ
や
風
船
一
揆
」

特　集 テレワークを活用した関係人口の創出

2２０２１-

1 巻頭エッセー／和歌山県から全国へ発信するワーケーションの可能 性 仁坂吉伸（和歌山県知事）

（
新
潟
県
小
千
谷
市
）

新
潟
県
小
千
谷
市
は
、
日
本
一
の
大
河
・
信
濃
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
が
特
徴
的
な
田
園
工
業

都
市
で
す
。
雪
深
い
地
域
で
も
あ
り
、
信
濃
川
や
雪
の

恩
恵
か
ら
得
ら
れ
る
水
資
源
を
利
用
し
た
錦
鯉
や
小
千

谷
縮
は
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
市
の
特
産
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
に
開
催
さ
れ
る
お
ぢ
や
ま
つ
り
、
９
月
に
開
催

さ
れ
る
片
貝
ま
つ
り
で
は
多
く
の
花
火
が
上
が
り
、
特

に
片
貝
ま
つ
り
で
は
、
世
界
最
大
級
の
四
尺
玉
を
打
ち

上
げ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
で
45
回
目
を
迎
え
る
冬
の
小
千
谷
の
名
物

「
お
ぢ
や
風
船
一
揆
」
は
、
小
千
谷
に
春
を
呼
ぶ
風
物

詩
で
す
。
今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
無
観
客
に
よ
る
競
技

フ
ラ
イ
ト
の
み
の
縮
小
開
催
（
２
月
20
、
21
両
日
）
と

な
り
ま
す
が
、
競
技
大
会
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
配
信
い
た

し
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
フ
ラ
イ
ト
の
様
子
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
天
候
や
積
雪
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
小
千
谷
観
光
協
会

（
０
２
５
８
‐
８
３
‐
３
５
１
２
）

（
写
真
提
供
＝
小
千
谷
観
光
協
会
）
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2 関係人口を生み出すワーケーション 2.0 に向けて 松下慶太（関西大学
社会学部 教授）

6 三重県伊勢市 クリエイターの感性で魅力を発見・発信 谷川槙菜

8 長崎県壱岐市 テレワーク活用し人と企業が集まる島に！ 篠原一生

10 ワーケーションを活用した関係人口創出の可能性と課題 田中　敦（山梨大学大学院生命環境学域　社会科学系長
生命環境学部地域社会システム学科長　教授）

基調論文

基調論文

地域づくりの現場から
NPO法人アレルギーを考える母の会　神奈川県横浜市
アレルギー疾患対策通して地域づくり

園部まり子

“ がんばる地域 ”応援事業　沖縄県久米島町
島の仕事は、島内で受ける

島袋陽子

地方創生実践塾　京都府宇治市
つながりをデザインする方法

森　正美

地方創生実践塾　福島県会津若松市
ＩＣＴを活用したスマートシティの推進

藤井靖史

地域づくりは人づくり
チャレンジ精神、リーダーシップ、
デザイン力を持った職員に

三和田智子、出石直史

第２回 地域プロモーション大賞

首長の思い

“わくわく”する喜多方の創造に向けて
 遠藤忠一（福島県喜多方市長）

●北海道北見市 人材回帰の「サケモデル」でＩＴ企業誘致 松本　武
●秋田県仙北市 プロの俳優陣による人材育成プログラム 今村晋介
●宮城県女川町 地方課題を解決する活動人口創出事業 後藤大輝
●新潟県妙高市 ワーケーションによる人の流れの創出 柳内陽子
●長野県富士見町 テレワーク施設からコネクティブ・ワーク・スペースへ 雨宮陽一
●和歌山県 和歌山県におけるワーケーションの推進 桐明祐治
●島根県松江市 「松江にしかない魅力」を徹底的に追求 田窪大樹
●徳島県美波町 様々な「人財」が集う町に 鍜治淳也
●福岡県うきは市 遊休施設活用からワーケーション推進へ 大久保翔
●沖縄県 沖縄が目指すワーケーションの世界 鶴見有衣
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 表3 手前みそですが… 【鹿児島県錦江町】

色とりどりのバルーンが
冬の空を彩る

錦江町

鹿
児
島
県

264

錦江町は鹿児島県の大隅半島中南部に位置し、西側は鹿児島湾
（錦江湾）に面しており、南側には九州本島最南端の佐多岬

（南大隅町）があります。
大隅海峡を流れる黒潮の影響を受け、高温多湿の気象条件にある

一方、沿岸部と内陸部では大きな標高差があり、南国的な気候（無
霜地域）の海浜地域から、積雪がみられる内陸部の山間地域まで存
在し、一つの町で山から海までそろうところから、日本の縮図と呼ば
れることもあります。
起伏に富んだ地形には、雄川（花瀬川）と神ノ川の二つの２級河

川が流れ、四季折々の豊かな景色を楽しめます。また、稲尾岳周辺
の照葉樹林は、国の天然記念物として自然環境保全地域等の指定を
受けています。
春は花瀬公園での桜まつり、夏は神川海岸でのレゲエ、冬は宿利
原での大根やぐらライトアップなど、多彩なイベントも魅力です。

█照葉樹の森
稲尾岳、木場岳一帯の、タブノ
キ、イスノキ、アカガシが原生
の姿をとどめている西日本最大
級の照葉樹林。希少な生き物や
植物の宝庫

海
と
川
と
照
葉
樹
の
町

█竹皮弁当
高菜のおにぎりや煮しめなど素朴な昔な
がらの料理を竹皮に包んだお弁当

█花瀬川の石畳
島津のお殿様が愛した地。川床はおよそ
２㌔にわたって千畳敷の石畳が敷かれ景
観は壮大。春には川沿いの桜が咲き誇り　
花瀬公園まつりの会場となる

█道の駅「錦江にしきの里」
地元で生産した野菜、加工グループが作る
惣菜など新鮮な特産品を取りそろえている

█神川大滝
落差25㍍幅30㍍で水量が多く迫力満点！
瀑布からの自然のミストが心地良い

█神川キャンプ場
錦江湾越しに桜島と開聞岳が同時に眺望
できる。目前の神川海岸での影絵アート
はインスタ映え間違いなし

█宿利原大根やぐらライトアップ
高さ７㍍、長さ50㍍の巨大な大根やぐら
は錦江町の冬の風物詩。白い大根やぐら
が色鮮やかなライトアップに照らされ幻
想的
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テレワークを活用した関係人口の創出

秋田県仙北市（p８-９）
子どもは田舎体験、親はテレワーク体験ができる「あきた・いな
か学校withワーケーション」

2
北海道北見市（p６-７）

首都圏から多くの人が北見に来てテレワークを体験
1

長野県富士見町（p14-15）
サテライトオフィス用の個室やコワーキングスペースなどを備え
た「森のオフィス」でセミナー開催

5
三重県伊勢市（p16-17）

調理製菓専門学校の授業にシェフが飛び入り参加
6

1

2

3

5

4 宮城県女川町（p10-11）
創業本気プログラム ケーススタディの様子
3

新潟県妙高市（p12-13）
「herethere」の開発チームによるトライアルツアー
4

め
る
礎
が
築
か
れ
て
い
く
。

現
在
、
こ
う
し
た
関
係
人
口
案
内
人
の
重
要
性
が
急
速
に

注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
の
役
割
を
担
う

こ
と
は
、
都
心
・
大
企
業
勤
務
型
の
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
と
、

地
元
地
域
の
熟
知
と
深
い
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
全
く
異
な
る
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
と
地
域
を
つ
な
ぐ
と

い
う
点
で
非
常
に
難
し
く
、
簡
単
に
育
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
他
方
、
た
だ
単
に
来
訪
者
が
増
え
る
だ
け
で
は
、
真
の
関

係
人
口
の
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
の
極
め
て
属
人
的
な

課
題
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
く
か
は
、
今
後
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
受
け
入
れ
地
域
の
成
否
に
か
か
わ
る
重
大
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

⑶
行
政
の
役
割
と
民
間
と
の
役
割
分
担

下
田
市
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
に
は
、
行
政
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
市
産
業
振
興
課
の
樋
口
有
二

課
長
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。

下
田
市
は
関
係
人
口
の
創
出
・
増
加
、
空
き
家
等
の
活
用
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
掘
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
等
を
目

的
に
、
株
式
会
社LIFU

LL

と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
こ
れ
は
「
人
こ
そ
が
第
３
の
黒
船
」
と
と
ら
え
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
を
育
て
、
ド
ロ
ー
ン
・
Ａ
Ｉ
、
そ
の
他
ウ
ェ

ブ
関
連
等
の
ス
キ
ル
に
た
け
た
人
た
ち
を
含
め
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
通

じ
て
様
々
な
人
た
ち
が
下
田
に
来
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ

れ
は
、
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ェ
ア
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
を
広
げ
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
樋

口
氏
の
思
い
に
つ
な
が
り
、
地
元
の
企
業
や
住
民
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
は
産
業
振
興
・
産

業
労
働
系
を
中
心
に
、観
光
系
、人
口
対
策
系
、環
境
系
と
様
々

な
部
門
横
断
的
な
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
調
整
を
う
ま

く
行
う
こ
と
が
で
き
ず
事
業
が
ス
タ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
、
樋
口
氏
は
多
方
面
に
わ
た
る
行

政
と
の
戦
略
的
な
連
携
、
調
整
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
企

業
や
産
業
界
と
も
し
っ
か
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
着
実
に

成
果
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

他
方
、
美
馬
市
に
お
い
て
は
前
述
の
柴
田
、
中
川
両
氏
を

中
心
に
民
間
企
業
が
大
き
な
推
進
力
と
な
り
、
人
を
引
き
付
け

る
磁
場
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

先
進
県
で
あ
る
徳
島
県（
西
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
観
光
部
）

や
美
馬
市
と
も
連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、
協
働
と
す
み
分
け

を
進
め
て
い
る
。

下
田
市
役
所
樋
口
有
二
課
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

https://note.com
/lacom

m
ons/n/nd32e460241bd

⑷
今
後
の
環
境
の
変
化
と
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
て

ほ
ん
の
１
年
前
ま
で
知
る
人
ぞ
知
る
、
で
あ
っ
た
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
認
知
度
は
８
割
を
超
え
、
２
０
２
１
年

の
ブ
レ
ー
ク
を
あ
お
る
報
道
も
出
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
施
設
や
設
備
な
ど
「
ハ
コ
も
の
」
が
揃
え
ば
あ
る
程

度
自
然
に
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
が
増
え
る
、
と
楽
観
的
に
考
え
て
い

る
地
域
も
中
に
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
現
実
は
そ
う
甘
い
も
の

で
は
な
い
。

ま
ず
、
大
企
業
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の

導
入
と
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の
背
中
を
押
す
組
織
風
土

づ
く
り
を
ど
こ
ま
で
推
進
で
き
る
の
か
。

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
既
に
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業

は
全
体
の
１
割
に
満
た
ず
、
ま
た
次
年
度
以
降
の
導
入
を
積
極

的
に
進
め
よ
う
と
い
う
企
業
も
３
割
程
度
と
い
う
結
果
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
制
度
が
あ
っ
て
も
、
取
得
し
に
く
い
職
場
の
ま

ま
で
は
な
か
な
か
前
に
は
進
ま
な
い
。

次
に
、
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
く
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
多
様
な
志
向
性
へ
の
対
応
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
は
い
わ
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

層
や
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
層
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
裾
野
が

広
が
る
こ
と
で
、
レ
イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
層
ま
で
一
気
に
拡

大
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
従
来
の
利
用

者
と
の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
、
双
方
の
タ

イ
プ
と
も
に
満
足
度
が
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
側
か
ら
は
よ
く
「
熱
心
な
関
係
人
口
を
増
や

す
こ
と
で
、
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
声

を
聞
く
が
、
来
訪
者
が
増
え
れ
ば
自
然
に
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
企
業
や
都
心
で
働
く
社
員
等
と
連

携
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
課
題
解
決
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
場
合
、
そ
の
成
否
は
マ
ッ
チ
ン
グ
や
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
の
妙
が
決
め
手
と
な
る
。

関
西
大
学
の
松
下
慶
太
教
授
に
よ
れ
ば
、
地
域
側
と
企
業

側
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
う
ま
く
い
く
た
め
に
は
、「
他
律
人

材
」「
自
律
人
材
」
と
い
う
双
方
の
当
事
者
の
人
材
と
し
て
の

自
律
性
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果
が
大
き
く
異
な

る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
が
本
気
で
都
心
の
企
業
と
コ
ラ
ボ
し

て
関
係
人
口
増
加
を
目
的
と
し
た
共
創
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
側
も
本
気
で
「
自
律
人
材
」

を
集
め
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
受
け
入
れ
側
の

行
政
も
意
識
改
革
、
働
き
方
改
革
へ
の
覚
悟
が
必
至
と
な
る
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
は
矛
先
が
異
な
る
が
、
今
後

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
整
備
や
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
を

検
討
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
数
年
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
も
視
野

に
入
れ
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
観
光
に
お
け
る
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ド
は
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
を
維
持
し
な
が
ら

い
か
に
訪
日
観
光
客
４
０
０
０
万
人
を
２
０
２
０
年
に
達
成
す

る
か
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
予

断
を
許
さ
ず
、
す
ぐ
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
戻
っ
て
こ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
在
宅
勤
務
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
世
界

中
で
一
斉
に
起
き
た
現
象
で
あ
り
、
そ
う
し
た
働
き
方
を
可
能

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
仕
事
の
仕
方
は
既
に
定
着
期
に
入
り
つ
つ

あ
る
。
近
い
将
来
、
急
増
し
た
「
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
を

実
践
す
る
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
訪
問
が
絶
え
な
い
、
バ
リ

島
の
ウ
ブ
ド
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
「
ノ
マ
ド
ワ

ー
カ
ー
の
聖
地
」
と
な
る
地
域
が
、
日
本
国
内
に
い
く
つ
も
現

れ
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
。

松
下
慶
太
２
０
２
０
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
律
人
材
か
ら
考
え
る
」

https://note.com
/m
atsulab/n/n75efb9a32652

）
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島根県松江市（p20-21）
プログラム参加者と地域のプレーヤーとの交流会
8

和歌山県（p1�-1�）
親子ワーケーション　昨年の第２回開催には首都圏から８組の家
族が参加

7

長崎県壱岐市（p26-27）
「“えん”を育む壱岐なワーケーション」で手ぶら海釣り体験
11

沖縄県（p2�-2�）
コワーキング施設運営者集合！
（場所：沖縄市スタートアップカフェ・ラグーン）

12

5

4

6
7910

12

8
11

徳島県美波町（p22-23）
サテライトオフィスを構える
サイファー・テックの社員らが
田植えを体験

9

福岡県うきは市（p24-25）
合宿型ワークショップの風景。うきは市内の様々なスポッ
トを視察した後、ワークショップ形式で議論

10



特 集
広
が
る
テ
レ
ワ
ー
ク
と
Ｗ
Ｆ
Ｘ

２
０
２
０
年
初
頭
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の
働
き
方
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
と
り
わ
け
４
月
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で

は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
除
い
て
オ
フ
ィ
ス
に

出
勤
せ
ず
に
自
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
Ｗ
Ｆ
Ｈ
（W

ork 
from

 H
om
e

）
が
急
速
に
広
が
っ
た
。
パ
ー
ソ
ル
総
合
研

究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
同
年
３
月
の
時
点
で
正
社
員
の

テ
レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）の
実
施
率
は
13
・２
％
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
初
め
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
人
は
47
・
８

％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
以
降
で
は
テ
レ

ワ
ー
ク
実
施
率
が
27
・
９
％
、
そ
の
う
ち
初
め
て
テ
レ
ワ

ー
ク
を
実
施
し
た
人
は
68
・
７
％
と
な
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
オ

フ
ィ
ス
へ
の
通
勤
も
戻
っ
て
い
っ
た
。
今
後
は
感
染
の
状

況
を
考
慮
し
つ
つ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
オ
フ
ィ
ス
勤
務
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
働
き
方
が
存
在
感
を
増
し
て
く
る

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
働
き
方
は
自
宅
・
オ
フ
ィ
ス
だ

け
で
は
な
く
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
そ
し
て
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
地
域

も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
働
く
Ｗ
Ｆ
Ｘ

（W
ork from

 X

）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
展
開

こ
れ
ま
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な
ど
働
く
場
所

に
合
わ
せ
て
働
き
方
が
規
定
さ
れ
る
Ｐ
Ｂ
Ｗ
（Place 

Based W
orkstyle

）
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し

２
０
０
０
年
代
半
ば
以
降
、
モ
バ
イ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

発
展
に
よ
り
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
働
く
場

所
を
選
ん
だ
り
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
り
で
き
る
Ｓ
Ｂ
Ｗ

（Style Based W
orkplace

）
の
時
代
へ
と
変
容
し

つ
つ
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
も
Ｓ
Ｂ
Ｗ

の
視
点
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
関
係
人
口
の
創
出

関
係
人
口
を
生
み
出
す
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
２・０
に
向
け
て

―
地
域
間
の
「
競
争
」
か
ら
、
特
色
活
か
し
た
「
共
創
」
へ
―

松
下
　
慶
太

関
西
大
学
社
会
学
部
教
授

筆者プロフィール

松下 慶太氏
（まつした・けいた）

関西大学社会学部教授。1977 年神戸市生まれ。博士（文学）。
京都大学文学研究科、フィンランド・タンペレ大学ハイパーメ
ディア研究所研究員、実践女子大学人間社会学部、ベルリン工
科大学訪問研究員などを経て現職。専門はメディア・コミュニ
ケーション、ワークショップ・デザイン。近年は新しいワーク
プレイス・ワークスタイルをメディア論、都市論、コミュニケー
ション・デザインなどの視点から研究している。近著に「モバ
イルメディア時代の働き方」（勁草書房）など。
Twitter：https://twitter.com/keitamatsu
note：https://note.com/matsulab
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本
来
で
あ
れ
ば
２
０
２
０
年
７
月
か
ら
始
ま
る
予
定
で

あ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め

に
都
心
部
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
通
勤
を
避
け
る
よ
う
に

要
請
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
期
間
は
各
企
業
が
可
能

な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
対

応
す
る
想
定
で
あ
っ
た
。

実
際
に
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、
国

土
交
通
省
な
ど
の
省
庁
と
民
間
企
業
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
11
月
を
テ
レ
ワ

ー
ク
推
進
月
間
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
よ
り
内
閣
官
房
、
内
閣
府
、

東
京
都
お
よ
び
関
係
団
体
も
加
え
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

越
し
た
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
７
月
に
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ

ズ
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
政
府
・
省
庁
は
積
極
的
に
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
・
普
及
に
努
め
た
。

こ
う
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
流
れ
は
情
報
化
の
文
脈
か
ら

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
０
０
３
年
の
「
ｅ-

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
戦
略
Ⅱ
」
で
は
２
０
１
０
年
ま
で
に
テ
レ
ワ
ー
ク
人

口
を
就
業
者
人
口
の
２
割
に
す
る
こ
と
が
数
値
目
標
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
。
２
０
１
３
年
の
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国

家
創
造
宣
言
」
で
も
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
数
が
雇
用
形
態
の

多
様
化
と
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
状
況
を
測
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
①
テ

レ
ワ
ー
ク
導
入
企
業
を

２
０
１
２
年
度
比
で
３

倍
（
２
０
１
２
年
度
は

11
・
５
％
）
②
週
１
日

以
上
終
日
在
宅
で
就
業
す
る
雇
用
型
在
宅
型
テ
レ
ワ
ー
カ

ー
数
を
全
労
働
者
数
の
10
％
以
上
、
と
設
定
さ
れ
た
。

２
０
１
７
年
に
は「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
・

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
テ
レ
ワ

ー
ク
の
普
及
に
つ
い
て
新
た
に
雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の

割
合
を
２
０
１
６
度
比
で
倍
増
（
２
０
１
６
年
度
は
７
・

７
％
）
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。

関
係
人
口
へ
の
注
目

テ
レ
ワ
ー
ク
は
地
方
創
生
に
と
っ
て
も
有
効
な
ア
プ
ロ

ー
チ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
よ
る

地
方
の
疲
弊
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
は
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
よ
り
地
域
創
生
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。同
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
基
本

的
な
視
点
と
し
て
①
「
東
京
一
極
集
中
」
の
是
正
②
若
い

世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
③
地
域
の

特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
―
の
３
点
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
政
策
の
方
向
と
し
て
①
地
方
に
お

け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
②
地
方
へ
の
新
し
い
人

の
流
れ
を
つ
く
る
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携

す
る
―
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
文
脈
か
ら
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
」
も

展
開
さ
れ
た
。
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
「
地
方
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
に
お
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
都
市
部

の
仕
事
を
行
う
働
き
方
」と
定
義
さ
れ
て
い
る（T

elew
ork 

N
et

：https://telew
ork.soum

u.go.jp

）。
そ
れ
に
よ
り

「
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
や
仕
事
の
流
れ
を
創
出
し
、
地

方
創
生
の
実
現
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
方
に
お
け
る

時
間
や
場
所
を
有
効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
を
促

進
し
、
働
き
方
改
革
の
実
現
に
も
貢
献
」
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
５
年
よ
り
和
歌
山
県
白
浜
町
、
長
野
県
塩

尻
市
・
富
士
見
町
・
王
滝
村
な
ど
15
の
地
域
で
ふ
る
さ
と

テ
レ
ワ
ー
ク
の
地
域
実
証
事
業
を
展
開
し
、
２
０
１
６
年

か
ら
は
補
助
事
業
を
開
始
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
「
関
係
人
口
創
出
事
業
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
関
係
人
口
と
は
「
移
住
し
た
『
定
住
人
口
』
で

も
な
く
、
観
光
に
来
た
『
交
流
人
口
』
で
も
な
い
、
地
域

と
多
様
に
関
わ
る
人
々
」（
関
係
人
口
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
：

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/kankeijinkou/

）
で
あ

り
、
関
係
人
口
と
地
域
と
の
協
働
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
事

業
採
択
団
体
と
し
て
２
０
１
８
年
度
は
30
団
体
、
２
０
１

９
年
度
は
44
団
体
、
２
０
２
０
年
度
に
は
25
団
体
が
採
択

さ
れ
て
い
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
盛
り
上
が
り

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
国
内
の
外
出
自
粛
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
消
滅
に
よ
っ
て
観
光
業
界
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
落
ち

込
む
観
光
業
界
へ
の
支
援
策
の
一
環
と
し
て
「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
２
０
２
０
年
７
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
の
活
用
と

と
も
に
新
し
い
観
光
や
働
き
方
の
あ
り
方
の
ひ
と
つ
と
し

て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ
れ
た
結
果
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
も
大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
環

境
省
も
「
国
立
・
国
定
公
園
、
温
泉
地
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
」事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
、

ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
な
ど
観
光
業
は
こ
ぞ
っ
て
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
た
プ
ラ
ン
・
商
品
を
販
売
す
る
よ
う

奄美大島でワーケーションする筆者

特 集
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に
な
り
、
さ
ら
に
自
治
体
も
事
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
２
０
２
０
年
に
初
め
て
出
て

き
た
言
葉
で
は
な
い
。
２
０
１
０
年
代
か
ら
モ
バ
イ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
発
展
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
人
口
の
増
加
を
背
景
と

し
て
、
欧
米
の
「
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
」
を
中
心
に
徐
々
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
２
０
１
７
年
か
ら

２
０
１
８
年
に
か
け
て
徐
々
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
日
本
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
デ
ジ
タ

ル
ノ
マ
ド
や
社
員
な
ど
ワ
ー
カ
ー
個
人
の
働
き
方
の
ひ
と

つ
の
あ
り
方
と
い
う
よ
り
も
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
企

業
や
関
係
人
口
の
創
出
を
目
指
す
地
域
が
主
導
す
る
制
度

や
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、「
日
本
型
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
２
０
１
７
年
か
ら
和
歌
山
県
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
Ｐ
Ｒ
や
体
験
会
を
実
施
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
浸

透
を
目
指
し
た
。
２
０
１
８
年
に
は
長
野
県
が
「
リ
ゾ
ー

ト
テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
し
て
事
業
を
開
始
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

環
境
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
に
は
長
崎
県

五
島
市
が
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
地
元
の
企
業
経
営
者
、

市
民
と
の
連
携
に
よ
っ
て
地
域
課
題
解
決
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
証
実
験
を
開
始
す
る
な
ど
、

各
地
域
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
事
業
や
実
証
実
験
が

活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
２
０
１
９
年
に
和
歌
山
県

と
長
野
県
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治

体
協
議
会
（
Ｗ
Ａ
Ｊ
：W

orkation A
lliance Japan

）」

が
設
立
さ
れ
、
65
の
自
治
体
が
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
２

０
２
０
年
12
月
の
時
点
で
１
５
０
を
超
え
る
自
治
体
が
Ｗ

Ａ
Ｊ
に
参
加
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
10
月
に
は
和
歌
山

県
白
浜
町
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト

が
、
11
月
に
は
長
野
県
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
が
開

催
さ
れ
た
。

２
０
２
０
年
10
月
に
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本

観
光
振
興
協
会
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
に
よ

る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
全

国
的
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
に
い
く

つ
か
の
地
域
で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
し
て
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
同
月
に
は
、
観
光
庁
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
レ
ジ
ャ

ー
の
普
及
・
促
進
を
目
指
す
「
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
」

に
関
す
る
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。

ま
た
、
宮
城
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
（
２
０
２
０
年

９
月
）、
香
川
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
（
２
０
２
０
年

11
月
）
な
ど
、
各
地
域
に
お
い
て
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
協
議
会
設
立
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
前
述

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い

て
も
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活

用
に
触
れ
、
地
方
創
生
に
資
す
る
例
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
意
識
し
た
機
能
分

散
型
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
に
し
た
取
り
組

み
は
省
庁
、
地
方
自
治
体
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
広
が
っ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

企
業
に
お
け
る 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

企
業
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
わ
り
は
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
そ
の
企
業
に
お
け
る
働
き
方
の
一
環
と
し

て
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
有
給
休
暇
取
得
、

健
康
経
営
な
ど
労
務
管
理
、
あ
る
い
は
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
や
人
材
育
成
な
ど
Ｈ
Ｒ
Ｄ
（H

um
an R

esource 
D
evelopm

ent

）
の
一
環
と
し
て
人
や
組
織
に
関
わ
る
施

策
、
ま
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
環
境
や
集
中
し
て

の
開
発
合
宿
な
ど
生
産
性
向
上
・
効
率
化
を
目
指
し
た
働

き
方
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
い
ち
早
く
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
企
業
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日
本

航
空
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の
一
環
と
し
て

２
０
１
７
年
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
２
０
１
９
年
か
ら

は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
（
ビ
ジ
ネ
ス
と
レ
ジ
ャ
ー
の
組
み
合
わ

せ
。
出
張
の
前
後
に
休
暇
を
足
す
も
の
）
を
取
り
入
れ
て
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い
る
。２
０
２
０
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
社
員
が
地
域
を
訪
れ
て
社
会
貢
献
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
地
域
の
関
係
人
口
創
出
や
労
働
力
向
上
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る
、地
域
と
共
創
型
の「
Ｎ

ｅ
ｗ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
な
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
」
の

実
証
実
験
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
２
０
１
６
年
か
ら
導

入
し
て
い
る
働
く
場
所
・
時
間
を
社
員
が
自
由
に
選
べ
る

「
Ｗ
Ａ
Ａ
（W

ork from
 A
nyw
here and A

nytim
e

」

を
展
開
さ
せ
て
、２
０
１
９
年
か
ら
「
地
域
ｄ
ｅ
Ｗ
Ａ
Ａ
」

を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
テ
レ
ワ
ー
ク

を
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
働
き
方
改
革
に
加
え
て
シ
ナ

ジ
ー
効
果
で
価
値
創
造
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
企
業
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
き
っ
か
け
や
領
域
と
し
て
捉
え
る

も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｎ
Ａ
（
全
日
本
空
輸
）
は
２
０
１
８
年

か
ら
「
Ａ
Ｎ
Ａ
シ
ェ
ア
旅
」
と
し
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
を
活
用
し
た
旅
の
あ
り
方
を
展
開
し
、
２
０
２
０

年
１
月
に
は
関
係
人
口
創
出
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た

航
空
券
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
11
月
に
は
企
業
や
働
き

手
を
地
域
へ
誘
客
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ふ
る
さ

と
発
見
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
展
開
し
て
い

る
。ま

た
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
用
施
設
を
オ

ー
プ
ン
さ
せ
た
三
菱

地
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
る
日
本
能
率
協
会
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｍ
）、全
国
の
道
の
駅
で
「
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
企
画
・
運
営
す
る
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、「
Ｈ
ａ
ｆ
Ｈ
」「
Ａ
Ｄ
Ｄ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」

な
ど
定
額
制
コ
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、「
Ｌ
ｉ

ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
ｎ
ｙ
ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
」「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ｓ
」
な
ど
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
い
っ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
も
活
発
化
し
て
い
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
２
・
０
へ
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
地
域
、
企
業
に
広

が
っ
て
い
っ
た
。
今
後
は
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
関
係
人
口

の
創
出
を
目
的
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て

い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
、
各
地
域
が
関
係
人
口
を
獲

得
し
合
う
「
競
争
」
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
「
共
創
」
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

に
お
い
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
捉
え
方
、
デ
ザ
イ
ン
を
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

現
状
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
・
０
と
言
え
る
。
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
１
・
０
に
お
い
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
コ
ロ

ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
の
代
替
・
穴
埋
め
と
し
て
捉
え

ら
れ
、
や
っ
て
来
る
ワ
ー
カ
ー
は
単
発
・
短
期
間
の
滞
在

の
観
光
客
で
あ
り
交
流
人
口
で
あ
り
、
地
域
か
ら
は
消
費

す
る
人
と
捉
え
ら
れ
る
。
企
業
や
ワ
ー
カ
ー
の
視
点
か
ら

は
生
産
性
の
向
上
や
効
率
化
が
目
指
さ
れ
る
。

で
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
２
・
０
は
ど
う
い
っ
た
も
の

か
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
来
る
ワ
ー
カ
ー
が
継
続

的
に
来
訪
・
滞
在
し
な
が
ら
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
刺

激
を
得
て
創
造
的
に
な
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
。
地
域

に
と
っ
て
企
業
や
ワ
ー
カ
ー
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
関
係
人
口
と
し
て
期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
に

は
観
光
は
再
定
義
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
１
・
０
か
ら
２
・
０
へ
と
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
た
め
に
地
域
に
お
い
て
何
が
必
要
か
。
こ
こ

ま
で
は
地
域
や
施
設
に
お
け
る
電
源
や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

な
ど
「
仕
事
が
で
き
る
環
境
」
の
整
備
が
重
視
さ
れ
て
い

た
が
、
今
後
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
企
業
の
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
を
含
め
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
に
積
極
的
に
関
与
し
た
り
、
企
業
・
地
域
双
方
に

と
っ
て
交
流
だ
け
で
は
な
く
ど
の
よ
う
な
価
値
創
造
が
可

能
か
を
と
も
に
議
論
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
拡
大
・
加

速
す
る
領
域
は
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
地

域
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
提
供
す
べ
き
は
「
関
わ

り
し
ろ
」
で
あ
り
、
探
す
べ
き
は
「
面
白
が
れ
る
人
」
で

あ
る
。
社
会
課
題
を
面
白
い
「
関
わ
り
し
ろ
」
と
し
て
設

計
・
提
示
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
企
業
、
ワ
ー
カ
ー
を
引
き

つ
け
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
資
源
」
に
な
る
。
逆
に
地
域

や
企
業
で
「
面
白
が
れ
る
人
」
を
発
見
で
き
れ
ば
、
彼
ら

彼
女
ら
は
そ
の
地
域
の
魅
力
あ
る
「
関
わ
り
し
ろ
」
を
発

掘
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
完
成
さ
れ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

は
参
加
者
の
高
い
関
与
に
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
。
多

少
荒
削
り
で
あ
っ
て
も
「
関
わ
り
し
ろ
」
と
「
面
白
が
れ

る
人
」
が
参
加
者
の
地
域
へ
の
関
与
を
高
め
、
関
係
人
口

の
創
出
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

ホテルなどでもワーケーション施設の
整備が進んでいる

特 集
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Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致

北
見
市
の
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
、
北
海
道
の
東
側

に
位
置
し
て
お
り
、
全
道
一
の
水
揚
高
と
全
道
２
位
の
農

業
生
産
高
を
誇
る
豊
富
な
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

一
方
、
首
都
圏
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
輸
送
コ
ス
ト
が
膨

ら
み
や
す
く
、
自
動
車
な
ど
の
大
規
模
な
工
場
を
誘
致
す

る
に
は
ハ
ン
デ
の
大
き
い
立
地
環
境
で
す
。

そ
う
し
た
ハ
ン
デ
を
踏
ま
え
、
輸
送
コ
ス
ト
が
か
か
ら

な
い
情
報
通
信
関
連
企
業
（
Ｉ
Ｔ
企
業
）
で
あ
れ
ば
、
企

業
誘
致
に
お
け
る
ハ
ン
デ
を
克
服
で
き
る
と
考
え
ま
し

た
。
首
都
圏
か
ら
２
時
間
半
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に

加
え
、
国
立
大
学
と
し
て
は
最
北
の
北
見
工
業
大
学
（
以

下
、
北
見
工
大
）
が
あ
り
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
が
少
な
い
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
Ｉ
Ｔ
企
業

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

◆◆◆

人
材
回
帰
モ
デ
ル

北
見
工
大
は
、
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
「
自
然
と
調

和
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
発
展
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
環

境
問
題
や
第
一
次
産
業
の
抱
え
る
課
題
を
見
い
だ
し
、
工

学
的
見
地
か
ら
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
、
問
題
解
決
に
取
り

組
む
技
術
者
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
毎
年
４
０
０

人
強
の
学
生
が
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
大
学

で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
活
か
せ
る
仕
事
が
北
見
周
辺
に
は
少

な
い
と
考
え
、
首
都
圏
に
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
本
市
に
進
出
し

た
い
Ｉ
Ｔ
企
業
と
、
地
元
に
残
っ
て
働
き
た
い
学
生
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
た
結
果
、
企
業
が
希
望
す
る
学
生
数

を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
北

見
事
業
所
を
開
設
す
る
た
め
に
必
要
な
「
即
戦
力
と
な
る

人
材
」
が
い
な
い
と
い
う
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。 ◆◆◆

そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
本
市
と
北
見
工
大
が
連

携
し
、
人
材
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
志
向
の
学
生
が
趣
旨
に

賛
同
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
、
首
都
圏
の
本
社
で
数
年

間
経
験
を
積
み
、
北
見
事
業
所
を
開
設
す
る
際
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
人
材
と
し
て
、
地
元
へ
戻
り
活
躍
し
て
も
ら
う

と
い
う
企
業
誘
致
モ
デ
ル
で
す
。
生
ま
れ
た
川
に
戻
っ
て

く
る
サ
ケ
に
ち
な
ん
で
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
と
名
付
け
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
企
業
は
安
定
的
に
人
材
が
確
保
で
き
る

ほ
か
、
北
見
工
大
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
新
た
な
技
術
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

サ
ケ
モ
デ
ル
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、

２
０
１
５
年
に
総
務
省
が
地
方
創
生
施
策
の
一
つ
と
し
て

始
め
た
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
た
め
の
地
域
実

証
事
業
」
に
、近
隣
の
斜
里
町
と
共
同
で
参
加
し
ま
し
た
。

首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
９
社
か
ら
延
べ
１
８
０
人
が
市

内
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
い
、「
地

方
で
も
首
都
圏
の
仕
事
が
で
き
る
」
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
１
６
年
か
ら
は
、
実
証
事
業
で
得
た
つ
な
が
り
や

経
験
を
も
と
に
、
地
方
創
生
関
連
の
交
付
金
を
活
用
し
、

ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
普
及
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

「
は
た
ら
く
」と「
あ
そ
ぶ
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語「
は

た
ら
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
首
都
圏
の
企
業
を
対
象
と
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
や
視
察
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
必
要
と
な
る
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
発

◆◆◆

北
海
道
北
見
市

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

人
材
回
帰
の
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
で

 

Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致

松
本
　
武

北
海
道
北
見
市
商
工
観
光
部
工
業
振
興
課

―
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
地
域
創
生
―
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も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
す
で
に
首
都
圏
で
働
い
て
い
る
地
元
出
身
者
に

「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
仕
事
を
辞
め
ず
に

地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
き
る
」こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

夏
休
み
や
年
末
年
始
な
ど
の
帰
省
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
テ
レ

ワ
ー
ク
を
し
て
も
ら
う
「
帰
省
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
実
施
。

市
外
に
進
学
し
て
い
る
地
元
出
身
の
大
学
生
向
け
に
は
、

首
都
圏
の
企
業
の
仕
事
を
テ
レ
ワ
ー
ク
で
体
験
す
る
「
ふ

る
さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
Ｕ
タ

ー
ン
を
増
や
す
企
画
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
元
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
、
高
校
の
授
業
で
も
テ
レ
ワ
ー

ク
と
い
う
新
し
い
働
き
方
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
将
来
の
Ｉ

Ｔ
人
材
の
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
は
、
駅
前
の
中
心
商
店
街
に
テ
レ
ワ
ー

ク
の
拠
点
と
な
る
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
北
見
」
を
整

備
し
、
今
で
は
多
く
の
移
住
者
の
勤
務
場
所
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の
創
出

こ
う
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
首
都
圏
の

Ｉ
Ｔ
企
業
３
社
が
市
内
に
テ
レ
ワ
ー
ク
用
の
オ
フ
ィ
ス
を

開
設
し
、
本
市
と
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
に

向
け
て
の
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

経
済
産
業
省
か
ら
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
に
選
定

さ
れ
た
北
見
市
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
を
実
施
主
体
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
ラ
ボ
は
、
進
出
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
と
北
見
工
大
、
公
設

試
験
研
究
機
関
、
地
元
企
業
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

北
見
発
の
独
自
製
品
開
発
を
目
指
し
た
共
同
研
究
な
ど
に

よ
る
、地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
路
面
の
凹
凸
を
可
視
化
す
る

ア
プ
リ
や
、
カ
ー
リ
ン
グ
の
姿
勢
推
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

◆◆◆

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
窓
口
で
Ｒ
Ｐ
Ａ

（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
実
証
を
行
う
な
ど
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
様
々
な
共

同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
の
創
出

さ
ら
な
る
関
係
人
口
の
創
出
に
向
け
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
推
進
す
る
自
治
体
組
織
「
Ｗ
Ａ
Ｊ
」
や
、
北
海
道

が
実
施
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
普
及
事
業
に
参
画
し
た
ほ

か
、
体
験
型
の
返
礼
品
に
特
化
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
「
さ
と
い
こ
」
で
の
商
品
開
発
に
も
取
り
組
み
始
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
本
市
と
つ
な
が
っ
た
首

都
圏
の
人
た
ち
が
、地
元
企
業
と
連
携
し
た
商
品
開
発
や
、

市
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
関
係
人
口
の

創
出
が
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の

誘
致
策

本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

共
存
し
て
い
く「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
」

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
社
員
の
北
見
移
住

を
認
め
た
Ｉ
Ｔ
企
業
に
対
し
、
全
国
で
初

め
て
１
０
０
万
円
（
20
万
円
×
５
年
）
を

移
住
者
１
人
か
ら
支
援
す
る
雇
用
補
助
金

を
制
度
化
し
ま
し
た
。
現
在
、
本
市
で
は

誘
致
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
「
企
業
」
か
ら

「
企
業
に
所
属
す
る
社
員
個
人
」
へ
シ
フ

ト
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
テ
レ
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
人
材
の
集
積
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

首都圏の IT 企業３社と「ICT を活用した地方創生に向けての連携協
定」を締結

ワーケーションに必要な体験型アクティビティ「スノーバイク」

駅前の中心商店街に開設した「サテライトオフィス北見」
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民
謡
の
宝
庫
、
秋
田
に
拠
点

わ
ら
び
座
は
、
民
俗
芸
能
を
大
事
に
し
た
日
本
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
制
作
し
、
全
国
を
巡
回
し
て
年

間
約
８
０
０
回
上
演
し
て
い
る
劇
団
で
、
２
０
２
１
年
で

創
立
70
年
を
迎
え
ま
す
。

桜
の
名
所
「
角
館
の
武
家
屋
敷
」、日
本
一
深
い
湖
「
田

沢
湖
」、
秘
湯
の
宿
と
し
て
人
気
を
誇
る
「
乳
頭
温
泉
郷
」

な
ど
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
秋
田
県
仙
北
市
（
人
口
２
万

５
０
０
０
人
）
に
、
約
３
万
坪
の
敷
地
で
「
あ
き
た
芸
術

村
」
を
展
開
し
、
年
間
25
万
人
を
集
客
し
て
い
ま
す
。

年
間
１
０
０
回
以
上
公
演
す
る
７
０
０
席
の
常
設
劇
場

「
わ
ら
び
劇
場
」
を
は
じ
め
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
朝
ご
は
ん

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
２
年
連
続
１
位
を
受
賞
し
た
宿
泊
施

設
「
温
泉
ゆ
ぽ
ぽ
」、
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ア
・
ア
ワ
ー
ド
や

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ビ
ア
・
ス
タ
ー
な
ど
で
連
続
し
て
金
賞

を
受
賞
し
て
い
る
「
田
沢
湖
ビ
ー
ル
ブ
ル
ワ
リ
ー
」、
グ

◆◆◆

ッ
ド
・
ト
イ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０
を
受
賞
し
た
、
木
工
・

陶
芸
体
験
が
で
き
る
「
森
林
工
芸
館
」、
ホ
テ
ル
併
設
の

テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
「Sem

boku Com
plex

」、
Ａ
Ｎ

Ａ
の
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
機
内
食
に
採
用
さ
れ
た

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
」
が
あ
り
ま
す
。

１
９
５
３
年
に
秋
田
に
拠
点
を
移
し
た
理
由
の
一
つ

が
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
数
日
本
一
で
あ
り
、
民
謡
の

宝
庫
で
あ
る
こ
と
で
す
。
民
謡
を
元
に
し
た
新
し
い
舞
台

創
造
を
目
指
し
、
近
隣
農
家
に
手
伝
い
に
行
き
、
芸
能
を

教
え
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

他
で
は
で
き
な
い
感
動
体
験

１
９
７
７
年
に
農
作
業
体
験
修
学
旅
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
舞
台
を
観
て
、
役
者
に
よ
る
踊
り
教
室
、
農
家
に
行

っ
て
農
作
業
体
験
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
年
間

１
５
０
校
２
万
人
が
参
加
し
ま
す
。
参
加
生
徒
の
親
が
受

け
入
れ
農
家
か
ら
お
米
を
買
う
よ
う
な
交
流
が
40
年
以
上

◆◆◆

続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
修
学
旅
行
を
継
続
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
が
、
他

で
は
で
き
な
い
感
動
体
験
で
す
。
大
自
然
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
、
役
者
と
の
交
流
、
地

域
の
農
家
と
の
交
流
な
ど
都
会
で
は
で
き
な
い
体
験
は
、

大
げ
さ
に
言
う
と
「
人
生
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
感

動
」
を
生
み
出
し
ま
す
。
生
き
て
い
く
う
え
で
感
動
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
40
年
か
け
て
創
り
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
40
年
以
上
関
係
人
口
を
創
り
続

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

私
自
身
、警
察
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

就
職
活
動
の
と
き
に
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
会
社
説
明
会
に

参
加
し
、
人
生
で
初
め
て
生
の
舞
台
を
観
て
感
動
し
、
道

を
踏
み
外
し
て
今
、
こ
こ
に
お
り
ま
す
。

企
業
研
修
に
演
劇
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
の
修
学
旅
行
の
実
績
を
元
に「
大
人
版
の
修
学
旅
行
」

が
で
き
な
い
か
と
い
う
発
想
が
、
企
業
研
修
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
社
長
の
山
川
（
龍
巳
）
が
よ
く
「
東
北
を
ア

ジ
ア
の
ス
イ
ス
の
よ
う
に
し
た
い
、
都
会
の
人
の
オ
ア
シ

ス
に
し
た
い
！
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
大
自
然
と
温
泉
が

あ
る
と
こ
ろ
は
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
ら
び

座
が
あ
る
と
こ
ろ
は
秋
田
だ
け
で
す
。

「
シ
ア
タ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
演
劇
ス
キ

ル
を
活
用
し
た
企
業
研
修
を
５
年
前
か
ら
本
格
的
に
開
始

し
て
い
ま
す
。

ど
こ
の
企
業
も
悩
み
は
共
通
し
て
い
て
、
何
を
言
っ
て

も
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
だ
と
言
わ
れ
、
皆
う
つ
病
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
を
良
く
耳
に
し
ま
す
。

◆◆◆

秋
田
県
仙
北
市

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

プ
ロ
の
俳
優
陣
に
よ
る

 

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
村
　
晋
介

株
式
会
社
わ
ら
び
座
取
締
役
劇
場
事
業
本
部
長

―
あ
き
た
芸
術
村
を
活
用
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
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劇
団
と
い
う
の
は
非
常
に
特
殊
な
職
業
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
現
代
社
会
に
お
い
て
役
に
立
つ
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
い
う
点
に
お
い
て
力
に

な
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

演
出
家
や
役
者
が
心
を
ほ
ぐ
す
た
め
に
行
う
シ
ア
タ
ー

ゲ
ー
ム
や
シ
ア
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
演
劇
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
い
く
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
し
て
い
ま
す
。

離
職
率
が
減
っ
た
企
業
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以
前
の
２
０
１
９
年

夏
ご
ろ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
首
都
圏
で
働
く
場

所
が
無
く
な
る
と
い
う
問
題
意
識
の
中
で
「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
、
あ
る
方
か
ら
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

そ
の
方
の
ご
縁
で
２
０
１
９
年
12
月
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

◆◆◆

ョ
ン
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
東
京
の
あ
る
大
手
企
業
に

参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
幹
部
は
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
い
、
他
の
社
員
は
シ
ア
タ
ー

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
１
人
が
言
う
こ
と
に
は
、「
正
直
、
コ
ン
サ

ル
の
研
修
に
は
飽
き
飽
き
し
て
い
て
、
ま
た
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
や
ら
さ
れ
る
の
か
と
い
う
思
い
で
参
加
し
た
が
、

そ
れ
と
は
全
く
違
う
こ
と
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
普
段
は

顔
を
合
わ
せ
な
い
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
が
、
研
修
の
後
の
懇

親
会
が
異
常
に
盛
り
上
が
り
、ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、

今
も
や
り
と
り
が
続
い
て
い
る
。
東
京
で
同
じ
こ
と
を
や

っ
て
も
、
こ
う
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
今
度
は
家
族
で
桜

の
時
期
に
武
家
屋
敷
に
来
て
み
た
い
」。
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
幹
部
か
ら
は
「
東
京
本
社
で
行
う
リ
モ
ー
ト
会
議
と

遜
色
な
く
打
ち
合
せ
が
で
き
た
の
に
は
驚
い
た
」
と
の
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

5
年
前
か
ら
3
泊
4
日
の
新
入
社
員
研
修
を
実
施
し
て

も
ら
っ
て
い
る
あ
る
企
業
は
、
離
職
率
が
減
っ
た
そ
う
で

す
。
講
師
対
受
講
者
の
一
対
一
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
横

の
つ
な
が
り
が
一
気
に
で
き
る
の
が
特
徴
で
、「
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

「Sem
boku Com

plex

」
は
現
在
、
よ
り
快
適
に
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
り
ま
す
。

宿
泊
施
設
も
、
よ
り
快
適
に
滞
在
で
き
、
よ
り
快
適
に
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
客
室
２
部
屋
を
改
装
し
て
い
ま
す
。

い
か
に
魅
力
的
な
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
創
る
か

２
０
２
０
年
11
月
、
子
ど
も
は
田
舎
体
験
、
親
は
テ
レ

ワ
ー
ク
体
験
が
で
き
る
「
あ
き
た
・
い
な
か
学
校
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
日
間
ほ
ど

の
体
験
で
す
が
、
大
根
収
穫
、
俵
編
み
、
お
や
き
作
り
な

ど
多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の

多
く
は
８
月
に
実
施
し
た
と
き
の
リ
ピ
ー
タ
ー
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
何
よ
り
の
収
穫
で
す
。

い
か
に
魅
力
的
な
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
創
る
か

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と
の

出
会
い
の
場
を
ど
う
創
り
、
そ
こ
に
感
動
を
生

み
出
せ
る
か
が
、
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
感
覚

が
浸
透
し
づ
ら
い
日
本
人
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
大
人
版
修
学
旅
行
の
よ

う
な
法
人
向
け
と
、
個
人
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

創
り
、
秋
田
県
に
し
か
で
き
な
い
関
係
人
口
の

創
出
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆
Semboku Complex 外観

農作業体験修学旅行　ミュージカル鑑賞も
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
、
宮
城
県
女
川
町
は
人
口
減
少
率
日
本
一
の
町
と

な
り
ま
し
た
。
人
口
減
少
と
い
う
課
題
に
対
し
、
移
住
者

を
獲
得
す
る
た
め
の
施
策
を
打
つ
地
方
自
治
体
が
多
い

中
、
女
川
町
は
〝
移
住
者
〞
で
は
な
く
〝
活
動
人
口
〞
増

加
を
軸
に
様
々
な
施
策
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
は
、
同
町
に
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
〝
よ
そ
者
〞
が
、
震
災
を
機
に
女
川
町

に
腰
を
据
え
、
唯
一
よ
そ
者
と
し
て
民
間
団
体
の
女
川
町

復
興
連
絡
協
議
会
に
参
画
し
た
後
の
２
０
１
３
年
に
立
ち

上
げ
、
地
域
課
題
に
特
化
し
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

２
０
２
１
年
で
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
中
、「
活
動

人
口
創
出
促
進
事
業
」が
女
川
町
へ
も
た
ら
し
た
成
果
と
、

ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
が
担
う
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
紹
介
し
ま

す
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
相
対
的
貧
困
の
増
加
、

医
療
・
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
に
加
え
、
自
然
災
害
大

国
の
日
本
に
お
い
て
何
か
の
役
に
立
て
た
ら
幸
い
で
す
。

移
住
者
増
で
は
な
く 

活
動
人
口
増
に
取
り
組
ん
だ
理
由

女
川
町
に
お
け
る
活
動
人
口
の
定
義
は
、「
町
民
で
あ

れ
ば
日
常
の
舞
台
と
し
て
町
を
使
う
人
で
あ
り
、
町
や
会

社
で
あ
れ
ば
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
中
で
も
様
々
な
活

動
の
舞
台
と
し
て
女
川
と
い
う
町
を
使
う
人
の
総
称
」
と

し
て
い
ま
す
。
女
川
町
は
な
ぜ
、
移
住
者
の
誘
致
で
は
な

く
活
動
人
口
に
着
目
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
目
の
理
由
は
、
多
く
の
自
治
体
や
日
本
全
体
で
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
く
中
、
女
川
町
だ
け
が
一
足
飛
び
に

人
口
が
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
こ
の
た
め
、「
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
に
ぎ
わ
い

と
活
力
を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
町
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
町
民
を
含
め
、
町
外
か

ら
も
「
ま
ち
を
使
う
人
々
（
＝
活
動
人
口
）」
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
震
災
後
、
女
川
町
に
多
く
の
主
体

的
活
動
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は
、
町
民
の
自

発
・
自
主
的
な
活
動
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
様
々
な
人
、

◆◆◆

組
織
、
団
体
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
も
の
、
反
対
に
町
民

の
姿
を
見
て
触
発
さ
れ
た
町
外
の
人
、
組
織
、
団
体
に
よ

る
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
活
動
人

口
は
「
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
維

持
し
続
け
ら
れ
る
町
」
の
実
現
に
効
果
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
期
待
を
持
ち
、取
り
組
み
を
決
め
た
の
で
す
。

６
千
人
の
町
に
５
７
０
人
が
滞
在
し
た 

お
試
し
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
に
よ
る
お
試
し
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
活
動
人
口
増
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
次
の
三
つ
で
す
。

一
つ
目
は
、移
住
意
思
を
問
わ
な
い
こ
と
。
二
つ
目
は
、

最
短
５
日
最
長
30
日
間
の
滞
在
宿
泊
費
が
か
か
ら
な
い
と

い
う
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
こ
と
。
三
つ
目
が
、
ア
ス

ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
が
行
っ
て
い
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
サ

ポ
ー
ト
が
厚
い
こ
と
。

参
加
者
個
々
の
目
的
に
合
わ
せ
て
活
動
場
所
や
ア
ル
バ

イ
ト
を
紹
介
す
る
な
ど
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
滞
在
設
計
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、

滞
在
中
の
充
実
度
が

高
く
な
り
ま
す
。
滞

在
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
満
足
度

も
５
段
階
中
平
均

４
・
５
以
上
を
保
っ

て
お
り
、
口
コ
ミ
に

よ
り
参
加
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
だ

け
で
な
く
町
内
の
民

◆◆◆

宮
城
県
女
川
町

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

―
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
学
ぶ
―

後
藤
　
大
輝

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
事
業
責
任
者

地
方
課
題
を
解
決
す
る
活
動
人
口
創
出
事
業

お試し移住プログラム データ
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間
企
業
の
理
解
を
得
て
協
力
体
制
が
整
っ
て
お
り
、
よ
そ
者

が
心
地
よ
く
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
特
長
で
す
。
滞
在
後
、
女
川
町
に
再
訪
す
る
人
も

多
く
、
う
ち
17
％
は
再
度
お
試
し
移
住
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
22
人
の
移
住
者
が
出
て

お
り
、
移
住
を
目
的
と
し
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
る
も
の

の
、
女
川
町
に
と
っ
て
生
産
年
齢
の
人
口
増
加
に
も
一
役
買

っ
て
い
ま
す
。

女
川
町
に
限
定
し
な
い

創
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

◆◆◆

創
業
支
援
が
「
創
業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
本
格

的
に
始
動
し
た
の
は
２
０
１
６
年
。
そ
の
後
、
上
期
と
下

期
の
年
２
回
ず
つ
開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
ま
で
に
合
計

39
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
起
業

し
た
の
が
17
人
、
起
業
準
備
中
が
10
人
と
、
全
体
の
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

起
業
場
所
を
女
川
町
に
限
定
し
て
い
な
い
た
め
、
卒
業

生
の
中
に
は
県
内
の
登
米
市
や
富
谷
市
な
ど
他
地
域
の
起

業
家
も
多
数
生
ん
で
お
り
、
地
域
間
や
起
業
家
間
で
の
継

続
的
な
交
流
が
あ
る
こ
と
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
長
の
ひ

と
つ
で
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

起
業
検
討
地
域
の
副
町
長
や
行
政
の
担
当
課
職
員
を
招
待

し
、
紹
介
す
る
な
ど
、
町
外
起
業
検
討
者
も
手
厚
く
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
起
業
場
所
は
女
川
町
に
限
定
し
て
い

な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
９
人
が
同
町
内
で
起
業
す
る
な

ど
、
活
動
人
口
創
出
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

東
日
本
大
震
災
以
降
、
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
と
女
川
町
、

民
間
企
業
は
一
丸
と
な
っ
て
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
町
内
だ
け
で
な
く
、

講
演
や
視
察
を
通
じ
て
、
他
地
域
か
ら
も
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
発
災
か
ら
10
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を

迎
え
る
前
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
陥
れ
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
や

生
活
習
慣
を
わ
ず
か
な
時
間
で
一
変
さ
せ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
は
時
代
に
あ
っ
た
新
た
な
目

標
を
掲
げ
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
ま
た
町
内
の
企
業

だ
け
で
も
な
く
、
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
が
課

題
意
識
を
共
有
し
、
協
働
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
人
口

創
出
促
進
事
業
で
は
、
引
き
続
き
人
口
減
少
下
に
お

い
て
も
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
町

を
実
現
す
る
た
め
、
お
試
し
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
創

業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
つ
つ
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
他
の
地
域
や

町
外
の
企
業
・
団
体
と
い
っ
た
組
織
と
町
と
の
接
点

を
生
む
た
め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
す
。

◆◆◆実際に地方で起業した経営者から学びます

お試し移住プログラム まち案内
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
多
く
の

人
た
ち
が
移
動
の
制
限
や
在
宅
勤
務
な
ど
を
経
験
す
る
一

方
、
無
理
を
強
い
る
形
な
が
ら
も
導
入
さ
れ
た
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
は
働
き
方
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

土
地
代
が
安
価
な
地
方
へ
事
務
所
移
転
を
進
め
て
い
る
企

業
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
地
方
行
政
を
担
う
私

た
ち
に
と
っ
て
、
地
方
へ
の
「
新
た
な
人
の
流
れ
」
を
創

出
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
方
へ
の
都
市
資
源
の
誘
引
な
ど
を
図
る
た

め
、
新
潟
県
妙
高
市
が
２
０
１
９
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
中
心
に
、
新
た
な
人
の
流

れ
を
創
出
す
る
た
め
の
施
策
や
考
え
方
の
一
端
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

妙
高
市
の
紹
介

妙
高
市
は
、
新
潟
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
、
人
口
３

万
１
０
０
０
人
余
り
の
地
方
都
市
で
す
。
日
本
で
も
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
デ
ィ
ー
プ
ス
ノ
ー
を
求
め
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
、

◆◆◆

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
２
０
１
５
年
の
北
陸
新
幹
線
（
金
沢
延
伸
）
開
業
に

よ
っ
て
、
東
京
か
ら
２
時
間
程
度
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

新
幹
線
開
業
効
果
へ
の
期
待
と
課
題

新
幹
線
の
開
業
に
よ
っ
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

新
た
な
観
光
需
要
が
喚
起
さ
れ
、
外
資
企
業
に
よ
る
複
数

の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
業
な
ど
、
一
定
の
投
資
開
発
効

果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
投
資
効
果
は
期
待
さ
れ

た
範
囲
を
超
え
ず
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
業
効

果
を
さ
ら
に
発
揮
し
て
首
都
圏
な
ど
か
ら
都
市
資
源
の
一

層
の
獲
得
を
図
る
た
め
、
①
観
光
分
野
以
外
で
の
新
た
な

都
市
需
要
の
掘
り
起
こ
し
②
時
間
・
場
所
を
超
え
る
可
能

性
を
秘
め
た
リ
モ
ー
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
③
市
内
の
構
造

的
な
地
域
課
題
解
決
へ
の
寄
与
―
な
ど
の
視
点
か
ら
新
た

な
取
り
組
み
（
施
策
）
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
考
え
た
の
が
、「
し
ご
と
＋
休
暇
」
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
当
市
へ
の
新

◆◆◆

た
な
人
の
流
れ
の
創
出
や
都
市
資
源
の
誘
引
・
獲
得
を
図

り
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
き
っ
か
け
に
当
市
を
訪
れ
る
首
都
圏
な
ど
の
企

業
・
人
材
と
市
内
企
業
と
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
」

に
つ
な
げ
て
い
く
ほ
か
、
企
業
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
業
務
を
受
注
し
、
市
内
の
雇
用
創
出
に

つ
な
が
る
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
に
ま
で
有
機
的
に

事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
受
け
皿
と
し
て
「
テ
レ
ワ
ー
ク
研
修
交
流
施

設
」
の
整
備
を
併
せ
て
計
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
含
め
、
２
０
２
０
〜
２
０
２
４
年
度

に
わ
た
る
事
業
推
進
の
財
源
と
し
て
、
内
閣
府
の
地
方
創

生
推
進
交
付
金
（
先
駆
タ
イ
プ
）
を
獲
得
し
て
各
種
施
策

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
体
制
の
構
築

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
を
継
続
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
行
政
（
自
治
体
）
だ
け
で
は
難
し
く
、

地
元
側
に
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
行
う
こ
と
の
で
き

る
事
業
推
進
体
制
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
旅
行
業
を

有
し
、
市
内
で
教
育
体
験
旅
行
な
ど
を
受
け
入
れ
て
農
業

体
験
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
し
て
い
る
「
妙
高

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
に
そ
の
役
割

を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

推
進
体
制
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
現
有
の
ス
タ
ッ
フ

に
加
え
、
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
複
業
人
材
と
し
て
市
内

在
住
者
ら
２
人
を
採
用
し
、
２
０
２
０
年
６
月
に
「
妙
高

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆◆◆

新
潟
県
妙
高
市

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

柳
内
　
陽
子

新
潟
県
妙
高
市
企
画
政
策
課

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ�

主
査

―
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／ａ
ｆ
ｔｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
に
ふ
さ
わ
し
い
未
来
へ
―

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
人
の
流
れ
の
創
出
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パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
連
携

妙
高
市
は
地
方
都
市
で
あ
る
が
故
に
、
首
都
圏
等
の
企

業
と
の
接
点
が
少
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
単
に
「
観
光
地
が
あ
る
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
Ｐ
Ｒ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

企
業
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
し
た
り
、
社
員
の
人
材
育
成

◆◆◆

が
図
ら
れ
た
り
、
企
業
視
点
で
真
に
価
値
を
提
供
す
る
こ

と
の
で
き
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
※
）

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。そ

の
考
え
と
同
じ
方
向
感
を
持
つ
の
が
、
人
材
育
成
型

の
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
事
業
を
展

開
し
て
い
る
株
式
会
社
日
本
能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ン
タ
ー
で
、
２
０
１
９
年
11
月
に
同
社
と
市
は
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
実
施
に
向
け
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

「
リ
ス
ク
含
み
の
大
自
然
の
中
で
生
き
る
マ
イ
ン
ド
を

養
う
」（
仮
称
）
を
テ
ー
マ
に
、
妙
高
市
に
お
い
て
ネ
イ

チ
ャ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
で
の
学
び
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。

２
０
２
１
年
４
月
の
商
品
販
売
に
向
け
、
市
内
の
団
体

を
含
め
た
開
発
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ラ
イ
ア
ル
ツ
ア
ー
な
ど

を
経
て
、
企
業
や
ワ
ー
カ
ー
視
点
で
安
全
か
つ
効
果
的
な

価
値
を
提
供
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

（
※
）
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
＝
単
な
る
休
暇

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
人
材

育
成
、
学
び
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
地
域
課
題
解
決

な
ど
に
つ
な
が
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と

最
後
に

地
方
特
有
の
人
口
減
少
問
題
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
課

題
に
悩
ん
で
い
る
地
方
自
治
体
は
多
く
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
新
し
い
日
常
の
中
で
こ
れ
ら
の
課
題
に
挑
戦
し
、

「
反
転
攻
勢
」
を
か
け
、
地
方
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

真
剣
に
考
え
て
い
く
、
重
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

当
市
と
し
て
も
、
新
し
い
日
常
の
社
会
変
化
を
適
切
に

キ
ャ
ッ
チ
し
、
引
き
続
き
、
同
じ
考
え
を
持
つ
企
業
や
自

治
体
な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
／
ａ
ｆ

ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な
未
来
に

つ
な
が
る
人
の
流
れ
を
創
造
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆◆◆

関係人口創出・拡大に向けた施策

妙高市の概要

13 2021・2月号 地域づくり 特集編 2021・2月号地域づくり 特集編 12



特 集
富
士
見
町
が
抱
え
る
課
題

富
士
見
町
は
、
長
野
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
東
と
南

は
山
梨
県
北
杜
市
と
接
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
で
東

京
ま
で
約
２
時
間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
北
東
に
八
ヶ

岳
が
そ
び
え
、
南
西
は
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

標
高
７
０
０
〜
１
２
０
０
㍍
の
高
原
地
帯
に
あ
り
、
八
ヶ

岳
ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ
る
蒼あ

お

く
澄
ん
だ
空
や
登
山
体
験
を
求

め
て
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
は
約
35
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
１
２
０
万
本
を
超
え
る
町
花
・

す
ず
ら
ん
の
群
生
や
山
野
草
な
ど
の
魅
力
的
な
自
然
資
源

を
有
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
で
す
が
、
平
成
19
年
以

降
は
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
受
け
、

町
は
移
住
・
定
住
に
よ
り
人
口
を
維
持
ま
た
は
微
減
に
と

ど
め
る
た
め
、
新
た
な
施
策
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
際
、
特
に
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
こ
と

◆◆◆

を
重
視
し
ま
し
た
が
、
課
題
点
と
し
て
移
住
後
の
収
入
確

保
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

富
士
見
町
に
雇
用
先
を
確
保
し
な
け
れ
ば
、
若
い
世
代

の
移
住
は
見
込
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
内
で
最

も
多
く
の
就
業
者
を
担
っ
て
い
る
製
造
業
な
ど
を
新
た
に

誘
致
し
よ
う
と
し
て
も
、
町
内
に
用
地
が
十
分
に
確
保
で

き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
景
気
動
向
を
踏
ま
え
て
多
く
の
企

業
が
新
規
拠
点
の
開
設
を
控
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

平
成
20
年
代
に
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
テ
レ

ワ
ー
ク
に
着
目
し
、
首
都
圏
な
ど
の
企
業
で
収
入
が
あ
る

人
た
ち
の
移
住
を
促
進
す
る
と
い
う
形
で
若
い
世
代
の
獲

得
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備

富
士
見
町
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
働
き
方
を
行
政
と

し
て
推
奨
し
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
方
向
に
か

じ
を
切
り
ま
し
た
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
タ
ウ
ン
計
画
」
と
名

◆◆◆

付
け
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
町
が
設
立
し
、
企
業
の

地
方
進
出
を
促
す
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
と
、
富
士

見
町
で
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
を
実

証
す
る
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
事
業
の
２
輪
で
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
で
は
、
武
蔵
野
大
学
（
東

京
都
）
と
連
携
し
、
町
内
に
あ
っ
た
学
生
向
け
の
寮
を
改

修
し
て
「
富
士
見
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
平
成
27
年
に
開
設

し
ま
し
た
。
企
業
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
で
き
る

個
室
や
、
個
人
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
な
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
食
事
ス
ペ
ー
ス
兼
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
会

議
室
を
整
備
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
た
ち
を
招
い
て
の
食
事
会
や
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
手
軽
に
行
え
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
か
ら
始
ま
っ
た
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
事
業
で

は
、
町
内
の
空
き
家
物
件
を
町
が
借
り
上
げ
て
修
繕
な
ど

を
施
し
、
３
年
間
の
家
賃
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
実

証
に
よ
り
、
富
士
見
町
と
都
心
を
往
来
し
な
が
ら
仕
事
を

行
う
２
拠
点
生
活
が
可
能
な
こ
と
や
、
お
試
し
移
住
か
ら

定
住
に
つ
な
が
る
道
筋
が
見
え
た
た
め
、
現
在
で
は
森
の

オ
フ
ィ
ス
を
利
用
す
る
移
住
希
望
者
に
対
し
て
家
賃
や
光

熱
費
相
当
額
の
月
８
万
３
０
０
０
円
を
最
大
１
年
間
補
助

す
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
、
移

住
者
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
制
度
の
利
用
者
の

主
な
職
種
は
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
映
像
制
作
・
編
集
者
、

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
で
、
多
様
な
人
々
が
森
の
オ

フ
ィ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

短
期
滞
在
の
需
要
に
も
対
応

森
の
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
に
よ
り
、
富
士
見
町
へ
の
一
定
数

◆◆◆

長
野
県
富
士
見
町

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
か
ら

コ
ネ
ク
テ
ィ
ブ
・
ワ
ー
ク
・
ス
ペ
ー
ス
へ

雨
宮
　
陽
一

長
野
県
富
士
見
町
総
務
課
企
画
統
計
係�

主
任

―
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
森
の
オ
フ
ィ
ス
―

15 2021・2月号 地域づくり 特集編 2021・2月号地域づくり 特集編 14

�



特 集

の
移
住
者
や
２
拠
点
居
住
に
よ
る
関
係
人
口
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
企
業
合
宿
な
ど

で
数
日
間
滞
在
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
需
要
や
、
移
住

を
検
討
し
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が
町
内
に
短
期
的
に
滞

在
す
る
需
要
に
は
応
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
武
蔵
野
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
、
森
の
オ
フ
ィ
ス
に

隣
接
し
て
い
る
管
理
棟
を
宿
泊
施
設
「
富
士
見
森
の
オ
フ

ィ
ス
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
」
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
宿
泊
可
能

な
個
室
を
４
部
屋
と
、
飲
食
や
談
話
な
ど
に
利
用
で
き
る

中
央
ホ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
を
有
し
て
お
り
、
大
学
の
セ
ミ

ナ
ー
や
企
業
合
宿
な
ど
に
も
活
用
で
き
ま
す
。
令
和
元
年

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
２
年
目
の
今
年
は
個
人
が
数
週
間

滞
在
し
て
移
住
後
の
暮
ら
し
を
実
感
し
た
り
、
企
業
が
福

利
厚
生
と
し
て
５
日
間
社
員
を
滞
在
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、

利
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
隆
盛
の
中
で
目
指
す
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
多
く

の
企
業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
働
き
方
を
導
入
し
ま
し
た
。

そ
の
影
響
で
、
都
心
か
ら
富
士
見
町
へ
移
住
し
た
い
と
い

う
相
談
者
も
急
増
し
て
お
り
、
昨
年
比
で
５
倍
以
上
に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
30
〜
40
代
の
移
住
希
望
者
の
多
く
は

森
の
オ
フ
ィ
ス
を
利
用
し
た
働
き
方
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
自
然
豊
か
な
暮
ら
し
を
体
験
し
な
が

ら
都
会
と
同
じ
環
境
で
働
け
る
こ
と
、
そ
し
て
新
た
な
交

流
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
す
。
都
心
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
異
な
り
、
仕
事
と
い
う
切
り

◆◆◆

口
の
他
に
同
じ
町
に
暮
ら
す
住
民
で
あ
る
と
い
う
接
点
が

で
き
、
日
々
の
会
話
を
発
端
と
し
て
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
図
的
に
生
み
出
す
仕
組
み

と
し
て
、
参
加
者
が
関
心
事
や
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
企
画
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
も
開

催
し
て
お
り
、
都
会
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
別
の
分
野
に
生

か
し
て
み
た
い
人
た
ち
が
富
士
見
町
に
目
を
向
け
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
需
要
が
急
速

に
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
富
士
見
森
の
オ
フ
ィ
ス
は
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ず
、単
な
る
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
で
は
な
く
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
「
コ
ネ
ク
テ
ィ
ブ
・
ワ

ー
ク
・
ス
ペ
ー
ス
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

参加型イベント「IGNITE」

富士見森のオフィス Living

富士見森のオフィス

15 2021・2月号 地域づくり 特集編 2021・2月号地域づくり 特集編 14



特 集
宿
泊
旅
行
を
促
進
し
、 

消
え
た
観
光
消
費
を
取
り
戻
す

神
宮
御
鎮
座
の
ま
ち
と
し
て
、
三
重
県
伊
勢
市
は
昔
々

か
ら
多
く
の
参
拝
者
を
お
迎
え
し
て
き
ま
し
た
。
改
元
を

迎
え
た
令
和
元
年
中
に
は
、
神
宮
参
拝
者
数
（
外
宮
・
内

宮
の
計
）
は
約
９
７
３
万
人
と
な
っ
て
過
去
３
番
目
を
記

録
し
、
令
和
２
年
の
初
め
に
は
ま
ち
全
体
が
「
昨
年
の
勢

い
を
保
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
気
込
み
に
満
ち
て
い
た

も
の
で
し
た
。

そ
の
矢
先
に
訪
れ
た
、
長
い
歴
史
の
中
で
全
く
経
験
の

な
い
「
お
伊
勢
参
り
の
人
の
列
が
途
絶
え
る
」
と
い
う
事

態
。
い
か
に
自
分
た
ち
の
ま
ち
が
観
光
客
に
活
気
づ
け
ら

れ
て
い
た
か
、
思
い
知
ら
さ
れ
た
日
々
で
し
た
。

「
ま
ち
が
観
光
客
に
活
気
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と

に
は
、
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
多
く
の

観
光
客
が
行
き
交
う
こ
と
に
よ
る
、
印
象
の
面
。
も
う
一

つ
に
は
、
観
光
客
が
市
内
で
お
金
を
使
っ
て
く
れ
る
こ
と

◆◆◆

に
よ
る
、
経
済
の
面
。
い
ず
れ
も
大
切
で
す
が
、
喫
緊
の

課
題
は
後
者
で
し
た
。
消
え
た
観
光
消
費
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
市
内
宿
泊
旅
行
の
促
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

一
方
、
時
を
同
じ
く
し
て
国
で
は
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
三
重
県
で
も
プ
レ
ミ
ア
ム
旅

行
券
な
ど
の
事
業
が
動
き
出
そ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
以

上
「
お
得
な
旅
」
で
屋
上
屋
を
重
ね
る
必
要
は
な
い
と
考

え
る
こ
と
の
で
き
る
素
地
も
あ
り
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
目
が 

ま
ち
の
魅
力
を
見
つ
け
て
く
れ
る

令
和
元
年
10
月
、
伊
勢
市
観
光
誘
客
課
で
は
、
英
国
の

公
的
な
国
際
文
化
交
流
機
関
で
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

カ
ウ
ン
シ
ル
と
の
協
働
に
よ
り
、
同
国
か
ら
６
組
７
人
の

芸
術
家
を
招
き
、
市
内
で
の
２
週
間
の
滞
在
を
通
じ
て
創

作
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
リ
サ
ー
チ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
英
交
流
年
「
Ｕ
Ｋ 

㏌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

◆◆◆

Ｎ
」
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
手
探
り
で
準

備
し
、
市
内
を
駆
け
回
っ
て
参
加
者
の
滞
在
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
嵐
の
よ
う

な
２
週
間
を
終
え
て
み
る
と
、
実
に
得
る
も
の
の
多
い
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
意
義
深
い
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
感
性
に
よ
る
、
ま
ち
の
魅
力
の
再
発
見
で
す
。
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
で
も
、
自
ら

の
琴
線
に
触
れ
る
事
物
を
逃
さ
ず
捉
え
て
深
掘
り
し
て
い

く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
熱
量
は
、「
こ
れ
は
観
光
Ｐ
Ｒ
に
生

き
る
」
と
直
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
英
国
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
学
び
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
宿
泊
旅
行
を
創
出
す
る
と

い
う
要
請
を
掛
け
合
わ
せ
、「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
観
光
消
費
の
回
復
に
寄

与
す
る
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
先

を
見
据
え
た
観
光
の
魅
力
向
上
を
狙
い
と
す
る
事
業
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で 

業
務
を
効
率
化
・
高
速
化

事
業
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
文
化
・
芸
術
分
野
の
プ
ロ

の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
全
国
（
市
外
）
か
ら
１
０
０
人
程
度

募
集
し
、
６
〜
13
泊
の
市
内
滞
在
中
に
創
作
活
動
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す
。
費
用
面

で
は
、
宿
泊
料
の
全
額
負
担
に
加
え
、
滞
在
支
援
金
の
趣

旨
で
、
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
滞
在
後
に
支
払
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
参
加
者
の
公
募
↓
審
査
・
参
加
決
定
↓
滞
在

↓
滞
在
記
の
公
開
と
い
う
流
れ
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
徹
底
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま

し
た
。
最
大
の
目
的
は
効
率
化
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
対

◆◆◆

三
重
県
伊
勢
市

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
感
性
で

 

魅
力
を
発
見
・
発
信

谷
川
　
槙
菜

三
重
県
伊
勢
市
観
光
誘
客
課

―
文
化
・
芸
術
分
野
の
プ
ロ
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
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策
の
事
業
と
し
て
年
度
半
ば
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
た

め
、
短
期
間
で
情
報
を
全
国
に
拡
散
し
、
募
集
し
、
集
計

し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
は
ウ
ェ
ブ
上

の
フ
ォ
ー
ム
の
み
に
限
定
し
、
チ
ラ
シ
は
作
ら
ず
、
市
役

所
内
の
記
者
ク
ラ
ブ
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
介

し
た
報
道
資
料
提
供
と
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
へ
の
訴
求
力
を

も
つ
美
術
雑
誌
の
ウ
ェ
ブ
版
で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事
に
よ

っ
て
広
報
し
ま
し
た
。
ま
た
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
サ
イ
ト
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
を
活
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
う
ま
く
機
能
し
、
募
集
開
始
と
と
も
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
一
気
に
拡
散
さ
れ
た
こ
と
で
応
募
数
は
順
調
に
伸

び
て
、
最
終
的
に
想
定
を
大
き
く
超
え
る
１
２
７
１
件
の

応
募
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の
関
係
を
結
び
、

未
来
に
つ
な
げ
る

◆◆◆

一
般
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
の

違
い
は
、大
き
く
２
点
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

多
様
な
表
現
分
野
か
ら
の
参
加
を
得
る
意
図
で
、
対
象
を

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
せ
ず
に
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と
し

た
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
創
作
上
の
義
務
を
一
切
課

さ
ず
、
滞
在
中
は
自
身
の
活
動
に
専
念
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
た
点
で
す
。
後
者
は
内
外
か
ら
「
大
盤
振
る
舞
い
」

と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
般
的
な
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
観
光
Ｐ
Ｒ
の
効
果
を
乗
せ
た
こ
と
に
よ

り
、
十
分
に
元
が
取
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
創
造
性
へ
の
敬
意
と

信
頼
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、こ
こ
に
は
込
め
て
い
ま
す
。

「
絵
を
描
け
る
人
が
来
る
の
な
ら
、
そ
の
辺
の
壁
に
で
も

何
か
描
い
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
よ
う
な
対
応
で
は
、
ク

リ
エ
イ
タ
ー
へ
の
敬
意
は
伝
わ
ら
ず
、
ま
ち
と
の
関
係
は

一
過
性
の
も
の
に
な

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
幸
い
、
参
加
者

か
ら
は
評
価
さ
れ
、

今
後
に
つ
な
が
る
関
係
性
を
強
く
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
最
大
の
課
題
の

一
つ
は
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
で
す
。
こ
れ
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
ま
ち
を
仕
事
場
に
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
な
く
て
は
話
に
な
り
ま

せ
ん
。今

こ
そ
地
方
が

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の
協
働
を
進
め
る
と
き

事
業
を
通
じ
て
、
プ
ロ
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
首
都
圏
に

一
極
集
中
し
て
い
る
現
状
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
回
の
応

募
総
数
１
２
７
１
件
の
都
道
府
県
別
内
訳
を
見
て
み
る

と
、47
都
道
府
県
の
全
て
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

全
体
の
お
よ
そ
半
数
が
東
京
都
、
７
割
が
首
都
圏
か
ら
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
私
た
ち
の
社
会
に
転
換
の
必
要
性
を

突
き
つ
け
ま
し
た
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
「
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
人
た
ち
」
と
定
義
づ
け
る
と
す
れ
ば
、今
こ
そ
、

地
方
行
政
が
プ
ロ
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
協
働
す
べ
き
と
き

な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ズ
・
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
試
み
が
、

首
都
圏
に
滞
留
す
る

一
流
の
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
か
き
混

ぜ
、
地
方
に
向
か
う

流
れ
を
作
る
一
つ
の

提
案
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

現地でマッチングし、急ごしらえの作品展示を実施

詩人・北園克衛の生家（朝熊町）を訪ねる参加者（詩人）

参加者（草木染職人）による公開実演
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和
歌
山
県
が 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
背
景

和
歌
山
県
は
、
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
の
熊
野
古
道
や
高
野
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
内
の

み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
で
民
泊
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
（
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
の
「
２
０

１
９
年
に
訪
れ
る
べ
き
19
の
観
光
地
」
で
は
、
世
界
中
の

魅
力
的
な
観
光
地
と
並
ん
で
和
歌
山
県
が
日
本
国
内
で
唯

一
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
内
外
か
ら
の
注
目

に
よ
り
、
令
和
元
年
度
の
和
歌
山
県
の
入
込
客
総
数
お
よ

び
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
見
ら
れ
始
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
和
歌
山
県
の
特
徴
と
し
て
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘

致
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
大
手
の
株
式
会
社
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・

◆◆◆

ド
ッ
ト
コ
ム
が
白
浜
町
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

し
た
こ
と
を
契
機
に
、
多
く
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
白
浜
町
や
隣

接
の
田
辺
市
内
に
本
社
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
白
浜
町
営
の
第
１
・
第
２
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス

オ
フ
ィ
ス
は
両
棟
と
も
満
室
の
状
態
（
全
11
室
）
で
、
令

和
２
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
民
設
民
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
オ

フ
ィ
ス
に
も
既
に
東
京
か
ら
２
社
が
入
居
す
る
な
ど
、
和

歌
山
県
の
企
業
誘
致
の
取
組
は
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
で
自
走

す
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
、
和
歌
山
県
の
資
源
と
企
業
誘
致
の
施

策
を
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
「
和
歌

山
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
ま
し
た
。

都
市
部
の
企
業
と
し
て
は
、
働
き
方
改
革
の
一
環
で
テ
レ

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を
有
す
る
和
歌

山
県
で
普
段
ど
お
り
の
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
頭
と
心
で
業
務
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で

き
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
地
域
側
に
と
っ
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
の
宿
泊

は
繁
忙
期
や
週
末
に
集
中
す
る
観
光
客
の
分
散
化
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
和
歌
山
県
で
テ
レ
ワ
ー
ク
す

る
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
企
業
誘
致
を
検
討
す
る

入
口
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、「
関
係
人
口
の
創
出
」

と
い
う
観
点
か
ら
都
市
部
企
業
と
地
域
側
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

３
年
間
で
９
０
０
人
以
上
が
体
験

平
成
29
年
度
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
取
り
組

み
始
め
た
和
歌
山
県
で
は
、
県
主
催
の
体
験
会
や
説
明
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
企
業
か
ら
の
個
別
の
視
察
依
頼

な
ど
を
通
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
発
信
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
29
〜
令
和
元
年
度
の
３
年
間
で
、
県
が
把

握
し
て
い
る
分
だ
け
で
１
０
４
社
９
１
０
人
が
県
内
で
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

施
策
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
と
、
令
和
元
年
度
に
総
務

省
「
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
事
業
」
を
活
用
し
、
和
歌
山

県
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
日
本
能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
形
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

し
た
「
地
方
創
生
研
修
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

首
都
圏

の
企
業
に
勤
め
る
15
人
が
受
講
者
と
し
て
参
加
し
、
東
京

で
研
修
２
回
、
田
辺
市
で
研
修
２
回
と
最
終
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

田
辺
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
育

成
塾
「
た
な
べ
未
来
創
造
塾
」
の
卒
業
生
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
議
論
を
進
め
ま
し
た
。
受
講
者
と
地
域
の
皆

さ
ん
が
共
に
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
向
き
合
い
、
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
た
め
の
議
論
を
深
め
る
機
会
と
な

◆◆◆

和
歌
山
県

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

和
歌
山
県
に
お
け
る

 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

桐
明
　
祐
治

和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局
情
報
政
策
課
長

―
企
業
誘
致
か
ら
関
係
人
口
創
出
へ
―
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り
、
地
域
と
都
市
部
の
関
係
性
の
一
つ
の
モ
デ
ル
が
生
ま

れ
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
施
策
と
し
て
、
令
和
元
年
８
月
に
２
泊
３

日
で
親
子
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
続
く
２
回
目
の
開
催
で
、
首
都
圏
か
ら
８

組
23
人
の
家
族
が
参
加
し
、
白
浜
町
と
串
本
町
で
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。
親
子
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

行
程
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

を
満
喫
し
て
い
る
と
き
に
親
が
海
を
見
な
が
ら
仕
事
を
す

る
時
間
を
設
定
。
子
ど
も
同
士
は
友
達
に
な
っ
て
夏
の
和

歌
山
県
を
楽
し
み
、
親
は
非
日
常
感
を
味
わ
う
こ
と
の
で

き
る
環
境
で
業
務
を
行
い
、
夜
は
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ど
を

通
じ
て
一
日
の
思
い
出
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

対
外
的
な
事
業
の
み
な
ら
ず
、
県
内
事
業
者
向
け
に
も

勉
強
会
な
ど
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
努
め
、
徐
々

に
宿
泊
施
設
や
カ
フ
ェ
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
様
々

な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
受
入
れ
サ
ー
ビ
ス
が
誕
生
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
に
「W
akayam

a 
W
orkation N

etw
orks

」
と
題
し
、
県
内
で
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
受
入
れ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
事
業
者
の
登
録
制

度
を
新
設
し
ま
し
た
。
約
１
０
０
の
サ
ー
ビ
ス
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
の
創
設

◆◆◆

現
在
で
は
全
国
の
自
治
体
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
入

れ
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
各
自
治
体
の
情

報
発
信
は
散
発
的
で
あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
都
市
部

の
企
業
や
個
人
に
は
認
知
さ
れ
に
く
い
と
い
う
課
題
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
和
歌
山
県
は
長
野
県
と

連
携
す
る
形
で
令
和
元
年
11
月
に
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自

治
体
協
議
会
（
Ｗ
Ａ
Ｊ
）」
を
創
設
し
、
会
長
を
和
歌
山

県
知
事
の
仁
坂
吉
伸
が
拝
命
し
ま
し
た
。

設
立
時
は
65
団
体
だ
っ
た
会
員
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
よ
り
都
市
部
企
業
を
中
心
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及

が
進
ん
だ
影
響
も
あ
り
、
令
和
２
年
11
月
末
現
在
で
１
５

１
団
体
（
１
道
17
県
１
３
３
市
町
村
）
に
な
り
、
自
治
体

で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
注
目
度
が
日
に
日
に
増
し
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
令
和
２
年

度
に
政
府
要
望
活
動
を
通

じ
て
推
進
体
制
の
強
化
な

ど
を
求
め
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
や
会
員
自
治
体
同
士

の
勉
強
会
を
開
催
し
、
各

自
治
体
の
資
源
を
活
用
し

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受

入
れ
体
制
の
深
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

「
会
長
自
治
体
」
と
し
て

協
議
会
の
運
営
を
行
う
こ

と
で
全
国
的
な
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
理
解
促
進
や
機

運
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ワーケーション自治体協議会設立宣言イベント

ワーケーションを活用した「地方創生研修」

那智の滝と青岸渡寺内の三重塔
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「
な
ん
と
な
く
」
を
見
え
る
化

「
海
や
湖
を
見
る
と
な
ん
と
な
く
開
放
的
に
な
る
」「
自

然
に
囲
ま
れ
て
深
呼
吸
を
す
る
と
な
ん
と
な
く
ス
ト
レ
ス

が
軽
減
す
る
」

地
方
の
街
に
観
光
や
出
張
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

は
、
一
度
は
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。２

０
１
９
年
、
松
江
市
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
「〝
な

ん
と
な
く
〞
を
定
量
的
に
〝
見
え
る
化
〞
す
る
取
り
組
み
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ

企
業
を
対
象
に
、
都
市
部
で
の
通
常
勤
務
時
や
松
江
で
の

テ
レ
ワ
ー
ク
・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
時
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
、

主
観
デ
ー
タ
を
計
測
・
分
析
し
て
ス
ト
レ
ス
を
見
え
る
化

し
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
検
証
す
る
取
り
組
み
で
す
。
２

年
目
に
入
る
今
年
度
も
「
ワ
ー
キ
ン
グ 

ヘ
ル
ス
ケ
ア 

プ

ロ
グ
ラ
ム
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

◆◆◆

そ
の
活
動
は
発
展
的
に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
検
証
結
果
と
し
て
は
、
仮
説
通
り
、
都

市
部
滞
在
中
と
比
べ
、
松
江
滞
在
時
に
ス
ト
レ
ス
反
応
の

改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
で
あ
る
松
江
市
が
主
体
と
な
っ
て
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
が
組
織
さ
れ
、
学
術
機
関
と
し
て
国
立
大
学
法

人
島
根
大
学
、
県
内
の
民
間
企
業
、
都
市
部
の
テ
レ
ワ
ー

ク
先
進
企
業
な
ど
、
多
く
の
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
①
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
す

る
街
②
テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
街
、
と
い
う
二
つ
の
切
り

口
で
松
江
の
魅
力
を
外
向
け
に
発
信
し
、都
市
部
と
地
方
、

地
方
と
地
方
に
お
け
る
新
た
な
人
材
還
流
に
つ
な
が
る
企

業
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。な

お
、
私
が
所
属
す
る
ワ
ー
ク
ア
ッ
ト
株
式
会
社
は
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
事
務
局
機
能
を
担
い
な
が
ら
、
企
業
向

け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

松
江
に
Ｉ
Ｔ
の
街
が
構
築
さ
れ
た
経
緯

も
と
も
と
松
江
市
は
Ｉ
Ｔ
産
業
が
盛
ん
な
街
で
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
」
の
開
発
者
が
市
内
に

在
住
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
２
０
０
６
年
か
ら
「
Ｒ
ｕ

ｂ
ｙ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｅ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発

足
さ
せ
、
地
域
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興
、
企
業
立
地
の
推
進
、

人
材
育
成
、
雇
用
創
出
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
に
島
根
県
外
の
Ｉ

Ｔ
企
業
40
社
近
く
が
松
江
市
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
を
開

設
し
て
お
り
、
市
町
村
単
位
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
績
で
す
。
ま
た
、
拠
点
開
設
を
検
討
し
て
い
る
都
市
部

の
企
業
向
け
に
、
お
試
し
で
数
日
間
松
江
市
内
に
勤
務
し

て
も
ら
う
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
は
じ
め
快
適
に

仕
事
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
、
市
内
数
カ
所
で
宿

泊
を
伴
う
テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
き
ま
し

た
。実

際
に
昨
年
度
に
も
、
前
述
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
８
社
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
、
松
江
市
内
で
そ

れ
ぞ
れ
約
１
週
間
程
度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
滞
在

し
ま
し
た
。

松
江
式
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
き
っ
か
け
に
、

全
国
的
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
バ
ズ
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
企
画

さ
れ
た
り
、
様
々
な
組
織
で
そ
の
導
入
の
意
義
が
叫
ば
れ

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

島
根
県
松
江
市

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

「
松
江
に
し
か
な
い
魅
力
」
を

 

徹
底
的
に
追
求

田
窪
　
大
樹

ワ
ー
ク
ア
ッ
ト
株
式
会
社
取
締
役
副
社
長
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ

―
ワ
ー
ク+

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
他
地
域
と
差
別
化
―
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一
般
的
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
はw

ork

（
仕
事
）

＋vacation

（
余
暇
）
で
す
。
現
在
、
各
地
で
論
じ
ら

れ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
、　

密
な
都
市
部
か
ら

の
脱
出
を
土
台
と
し
て
、
全
体
的
に
は
余
暇
や
観
光
の
要

素
が
強
い
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
松
江
で
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
とw

ork

（
仕
事
）
に
軸
足
を
置
い
た
地
域
滞
在
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
そ
し
て
、
前
述
の
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
ス
ト

レ
ス
の
見
え
る
化
）」
や
「
テ
レ
ワ
ー
ク
（
快
適
に
仕
事

が
で
き
る
環
境
）」
と
合
わ
せ
て
、〝
都
市
部
の
企
業
が
地

域
と
交
流
で
き
る
こ
と
〞
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
な
要
素

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
方
で
自
社
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
た
い
」「
地
域
課
題

を
見
つ
け
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
た
い
」「
地
域
の
優
秀
な

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
出
会
い
、
共
に
働
き
た
い
」
な
ど
、
都
市

部
の
企
業
に
は
、
地
方
に
関
わ
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
私
た
ち
は
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
中
心
と
し
て
産
官
学
の
「
座
組
」
で
地

域
を
あ
げ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
現
さ
せ
、
地
域
と
都

市
部
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
最
大
化
し
ま
す
。
そ
こ
で

生
ま
れ
るcom

m
unication

（
会
話
・
交
流
）
こ
そ
、

他
の
地
域
で
行
わ
れ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
サ
ー
ビ

ス
と
差
別
化
さ
れ
た
、
松
江
に
し
か
な
い
要
素
で
す
。

自
分
自
身
が
関
係
人
口
で
あ
る

経
験
を
踏
ま
え
て

紹
介
が
随
分
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
、
３
年
ほ

ど
前
に
松
江
市
に
Ⅰ
タ
ー
ン
移
住
を
し
て
き
た
人
間
で

す
。
大
阪
市
内
で
生
ま
れ
育
ち
、
就
職
を
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
東
京
に
出
て
、
移
住
を
し
て
く
る
ま
で
７
年
半
ほ
ど

の
時
間
を
関
東
圏
で
仕
事
を
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

移
住
直
後
か
ら
、
住
み
心
地
や
仕
事
の
や
り
が
い
、
テ

◆◆◆

レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
都
市
部
に
い
た
と
き
と
全
く
変
わ
ら
ず

仕
事
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
日
々
奔
走
す
る
熱
い
人
々
（
そ
の
中
の
数
人

と
、
今
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
）
に

よ
り
、
松
江
の
街
自
体
に
と
て
も
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
こ
の
地
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
言
え

ば
関
係
人
口
の
定
義
か
ら
外
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
感
覚
と
し
て
は
、
良
く
も
悪
く
も
地
域
に
は
定
着

し
き
れ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
ど
こ
か
〝
地
域
に
と
っ
て
よ
そ

者
（
も
ち
ろ
ん
、
悪
い
意
味
で
は
な
い
）
の
感
じ
〞
が
抜

け
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
松
江
に
対
す
る
自
分
自
身

の
想
い
は
、「
こ
の
地
に
と
っ
て
何
か
良
い
影
響
を
与
え

た
い
」「
こ
の
地
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
、
ま
さ
に
関
係
人
口
と
し
て
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
想

い
そ
の
も
の
で
す
。

私
は
、
数
年
前
の
自
分
の
よ
う
に
松
江
を
知
ら
な
い
人

に
松
江
を
有
効
的
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
そ
の
人
の
人
生
が
豊
か
に

な
っ
た
り
、
そ
の
人
が
松
江
の
フ
ァ

ン
（
＝
松
江
の
関
係
人
口
）
に
な
っ

た
り
す
る
よ
う
な
き
っ
か
け
を
つ
く

る
、
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
手

段
と
し
て
、
現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
多
く
の
都
市
部
の
人
々
に
単

な
る
観
光
の
文
脈
だ
け
で
は
な
く
、

仕
事
に
お
け
る
生
産
性
向
上
や
ス
ト

レ
ス
ケ
ア
と
い
っ
た
働
き
方
改
革
の

文
脈
で
、
松
江
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

宍道湖畔での朝ヨガ。ストレスのセルフマネジメントの手法を学ぶ

滞在中のストレス計測の様子

滞在中のワークスペース。
そば畑と大きな空が広がる景色に向かってデスクを配置
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誘
致
の
き
っ
か
け

平
成
23
年
８
月
、
徳
島
県
の
主
導
で
「
と
く
し
ま
集
落

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
検
討
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
の
中

核
的
な
取
り
組
み
と
し
て
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
生
か

し
て
企
業
誘
致
を
進
め
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
９
月
、
徳
島
県
内
の

数
カ
所
に
お
い
て
、
実
際
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
作
業
が
で

き
る
か
ど
う
か
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
の
１
カ

所
と
し
て
美
波
町
が
対
象
地
区
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
１
月
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
っ
て
、
首
都
圏
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
企
業
を

対
象
と
し
た
徳
島
県
内
の
現
地
視
察
を
実
施
。
そ
の
中
に

は
、
本
町
が
管
理
す
る
遊
休
施
設
（
旧
徳
島
県
立
老
人
ホ

ー
ム
、
現
文
化
交
流
施
設
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
東
京
都
内
で
視
察
を
募
集
す
る
際
、
た
ま
た
ま
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
行
っ
て
い
る
サ
イ
フ
ァ
ー
・

テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
で
本
町
出
身
の
吉
田
基

◆◆◆

晴
氏
で
し
た
。

当
時
、
都
内
に
在
住
し
て
い
た
吉
田
氏
は
、
千
葉
県
内

の
遊
休
農
地
で
稲
作
を
す
る
サ
ー
ク
ル
に
在
籍
し
て
い
て

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
や
耕
作
に
詳
し
く
、
本
町
が
紹
介
し
た

遊
休
施
設
の
立
地
を
大
変
気
に
入
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

同
社
は
、
平
成
24
年
２
月
に
自
社
社
員
向
け
の
内
覧
会
を

開
き
、
翌
３
月
に
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
へ
の
改
修
工
事
に

着
手
。
５
月
に
は
本
町
進
出
の
１
社
目
と
し
て
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

誘
致
企
業
の
増
加

当
時
は
ま
だ
企
業
の
地
方
進
出
は
非
常
に
珍
し
く
、
サ

イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
の
進
出
は
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
大
変
な

話
題
と
な
り
ま
し
た
。
サ
イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
に
は
、
地

元
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
か
ら
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
方
法
の
指
導
、
地
域
特
産
物
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
様
々
な
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（Corporate Social 

R
esponsibility

＝
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と
し
て
取
り

◆◆◆

組
ん
で
い
た
こ
と
自
体
が
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
と
捉
え
た
吉
田
氏
は
平
成
25
年
６
月
、
地
域
課
題
を

可
視
化
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
、
株
式
会
社
あ
わ
え
を
起
業
し
ま
し
た
。

吉
田
氏
は
、
地
域
特
産
物
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
再
構
築
、

地
域
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
加
え
、
自
身
が
経

験
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
事
業

化
。
ま
た
、本
町
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事
業
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
企
業

数
は
20
社
、
業
種
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
、
デ
ザ
イ
ン
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
築
設
計
、
オ
フ
ィ
ス
仲
介
、
映
像
・

Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
な
ど
多
方
面
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

進
出
の
動
機

吉
田
氏
が
地
方
に
進
出
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
首
都
圏
で
人
材
を
確
保
す
る
困
難
に
直
面
し
た
こ
と

で
し
た
。
美
波
町
は
海
・
山
・
川
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
り
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
平

日
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
地
を
目
指

す
人
材
が
必
ず
い
る
と
の
信
念
の
下
、
仕
事
と
充
実
し
た

暮
ら
し
を
両
立
さ
せ
る
「
半
Ｘ
半
Ｉ
Ｔ
」（
Ｘ
は
個
人
の

趣
味
な
ど
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
て
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、
採
用
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
企
業
に
は
様
々
な
動
機
が

存
在
し
ま
す
が
、
誘
致
し
た
当
初
は
人
材
採
用
や
社
員
の

福
利
厚
生
、
介
護
離
職
の
防
止
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
働
く
人
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
誘
致
事
業

◆◆◆

徳
島
県
美
波
町

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

―
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
20
社
進
出
―

様
々
な
「
人
財
」
が
集
う
町
に

鍜
治
　
淳
也

徳
島
県
美
波
町
役
場
政
策
推
進
課�

主
査
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を
進
め
て
い
く
と
、
企
業
が
保
有
す
る
技
術
を
地
域
課
題

に
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
を
数
多
く
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
町
は
産
官
学
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
設
立
し
、様
々
な
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
官
学
の
取
り
組
み

産
官
学
の
代
表
的
な
取
り
組
み
は
、
省
電
力
の
無
線
伝

送
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
「
止
ま
ら
な
い
通
信
網
を
活
用

し
た
命
を
つ
な
ぐ
減
災
推
進
事
業
」
で
す
。
総
務
省
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
創
出
支
援
事
業
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
消

費
電
力
を
抑
え
て
遠
距
離
通
信
を
実
現
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ

◆◆◆

（Low
 Pow

er W
ide A

rea

）
と
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ

ｈ
の
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
役
場
周
辺
に
配
置
し
、
そ

の
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
様
々
な
情
報
を
デ
ー
タ
化
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
児
童
・
高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

や
緊
急
時
の
警
報
発
信
、
避
難
者
の
位
置
情
報
検
知
用
ビ

ー
コ
ン
タ
グ
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
県

内
の
企
業
と
共
に
河
川
水
位
計
や
道
路
冠
水
確
認
用
セ
ン

サ
ー
を
開
発
。
こ
う
し
た
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と

し
て
「
美
波
町
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
」
実
行
計

画
を
作
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
企
業
と
共
に
デ

ジ
タ
ル
の
最
新
技
術
を
導
入
し
、
人
口
減
少
な
ど
地
域
課

題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

に
ぎ
や
か
な
過
疎
の
町
を
宣
言

最
後
に
、
美
波
町
は
平
成
30
年
12
月
、「
に
ぎ
や
か
な

過
疎
の
町
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
下
で
も
過
疎

化
が
進
ん
で
も
若
者
や
挑
戦
者
が
集
い
新
た
な
変
化
が
生

ま
れ
続
け
る
、〝
に
ぎ
や
か
〞
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、「
に
ぎ
や
か
そ
」
を
統
一
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
ま
し
た
。

町
に
様
々
な
「
人
財
」
が
集
い
、
共
に
考
え
、
新
し
い

も
の
を
創
出
し
、
循
環
す
る
地
域
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

位置情報を発信する「タグ」を首から下げて避難訓練（一部加工しました）
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特 集
遊
休
施
設
と
い
う
地
域
資
源

福
岡
県
う
き
は
市
は
、筑
後
平
野
の
南
東
部
に
位
置
し
、

福
岡
市
の
博
多
駅
や
福
岡
空
港
か
ら
車
で
１
時
間
程
度
の

距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
日
本
の
原
風
景
が
多
く
残
る
ま
ち

◆◆◆

で
す
。
壮
大
な
筑
後
川
や
悠
然
と
そ
び
え
る
耳
納
連
山
な

ど
の
豊
か
な
自
然
と
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
環
境
下
に
あ

り
、
都
会
と
は
少
し
違
う
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
が
流
れ
て

い
ま
す
。

四
季
の
移
り
変
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

観
光
農
園
、
地
元
食
材
を
活
か
し
た
飲
食
店
な
ど
を
訪
れ

る
観
光
客
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
日
帰
り
圏
内
か
ら
の
観

光
客
が
多
く
、
１
人
あ
た
り
の
観
光
消

費
額
は
ま
だ
ま
だ
低
い
た
め
、
滞
在
型

観
光
や
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
な
ど
を
視
野
に

入
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
人
口
も
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
、
進
学
や
就
職
な
ど
に
よ
る
若
年
層

の
社
会
減
が
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
課
題
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
山
間
部

で
三
つ
の
小
学
校
が
立
て
続
け
に
閉
校
と
な
る
現
実
に
直

面
し
た
市
は
、
市
有
の
遊
休
施
設
に
特
化
し
て
そ
の
活
用

策
を
検
討
す
る
「
市
長
公
室
付
遊
休
施
設
等
活
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
平
成
30
年
度
に
編
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
関
係
人
口
の
創
出
と
さ
ら
な
る
域
内
消
費
を

目
的
と
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

鏡
田
屋
敷
を
働
く
場
所
に

市
内
の
筑
後
吉
井
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

あ
る
「
鏡
田
屋
敷
」
は
、
旧
郡
役
所
の
官
舎
と
し
て
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
築
１
５
０
年
余
り
の
公
開
施
設
で
、「
白

壁
の
町
並
み
散
策
」
に
お
け
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と

し
て
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
維
持
管
理
に
は
恒
久
的
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
現
状
以
上
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
が
急
務
で
し
た
。

そ
こ
で
、
働
き
方
改
革
の
動
向
に
着
目
し
、
場
所
や
時

間
を
選
ば
な
い
新
し
い
働
き
方
を
実
践
し
て
い
る
都
市
部

企
業
の
社
員
や
個
人
経
営
者
な
ど
が
集
う
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｗ

Ａ
Ａ
！
（W

ork from
 A
nyw
here and A

nytim
e

）」

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
鏡
田
屋

敷
を
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
し
た
。「
合
宿
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
題
し
、
約
２
年
間
に
わ
た
っ
て
定

期
的
に
来
訪
し
て
も
ら
い
、
鏡
田
屋
敷
の
利
用
方
法
や
当

市
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
な
ど
様
々
な
観

点
か
ら
の
検
討
を
経
て
、
関
係
人
口
の
創
出
や
地
域
課
題

解
決
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
多
く
の
提
言
や
ア
イ
デ

ア
を
頂
き
ま
し
た
。

鏡
田
屋
敷
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
、
ど
こ
か

◆◆◆

福
岡
県
う
き
は
市

浮羽稲荷神社。
うきは市のインスタ映えスポットとして観光客が訪れる

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

大
久
保
　
翔

福
岡
県
う
き
は
市�

都
市
計
画
準
備
課
計
画
・
調
整
係�

主
事

遊
休
施
設
活
用
か
ら

 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
へ

―
歴
史
的
建
造
物
な
ど
活
用
し
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
提
供
―

白壁の町並み。
飲食店をはじめとする店舗等の新規創業が多く見られる
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懐
か
し
い
雰
囲
気
の
非
日
常
空
間
で
仕
事
を
行
う
こ
と

で
、
生
産
性
の
向
上
や
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
、
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
な
が
り
、
企
画
の
開
発
や
錬
磨
、

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
実
施

な
ど
に
最
適
な
環
境
と
し
て
提
供
で
き
る
と
い
う
検
証
結

果
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
は
鏡
田
屋
敷
を
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
機
動
的
・
多
角
的
な
施
設
運
営
を
目
指
し
て
指

定
管
理
業
務
委
託
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

加
え
て
、
今
後
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
当
市
に
あ
る
様
々
な
地
域
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
落
と
し
込
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

山
麓
部
で
は
年
間
を
通
し
て
様
々
な
フ
ル
ー
ツ
狩
り
な

ど
が
楽
し
め
、
山
間
部
で
は
森
林
浴
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
を
も
た
ら
す
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
筑
後
川
で
は
カ
ヌ
ー

体
験
な
ど
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
体
験
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
美
肌
の
湯
と
し
て
名
高

い
温
泉
旅
館
、
白
壁
の
町
並
み
に
あ
る
古
民
家
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
広
々
と
し
た
敷
地
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
を
満
喫
で

き
る
１
棟
貸
し
古
民
家
宿
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
施
設
な
ど
多
種
多
様
な
宿
泊
施
設
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今
後
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
・
施
策
展
開
に
自
信
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
へ
独
自
の
補
助
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
と
い

う
、
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
下
で
、

今
年
度
は
ど
の
よ
う
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
べ

き
か
試
行
錯
誤
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、

一
部
の
企
業
で
は
在
宅
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
テ

レ
ワ
ー
ク
）
な
ど
を
導
入
す
る
動
き
も
見
ら
れ
、
政
府
も

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
表
明
す
る
な
ど
追
い
風
と
な

る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、「
新

し
い
生
活
様
式
（
働
き
方
）」
を
用
い
た
観
光
客
誘
致
に

よ
る
地
域
産
業
緊
急

支
援
事
業
と
い
う
補

助
制
度
を
創
設
し
ま

し
た
。
市
外
か
ら
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目

的
と
し
て
当
市
を
来

訪
す
る
際
に
か
か
る

交
通
宿
泊
費
に
対

し
、
そ
の
半
額
（
限

度
額
あ
り
）
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。
利

用
者
に
事
前
申
請
を

◆◆◆

お
願
い
す
る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
を
常
に
考
慮
し
な
が
ら
、
居
住
先
に
制
限
を
か
け
る
な

ど
の
判
断
が
で
き
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
先
や
宿
泊
先
で
の
利
用
者
の
消
費
が
市
内
の
事
業

者
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
利
用
者
に
は
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
が
で
き
、
何
度

も
訪
れ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
一
石
二
鳥

の
成
果
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
福
岡
都
市
圏
の
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
を
は
じ
め
、
関
東
近
郊
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
導
入
企
業
の
社
員
な
ど
が
来
訪
し
て
い

ま
す
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

今
後
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
し
て
は
、
当
市
の

地
域
資
源
や
取
り
組
み
な
ど
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連
性
か

ら
整
理
し
、
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
の
あ
る
受
け
入
れ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
・
開
発
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

関
わ
り
の
あ
る
市
内
事
業
者
や
地
域
住
民
に
参
画
し
て
も

ら
い
、
ガ
イ
ド
な
ど
が
行
え
る
よ
う
な
ス
キ
ル
を
養
成
し

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
た

り
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
触
れ
る
機
会
や
学
習
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
広
く
展
開
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
報
道
で
、
医
療
現
場
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
て
い
る
こ
と
や
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
目
に
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
直
面
し
て
い
る
今
こ
そ
、
医
療
従
事
者
へ
の
敬
意
と
共

に
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
新
し
い
生
活

様
式
の
一
部
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
つ
の
光
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
、
一
市
職
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら

一
歩
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

ワーケーション実践の風景。
縁側で庭を眺めながらリフレッシュ

鏡田屋敷外観
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テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

長
崎
県
壱
岐
市
（
壱
岐
島
）
は
、
２
０
１
７
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
（
壱
岐
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
）」
を
拠
点
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ

ジ
オ
は
史
跡
の
国
宝
で
あ
る
国
特
別
史
跡
「
原
の
辻
遺
跡
」

内
に
あ
り
、
遺
跡
を
眺
め
、
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

仕
事
が
で
き
る
、
ほ
か
に
は
な
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
以

前
は
、
原
の
辻
遺
跡
の
倉
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建

物
（
約
６
０
０
平
方
㍍
）
を
改
装
し
、
建
物
の
３
分
の
２

を
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
に
、
３
分
の
１
を
だ
れ
も
が
自
由

に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
た
。

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
平
日
は
無
料
開
放
し
て
い

る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
20
席
）
の
ほ
か
、
７
室
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
そ
し
て
近
年
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
ウ
ェ
ブ
会
議
ブ
ー
ス
４
室
を
完
備
。
有
料
会
員
に
な
る

◆◆◆

と
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
24
時
間
３
６
５
日
使

用
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
島
内
外
の
人
た
ち
が
自
然
と
交
流
で
き
る
よ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
を
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
オ
フ

ィ
ス
に
し
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
は
、
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
の
利
用
者

向
け
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
短
期
滞
在
型
施
設
）
を
整
備
。
自

然
に
囲
ま
れ
た
木
造
平
屋
建
て
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
弥
生

時
代
の
竪
穴
式
住
居
の
構
造
様
式
を
導
入
し
、
８
部
屋
あ

る
個
室
の
眺
望
と
採
光
を
最
大
限
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

天
井
が
高
い
開
放
的
な
土
間
空
間
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
を
受
賞

フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
壱
岐
で
、
食
や

歴
史
な
ど
島
の
魅
力
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
す
る

◆◆◆

新
し
い
働
き
方
を
求
め
て
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
は
約
３
５
０
０
人
が
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ

ジ
オ
を
利
用
し
、
そ
の
う
ち
の
３
分
の
１
が
島
外
か
ら
の

利
用
だ
っ
た
。
視
察
も
多
く
、
１
年
間
で
約
１
０
０
団
体

（
企
業
、自
治
体
、大
学
）
５
０
０
人
以
上
が
訪
れ
て
お
り
、

フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
自
体
が
壱
岐
に
来
る
目
的
地
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
島
外
企
業
が

壱
岐
に
拠
点
を
開
設
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
施
設

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
性
計
画
）
の
観
点
か

ら
、
地
方
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
検
討
す
る

企
業
が
増
え
る
中
、
適
切
な
物
件
と
人
材
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、壱
岐
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
出
す
際
に
、

物
件
と
人
材
が
見
つ
か
る
ま
で
の
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
の
利
用
も
多
く
、
実
際
に
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
を

卒
業
し
た
企
業
も
含
め
て
、
10
社
が
壱
岐
に
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
28
人
の
地
元
雇
用
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
績
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
の
日

本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
の
表
彰
式
で
自
治
体
最
優
秀
と
な
る

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
を
受
賞
し
た
。
現
在
、
官
民
連
携
の

テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
地
域
と
し
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
、
壱
岐
で
の
取
り
組
み
が
全
国
各
地
に
も
広
が
っ
て

い
る
。〝

え
ん
〞
を
育
む
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に
壱
岐
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
先
進
地
域
と
な
っ

◆◆◆

長
崎
県
壱
岐
市

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
し

 

人
と
企
業
が
集
ま
る
島
に
！

篠
原
　
一
生

一
般
社
団
法
人
壱
岐
み
ら
い
創
り
サ
イ
ト
事
務
局
長

―
壱
岐
が
持
つ
様
々
な
魅
力
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
―
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て
い
る
が
、
元
々
リ
ゾ
ー
ト
型
テ
レ
ワ
ー
ク
を
標
榜
（
ひ

ょ
う
ぼ
う
）
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
９
年
度
に
株
式
会
社
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
と
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
連
携
し
て
壱
岐
が

持
つ
魅
力
を
整
理
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
再
度
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
壱
岐
独
自
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。

そ
の
モ
デ
ル
を
「〝
え
ん
〞
を
育
む
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」（
※
）
と
名
付
け
、
壱
岐
の
美
し
い
自
然
、
豊

か
な
食
べ
物
、悠
久
の
歴
史
、い
き
い
き
と
生
活
す
る
人
々

を
結
び
、〝
え
ん
〞（
縁
）
を
育
む
こ
と
で
、
壱
岐
滞
在
中

の
時
間
を
来
訪
者
と
そ
の
大
切
な
人
た
ち
（
家
族
）
の
実

り
（
成
長
）
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
提
供
価
値
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
設
備
の
そ
ろ
っ
た
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ

ジ
オ
や
モ
バ
イ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
オ
フ
ィ
ス
（
モ
バ
イ
ル
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
、

タ
ー
プ
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
）
に
よ
る
「
島
中
ど
こ
で
も
働

け
る
環
境
」、
手
ぶ
ら
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
海
釣
り
体
験
の

ほ
か
、サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
や
朝
陽
ラ
イ
ド
な
ど
の「
自

然
を
生
か
し
た
遊
び
」、
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
や
市

民
対
話
会
、
い
き
っ
こ
留
学
（
子
ど
も
は
地
元
小
学
校
で

受
け
入
れ
）
な
ど
の
「
学
び
の
体
験
」
を
提
供
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

人
と
人
が
交
流
し
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
る

２
０
１
９
年
度
、
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
に
は
島
外

◆◆◆

か
ら
約
１
２
０
０
人
が
訪
れ
て
お
り
、
交
流
人
口
お
よ
び

観
光
消
費
の
観
点
か
ら
一
定
の
効
果
は
出
て
い
る
。
し
か

し
、
壱
岐
市
と
し
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
き
っ
か
け
に
、さ
ら
な
る
波
及
効
果
を
目
指
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
か
ら
続
け
て
い
る
市
民
対
話
会
で
出
た

「
住
所
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
な
ど
に
縛
ら
れ
な
い
、
多

様
な
人
々
が
集
ま
れ
る
場
所
が
欲
し
い
」
と
い
う
市
民
の

夢
を
実
現
す
る
形
で
開
設
し
た
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ

オ
。
こ
の
目
的
の
と
お
り
、
島
外
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
で
訪

れ
た
人
が
市
民
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
壱
岐
に
何
度
も
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
最
初
は
１
人
で
来
て

い
た
が
、
次
は
職
場
の
同
僚
や
友
人
、
家
族
と
訪
れ
る
中

で
、
空
き
家
を
紹
介
さ
れ
て
移
住
す
る
人
や
他
拠
点
居
住

し
な
が
ら
壱
岐
で
起
業
す
る
人
も
増
え
て
き
て
い
る
。

壱
岐
市
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
人
と

人
を
結
び
、
縁
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
、

関
係
人
口
を
創
出
し
、
持
続
可
能
な
地
域

を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
壱
岐
の
テ
レ

ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
に
生
き

て
い
く
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
時
代
の
先

進
事
例
と
し
て
複
数
の
国
際
会
議
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
離
島
は
本
土
と
比
べ
て

様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
が
、

逆
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先
進
技
術
を
活
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に
大
き
い
。
バ
タ
フ

ラ
イ
効
果
の
よ
う
に
、
小
さ
な
壱
岐
で
の

挑
戦
が
日
本
お
よ
び
世
界
の
離
島
活
性
化

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
※
）〝
え
ん
〞
を
育
む
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン　

 http://iki-sdgs.jp/iki_en/ 

モバイルアウトドアオフィス

フリーウィルスタジオ内のサテライトオフィス

フリーウィルスタジオのコワーキングスペース
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ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は 

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か

２
０
２
０
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
多
く
の
企
業
や
働
く
人
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
経

験
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
働
き
方
が
変
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
仕
事
と
旅
行
を
組
み
合
わ
せ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
、
観
光
産
業
や
地
方
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
県
で
は
、
２
０
１
８
年
よ
り
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
３
年
間
の
取
り
組
み
の
中

で
見
え
て
来
た
の
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
個

人
や
企
業
は
、
①
旅
行
が
目
的
（
旅
行
の
途
中
に
メ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
を
こ
な
し
な
が
ら
長
く
滞
在
す

る
）
②
仕
事
が
目
的
（
会
社
が
指
定
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
環
境
で
仕
事
を
す
る
）
と
い
う
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
分

か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
目
的
に
よ
っ
て
、
必
要
な
仕

事
環
境
や
地
方
に
求
め
る
機
能
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
発

地
側
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
環
境
整
備
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
仕
事
場
所
の
提
供
」

◆◆◆

だ
け
で
は
、
地
域
活
性
化
の
効
果
は
限
定
的
だ
と
い
う
こ

と
も
重
要
で
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
交

流
人
口
か
ら
関
係
人
口
へ
と
昇
華
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
す
。

お
す
す
め
し
た
い
！
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設

２
０
１
８
年
９
月
に
、
首
都
圏
企
業
で
働
く
人
を
対
象

に
、
沖
縄
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
実
施
に
よ
る
経
済
効
果
を
測
定
し
た

と
こ
ろ
、
沖
縄
観
光
客
１
人
当
た
り
の
平
均
消
費
額
が
７

万
２
８
５
３
円
（
平
均
滞
在
日
数
３
・
８
日
）
に
対
し
、

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
の
平
均
消
費
額
は
11
万
８
４
４

５
円
（
平
均
滞
在
日
数
10
日
）
と
、
観
光
客
よ
り
も
４
万

５
５
９
２
円
高
い
結
果
と
な
り
、
滞
在
日
数
の
長
期
化
が

消
費
額
の
増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
セ
キ
ュ
ア
な
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
、

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
高
速
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
、
地
元
企
業
と
の

交
流
の
機
会
な
ど
、
受
け
入
れ
に
当
た
り
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

◆◆◆

そ
こ
で
、
２
０
２
０
年
度
に
は
新
た
に
３
・
４
億
円
を

予
算
計
上
し
、「
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
企
業
が
求
め
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
や
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
備
え
た

宿
泊
施
設
が
沖
縄
に
は
不
足
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

既
存
施
設
を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
へ
と
改
修
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
、
２
０
２
１
年
度
末
に
は
新
た
に

20
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
や
商
店
街
の
中
、
離
島
の
古
民
家
や
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
、
既
存
施
設
と
合
わ
せ
て
沖
縄
全
域
で
40
の
施
設

が
整
う
た
め
、
個
人
や
企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
施
設
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
訪
れ
る
人
と
地
域
と
の
交
流
促
進
の
た
め
の
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
関
係
人
口
創

出
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
の
工
夫
を
学
ぶ
た
め
、
施
設

運
営
者
同
士
の
交
流
の
機
会
も
定
期
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

さ
て
こ
こ
で
、
私
が
お
す
す
め
す
る
沖
縄
の
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【H
ow
live

（
ハ
ウ
リ
ブ
）】

沖
縄
県
内
で
、
オ
フ
ィ
ス
街
や
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
な
ど

に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
複
数

店
舗
展
開
。
県
内
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ホ
テ
ル
ゆ
が
ふ
い
ん
お
き
な
わ
】

名
護
市
内
に
あ
る
ビ
ー
チ
が
目
の
前
の
ホ
テ
ル
。
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
ハ
ナ
ウ
ー
ル
」
は
無
料
で
使
え
る

た
め
、
宿
泊
客
も
地
域
の
方
々
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
県

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出

鶴
見
　
有
衣

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部�

商
務
通
商
課�

課
長
補
佐

―
目
指
せ
！
関
係
人
口
創
出
―

沖
縄
が
目
指
す
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
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【
ア
ジ
ュ
ー
ル
オ
キ
ナ
ワ
ベ
ー
ス
】

沖
縄
市
商
店
街
の
中
に
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ

ェ
・
ラ
グ
ー
ン
２
階
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

や
起
業
家
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
そ
の
仕
事
は
沖
縄
で
」

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
施
設
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
未
来

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
多
く
の
企
業

◆◆◆

は
在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
た
も
の
の
、
社
員
の
在
宅

以
外
で
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
認
め
る
ケ
ー
ス
は
限
ら

れ
、
企
業
側
の
労
働
法
制
や
人
事
評
価
、
労
災
や
経
費
負

担
な
ど
社
内
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
普
及
す
る
た
め
に
、
企
業
側
の

制
度
導
入
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
で
は
、
企
業
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
充
実
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
研
修
、
越
境
学
習
（
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
）
や
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
（
技

術
や
ア
イ
デ
ア
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
、
こ
う
し
た
機

会
を
通
じ
て
地
域
と
企
業
と
の
接
点
を
高
め
、
コ
ア
な
フ

ァ
ン
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の
定
着
や

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
の
み
な
ら
ず
、
地
方
に
不
足
す
る

高
付
加
価
値
ビ
ジ
ネ
ス
を
共
創
し
、
都
会
の
人
材
か
ら
地
域

人
材
へ
の
ス
キ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
新

た
な
産
業
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
10
年
後
に
は
、
働
く
場
所
や
時
間
の
制
約
が
な

く
な
り
、
都
会
と
地
方
の
垣
根
も
な
く
な
り
、
仕
事
も
生

活
も
あ
き
ら
め
な
い
生
き
方
が
選
べ
る
社
会
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

沖縄ワーケーションポータルサイト「その仕事は沖縄で」

ホテルゆがふいんおきなわコワーキングスペース「ハナウール」

シェアオフィス・コワーキングスペース「Howlive」
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は
じ
め
に

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「
仕
事
（
ワ
ー
ク
）」
と
「
休
暇
（
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、「
欧
米
発
」

の
枕
詞
と
と
も
に
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
自
体
は
「
欧
米
発
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

一
般
的
な
も
の
で
な
い
。
旅
す
る
よ
う
に
働
く
、
と
い
う
意
味

で
は
、
特
定
の
オ
フ
ィ
ス
や
雇
用
さ
れ
る
会
社
を
持
た
ず
に
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
自
由
に
働
く
場
所
を
選
び
気
に
入
っ
た

と
こ
ろ
に
滞
在
す
る
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
デ

ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
」
の
方
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

バ
リ
島
の
ウ
ブ
ド
に
あ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「H

ubud

（
フ
ブ
ド
）」は
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
働
き
方
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
自
由
を
実
現
す
る

革
新
的
な
ス
ペ
ー
ス
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
や
雰
囲

気
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
欧
米
を

は
じ
め
世
界
各
地
か
ら
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
が
集
ま
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
し
つ
つ
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
他
の
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
と
の
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ
な
出
会
い
や
交
流
を
通
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
本
を
高
め
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
る
。

フ
ブ
ド
で
は
そ
の
場
に
集
ま
っ
て
来
て
い
る
（
外
部
か
ら

の
）
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
と
の
交
流
や
創
発
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
主
な
「
目
的
」
と
な
っ
て
い
て
、滞
在
し
て
い
る
地
域
の
「
住

民
」
と
の
協
働
や
そ
の
地
域
の
活
性
化
、
と
い
っ
た
視
点
は
ほ

と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。

他
方
、日
本
国
内
に
お
い
て
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
、

あ
る
い
は
効
果
と
し
て
真
っ
先
に
あ
が
る
の
が「
地
域
活
性
化
」

「
地
域
課
題
解
決
」「
関
係
人
口
の
増
加
」
と
い
っ
た
、
地
域
側

か
ら
の
期
待
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
独
特
の
発
展
を
遂
げ
て
き
て
い
る
「
日
本
型

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
類
型
や
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
四
つ
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係
性
に
つ
い
て
ひ
も
と
い
た
上
で
、

主
に
地
域
の
視
点
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
や
課
題
に

つ
い
て
事
例
を
交
え
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

H
ubud

（
フ
ブ
ド
）　https://w

w
w
.hubud.org/cow

orking/

日
本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

四
つ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
元
来
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
独

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
関
係
人
口
の
創
出

筆者プロフィール

田中 敦氏
（たなか・あつし）

JTB に入社後、米国本社企画部、欧州支配人室人事部や首都圏営業本
部（総務・人事・労務担当）などを経て、2000 年に本人出資型の社内ベ
ンチャー制度を活用し、福利厚生アウトソーシング業である（株）JTBベ
ネフィットを起業し、30歳代で取締役に。その後、JTBグループ本社事
業開発室長などを経て、2012 年に JTB総合研究所に主席研究員として参
画。2016年に山梨大学に観光政策科学特別コースが新設された際に転進。
日本経済団体連合会起業創造委員会委員・座長などを歴任。現在、ワー

ケーション政策などを検討する国土交通省観光庁「新たな旅のスタイル」
に関する検討委員会委員、日本国際観光学会ワーケーション研究部会長。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

関
係
人
口
創
出
の
可
能
性
と
課
題

田
中
　
敦

山
梨
大
学
大
学
院
生
命
環
境
学
域
　
社
会
科
学
系
長

生
命
環
境
学
部
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
長
　
教
授
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立
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
る
人
々
と
の
親
和
性
が
高
い
働
き
方

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
国
内
で
の
議
論
は
、
主
に

企
業
な
ど
の
組
織
に
所
属
す
る
従
業
員
を
対
象
と
し
た
「
雇
用

型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事

情
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
「
従
業
員
が
本
人

の
意
思
に
お
い
て
雇
用
主
の
承
認
の
も
と
に
、
通
常
指
定
さ
れ

た
勤
務
先
や
自
宅
以
外
の
場
所
で
テ
レ
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
て

仕
事
と
余
暇
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

他
方
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
仕
事
と
休
暇
の
混
合
、

日
常
と
非
日
常
と
の
同
時
性
と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

広
義
に
は
「
個
人
が
主
体
的
に
価
値
を
認
め
て
選
択
す
る
、
日

常
的
な
仕
事
（
ワ
ー
ク
）
に
、
非
日
常
的
な
余
暇
（
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
）
の
感
覚
を
埋
め
込
ん
だ
、
柔
軟
な
生
き
方
で
あ
り
働
き

方
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。（
田
中
・
石
山
２
０
１
９
）

表
１
で
は「
日
本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
類
型
を
表
し
た
。

ス
タ
イ
ル
Ⅰ
Ⅱ
に
加
え
、
海
外
で
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
呼

ば
な
い
Ⅲ
Ⅳ
の
ス
タ
イ
ル
も
日
本
で
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
包

含
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

あ
る
が
、
大
き
く
①
制
度
を
導
入
す
る
企
業
②
利
用
す
る
従
業

員
（
個
人
）
③
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
と
行
政
④
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
関
連
し
た
民
間
事
業
者
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
期

待
や
思
惑
、
課
題
を
持
っ
て
い
る
上
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推

進
に
対
す
る
温
度
差
が
非
常
に
大
き
く
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
議
論
を
す
る
際
に
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
四
つ
の
中
で
特
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
の
が
「
制

度
を
導
入
す
る
企
業
」
で
あ
る
。
大
企
業
で
の
制
度
導
入
が
進

ま
な
い
と
、
地
域
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
訪
れ
る
パ
イ
が
広
が

ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
制
度
導
入
に
向
け
て
一
歩

踏
み
出
す
企
業
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
く
施
策
の
実
施
が
極

め
て
重
要
と
な
る
（
※
）。

反
対
に
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

に
熱
心
だ
っ
た
の
が
「
地
域
・
行
政
」
で
あ
る
。
関
係
人
口
の

創
出
や
増
大
、
地
域
創
生
、
地
域
活
性
化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
な
ど
の
施
策
や
、
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
、
移
住
交
流

促
進
事
業
な
ど
と
の
親
和
性
が
高
く
、
こ
う
し
た
熱
心
な
自
治

体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
し
推
進
す
る
母
体
と
な
っ
て
い
る

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
自
治
体
協
議
会
」
の
加
盟
自
治
体
数

も
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
１
年
間
で
１
５
７
（
１
道
17
県
１
３
９
市

町
村
）
と
急
拡
大
し
て
い
る
。

以
下
、
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
と

関
係
人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
へ
の
効
果
に
つ
い
て
、
成

功
事
例
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
。

※
企
業
が
実
際
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、

労
務
管
理
上
の
問
題
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
を
因
数
分
解
す
る
と
①
休
暇
中
な
ど

の
一
部
の
日
や
時
間
帯
に
②
会
社
に
申
請
し
承
認
を
得
た
上
で
③
通
常
の

勤
務
地
や
自
宅
と
は
異
な
る
場
所
で
④
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
て
仕

事
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
既
に
①
、
②
、
④
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の

企
業
で
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

唯
一
残
る
課
題
で
あ
る
③
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
度
」が
仕
事
を
す
る
時
間
の
柔
軟
性
を
高
め
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
フ

レ
ッ
ク
ス
プ
レ
イ
ス
制
度
」
と
い
っ
た
、
働
く
場
所
に
自
由
度
を
持
た
せ

る
規
程
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
導
入
す
る
こ
と
で
、
実
質
的
に
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
企
業
を
一
気
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
し
か
に
、
労
働
基
準
法
第
15
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
就
労
場
所
の
書

面
に
よ
る
明
示
な
ど
と
の
調
整
は
必
要
だ
が
、
実
際
に
日
本
航
空
で
は
就

業
規
程
の
改
定
な
ど
は
せ
ず
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
数
年
に
わ
た

り
制
度
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
実
績
も
あ
る
。

　

安
心
し
て
制
度
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
国
が
企
業
に
対
し
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
す
な
ど
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

取
り
組
み
事
例

⑴
徳
島
県
美
馬
市
の
事
例

「
う
だ
つ
の
町
並
み
」
で
有
名
な
徳
島
県
美
馬
市
。
こ
こ
に

は
大
阪
出
身
の
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
柴
田
義
帆
氏
が
２
０
１

４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
経
営
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
の
ど
け
や
」

や
、
活
版
印
刷
工
場
の
３
代
目
で
あ
る
中
川
和
也
社
長
が
工
場

を
フ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ド
ミ
ト
リ
ー
、
カ
フ
ェ
、
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
、レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
併
設
し
た
「A

D
LIV

（
ア

ド
リ
ブ
）」
と
い
っ
た
施
設
を
中
心
に
、A

D
D
ress

、H
afH

、

出所：田中・石山（2020）「日本型ワーケーションの効果と課題」をもとに筆者が再構成

表１　日本型ワーケーションの類型
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Living A
nyw
here Com

m
ons

な
ど
の
主
要
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
型
コ
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
軒
並
み
拠
点
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
近
隣
地
域
の
み
な
ら
ず
全
国
や

海
外
か
ら
も
Ｓ
Ｅ
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
投
資
家
、

学
生
な
ど
様
々
な
仕
掛
け
人
が
多
く
訪
れ
、
自
然
と
交
流
や
連

携
が
生
ま
れ
た
。
街
中
に
は
し
ゃ
れ
た
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

も
増
え
、
高
感
度
な
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
聖
地
と
し
て
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

中
で
も
ア
ド
リ
ブ
は
、
地
域
と
都
市
部
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
場
の
提
供
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
」
に
お
け
る
新
し
い
価
値
観
の
交
流
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

「
ア
ド
リ
ブ
交
流
会
」
や
「『
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
×
コ
・
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
』
な
働
き
方
・
遊
び
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で

Study

」
す
る
「
ア
ド
リ
ブ
大
學
」
を
実
施
。
さ
ら
に
、
美
馬
市

の
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
、
地
元
の
経
営
者
、
自
治
体
、
都

市
部
の
経
営
者
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
持
続
性
の
高
い
枠
組
み
で

推
進
し
て
い
く
「M

IM
A

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
都
市
部
企
業
と
地
元
企
業
、
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
と

地
元
住
民
と
が
、
交
流
を
通
じ
て
「
地
域
×
人
×
ス
キ
ル
」
の
連

携
に
よ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
。

A
D
LIV

　

https://w
w
w
.adliv-tokushim

a.com
/

⑵
静
岡
県
下
田
市
の
事
例

静
岡
県
下
田
市
は
、
２
０
１
９
年
の
人
口
２
万
１
４
９
２

人
が
約
25
年
後
に
半
減
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
主

力
産
業
の
観
光
産
業
で
も
、
観
光
交
流
人
数
は
１
９
８
７
年
度

の
６
２
６
万
人
か
ら
２
０
１
９
年
度
に
は
２
５
９
万
人
と
、
ほ

ぼ
30
年
間
で
約
６
割
も
減
少
。
さ
ら
に
、
建
設
や
水
産
を
中
心

に
深
刻
な
高
齢
化
や
後
継
不
足
に
苦
し
む
な
ど
、
地
方
都
市
に

お
け
る
典
型
的
な
課
題
を
数
多
く
抱
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、下
田
市
に
コ
リ
ビ
ン
グ
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
持
つ
複
合
施
設Living A

nyw
here  

Com
m
ons

（
以
下
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
）
の
拠
点
を
持
つ
株
式
会
社

LIFU
LL

と
市
役
所
が
中
心
と
な
り
、
首
都
圏
企
業
の
若
手
社

員
を
募
り
地
域
の
問
題
点
や
地
元
企
業
の
課
題
の
解
決
策
を
考

え
る
「
地
域
事
業
創
造
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
合
宿
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
５
日
間
の
合
宿
で
実
際
に
課
題
を
抱
え
る

水
産
加
工
や
建
築
、
飲
食
、
寺
院
な
ど
の
経
営
者
か
ら
直
接
話

を
聞
き
、
併
せ
て
多
く
の
関
係
者
か
ら
地
域
の
実
情
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
熱
心
に
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
毎
朝
リ
モ
ー
ト
会
議
を
行
い
、
都
内
の
専
門
家
・

メ
ン
タ
ー
か
ら
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
課
題
解
決
策

や
新
た
な
事
業
展
開
プ
ラ
ン
を
作
成
。
最
終
日
に
は
市
長
や
企

業
経
営
者
ら
40
人
を
前
に
成
果
と
し
て
プ
ラ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
し

た
。こ

う
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
、
メ
ン
バ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

す
る
下
田
市
の
魅
力
情
報
の
影
響
力
も
大
き
く
、
下
田
市
に
滞

在
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
若
者
が
急
増
。
コ
ロ
ナ
禍
で

来
訪
者
が
激
減
す
る
中
、
地
元
の
飲
食
店
な
ど
に
も
活
気
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

関
係
人
口
創
出
へ
の
ポ
イ
ン
ト
と
課
題

こ
こ
ま
で
、
二
つ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し

て
き
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
特
色
や
違
い
に
触

れ
、
関
係
人
口
創
出
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
や
課
題
に
つ
い
て
述

べ
て
い
き
た
い
。

⑴
ハ
ブ
と
な
る
拠
点
の
存
在
と
「
場
」
と
し
て
の
魅
力

美
馬
市
で
は
、
の
ど
け
や
やA

D
LIV

と
い
っ
た
拠
点
が
、

下
田
市
で
は
Ｌ
Ａ
Ｃ
やN

anZ V
ILLA

GE

と
い
う
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
持
つ
多
目
的
な
ス
ペ
ー

ス
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
拠
点
は
単
に
ス
ペ
ー
ス

（
＝
空
間
）
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
人
を
呼
び
、
つ
な
ぎ
、
新
た

な
価
値
を
共
創
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
（
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
）
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。
拠
点
は
、
高
速
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

の
設
置
や
優
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
、
什
器
な
ど
の
機
能
や
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
快
適
で
あ
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て

「
居
心
地
の
良
さ
」「
温
も
り
」
が
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
（
参

加
者
）
同
士
、
ま
た
地
域
の
人
た
ち
を
交
え
た
交
流
が
生
ま
れ

や
す
い
仕
掛
け
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
魅
力
的
な
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
的
な
実
施
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン
を
融
合
さ
せ
た
「
メ
ン
バ
ー
」
の

緩
や
か
な
絆
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

N
anZ V

ILLA
GE　

http://nanz.villageinc.jp/

⑵
関
係
人
口
案
内
人
の
役
割

下
田
市
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
に
は
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
梅
田
直

樹
氏
の
存
在
が
大
き
い
。
地
元
出
身
の
梅
田
氏
は
地
域
の
企
業

経
営
者
層
か
ら
高
校
生
ま
で
、
幅
広
く
深
い
関
係
性
を
築
く
と

と
も
に
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
的
確
に
ワ
ー
ケ
ー
タ

ー
の
顕
在
的
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
素
晴
ら
し
い

マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
な
や
か
に
進
め
な
が
ら
そ
れ
で
い
て
フ
ォ
ロ
ー

も
し
っ
か
り
と
し
て
い
く
。
美
馬
市
の
柴
田
、
中
川
両
氏
も
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
異
な
る
が
同
様
に
欠
か
せ
ぬ
存
在
で
あ
る
。

彼
ら
の
よ
う
な
優
れ
た
「
関
係
人
口
案
内
人
」
た
ち
は
、

総
じ
て
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
と
の
視
点
の
合
わ
せ
方
と
距
離
感
の
保

ち
方
、
そ
し
て
一
瞬
に
し
て
相
互
に
「
友
達
」
と
し
て
の
一
体

感
を
醸
成
す
る
力
が
卓
越
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
役
割
を
担
う

人
が
機
能
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
た
ち
も
「
よ
そ
者
」
を
安

心
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
暖
か
い

受
け
入
れ
は
一
体
感
を
生
み
、
さ
ら
に
は
積
極
的
に
交
流
を
進

活版印刷工場をフルリノベーションしたADLIV
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テレワークを活用した関係人口の創出

秋田県仙北市（p８-９）
子どもは田舎体験、親はテレワーク体験ができる「あきた・いな
か学校withワーケーション」

2
北海道北見市（p６-７）

首都圏から多くの人が北見に来てテレワークを体験
1

長野県富士見町（p14-15）
サテライトオフィス用の個室やコワーキングスペースなどを備え
た「森のオフィス」でセミナー開催

5
三重県伊勢市（p16-17）

調理製菓専門学校の授業にシェフが飛び入り参加
6

1

2

3

5

4 宮城県女川町（p10-11）
創業本気プログラム ケーススタディの様子
3

新潟県妙高市（p12-13）
「herethere」の開発チームによるトライアルツアー
4

め
る
礎
が
築
か
れ
て
い
く
。

現
在
、
こ
う
し
た
関
係
人
口
案
内
人
の
重
要
性
が
急
速
に

注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
の
役
割
を
担
う

こ
と
は
、
都
心
・
大
企
業
勤
務
型
の
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
と
、

地
元
地
域
の
熟
知
と
深
い
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
全
く
異
な
る
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
と
地
域
を
つ
な
ぐ
と

い
う
点
で
非
常
に
難
し
く
、
簡
単
に
育
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
他
方
、
た
だ
単
に
来
訪
者
が
増
え
る
だ
け
で
は
、
真
の
関

係
人
口
の
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
の
極
め
て
属
人
的
な

課
題
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
く
か
は
、
今
後
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
受
け
入
れ
地
域
の
成
否
に
か
か
わ
る
重
大
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

⑶
行
政
の
役
割
と
民
間
と
の
役
割
分
担

下
田
市
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
に
は
、
行
政
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
市
産
業
振
興
課
の
樋
口
有
二

課
長
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。

下
田
市
は
関
係
人
口
の
創
出
・
増
加
、
空
き
家
等
の
活
用
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
掘
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
等
を
目

的
に
、
株
式
会
社LIFU

LL

と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
こ
れ
は
「
人
こ
そ
が
第
３
の
黒
船
」
と
と
ら
え
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
を
育
て
、
ド
ロ
ー
ン
・
Ａ
Ｉ
、
そ
の
他
ウ
ェ

ブ
関
連
等
の
ス
キ
ル
に
た
け
た
人
た
ち
を
含
め
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
通

じ
て
様
々
な
人
た
ち
が
下
田
に
来
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ

れ
は
、
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ェ
ア
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
を
広
げ
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
樋

口
氏
の
思
い
に
つ
な
が
り
、
地
元
の
企
業
や
住
民
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
は
産
業
振
興
・
産

業
労
働
系
を
中
心
に
、観
光
系
、人
口
対
策
系
、環
境
系
と
様
々

な
部
門
横
断
的
な
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
調
整
を
う
ま

く
行
う
こ
と
が
で
き
ず
事
業
が
ス
タ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
、
樋
口
氏
は
多
方
面
に
わ
た
る
行

政
と
の
戦
略
的
な
連
携
、
調
整
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
企

業
や
産
業
界
と
も
し
っ
か
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
着
実
に

成
果
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

他
方
、
美
馬
市
に
お
い
て
は
前
述
の
柴
田
、
中
川
両
氏
を

中
心
に
民
間
企
業
が
大
き
な
推
進
力
と
な
り
、
人
を
引
き
付
け

る
磁
場
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

先
進
県
で
あ
る
徳
島
県（
西
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
観
光
部
）

や
美
馬
市
と
も
連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、
協
働
と
す
み
分
け

を
進
め
て
い
る
。

下
田
市
役
所
樋
口
有
二
課
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

https://note.com
/lacom

m
ons/n/nd32e460241bd

⑷
今
後
の
環
境
の
変
化
と
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
て

ほ
ん
の
１
年
前
ま
で
知
る
人
ぞ
知
る
、
で
あ
っ
た
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
認
知
度
は
８
割
を
超
え
、
２
０
２
１
年

の
ブ
レ
ー
ク
を
あ
お
る
報
道
も
出
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
施
設
や
設
備
な
ど
「
ハ
コ
も
の
」
が
揃
え
ば
あ
る
程

度
自
然
に
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
が
増
え
る
、
と
楽
観
的
に
考
え
て
い

る
地
域
も
中
に
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
現
実
は
そ
う
甘
い
も
の

で
は
な
い
。

ま
ず
、
大
企
業
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の

導
入
と
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の
背
中
を
押
す
組
織
風
土

づ
く
り
を
ど
こ
ま
で
推
進
で
き
る
の
か
。

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
既
に
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業

は
全
体
の
１
割
に
満
た
ず
、
ま
た
次
年
度
以
降
の
導
入
を
積
極

的
に
進
め
よ
う
と
い
う
企
業
も
３
割
程
度
と
い
う
結
果
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
制
度
が
あ
っ
て
も
、
取
得
し
に
く
い
職
場
の
ま

ま
で
は
な
か
な
か
前
に
は
進
ま
な
い
。

次
に
、
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
く
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
多
様
な
志
向
性
へ
の
対
応
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ケ
ー
タ
ー
は
い
わ
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

層
や
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
層
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
裾
野
が

広
が
る
こ
と
で
、
レ
イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
層
ま
で
一
気
に
拡

大
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
従
来
の
利
用

者
と
の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
、
双
方
の
タ

イ
プ
と
も
に
満
足
度
が
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
側
か
ら
は
よ
く
「
熱
心
な
関
係
人
口
を
増
や

す
こ
と
で
、
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
声

を
聞
く
が
、
来
訪
者
が
増
え
れ
ば
自
然
に
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
企
業
や
都
心
で
働
く
社
員
等
と
連

携
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
課
題
解
決
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
場
合
、
そ
の
成
否
は
マ
ッ
チ
ン
グ
や
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
の
妙
が
決
め
手
と
な
る
。

関
西
大
学
の
松
下
慶
太
教
授
に
よ
れ
ば
、
地
域
側
と
企
業

側
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
う
ま
く
い
く
た
め
に
は
、「
他
律
人

材
」「
自
律
人
材
」
と
い
う
双
方
の
当
事
者
の
人
材
と
し
て
の

自
律
性
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果
が
大
き
く
異
な

る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
が
本
気
で
都
心
の
企
業
と
コ
ラ
ボ
し

て
関
係
人
口
増
加
を
目
的
と
し
た
共
創
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
側
も
本
気
で
「
自
律
人
材
」

を
集
め
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
受
け
入
れ
側
の

行
政
も
意
識
改
革
、
働
き
方
改
革
へ
の
覚
悟
が
必
至
と
な
る
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
は
矛
先
が
異
な
る
が
、
今
後

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
整
備
や
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
を

検
討
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
数
年
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
も
視
野

に
入
れ
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
観
光
に
お
け
る
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ド
は
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
を
維
持
し
な
が
ら

い
か
に
訪
日
観
光
客
４
０
０
０
万
人
を
２
０
２
０
年
に
達
成
す

る
か
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
予

断
を
許
さ
ず
、
す
ぐ
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
戻
っ
て
こ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
在
宅
勤
務
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
世
界

中
で
一
斉
に
起
き
た
現
象
で
あ
り
、
そ
う
し
た
働
き
方
を
可
能

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
仕
事
の
仕
方
は
既
に
定
着
期
に
入
り
つ
つ

あ
る
。
近
い
将
来
、
急
増
し
た
「
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
を

実
践
す
る
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
訪
問
が
絶
え
な
い
、
バ
リ

島
の
ウ
ブ
ド
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
「
ノ
マ
ド
ワ

ー
カ
ー
の
聖
地
」
と
な
る
地
域
が
、
日
本
国
内
に
い
く
つ
も
現

れ
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
。

松
下
慶
太
２
０
２
０
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
律
人
材
か
ら
考
え
る
」

https://note.com
/m
atsulab/n/n75efb9a32652
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